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壱◆天海笙子と甲賀くノ一





　　　　　１



「第二百五十六回、甲こう賀がくノ一の八はつ哥か衆しゆうさんたちと天てん海かいさんをどうしたらいいのか会議～！　どんどんど～ん！」

　柳生やぎゆう十じゆう兵べ衛えの、どこかのんきな声が柳生道場の稽けい古こ場ばに響ひびいた。

「ちょ！　なんですの、二百五十……って、そんなにやってませんわ！　それになんですの、どんどん、って！」

　すかさず隣となりにいた直なお江え兼かね続つぐがツッコむ。

「じゃ二百五十四回？　どんどん！　は、お囃子はやしだよ。知らないの、ぐっちょんちょん」

「なにその中ちゆう途と半はん端ぱな減り方！　というより今日が初めてではございませんの、この会議。それに、ぐっちょんちょんではございませんわ！　ぐっちょり！　……は？　いえ、ぐっちょりーな？　ぐっちょるの……」

「兼続、だろ？　自分の名前、忘れるなよ」

　定番の名前ネタも、笑う柳生宗むね朗あきらに再ツッコミを許してしまう。

　もちろん、その三人だけではない。

「トンカチは真面目まじめにやる気、あるわけ？」

「まあまあ、御お姫ひいさま、兼続さんも悪気ではなく、単に頭が少しお悪いだけかと」

　とは、千せん姫ひめこと徳とく川がわ千せんと、その従者・服部はつとり半はん蔵ぞうだ。

「な！　頭が悪いとか、黙だまっていれば、聞き捨てなりませんわ！　だいたいトンカチではなく、大鎚づちですわ！　上うえ杉すぎ流軍学を源流とする我わが直江流戦せん鎚つい術の……もが！」

　飛んできた大鉄扇が直ちよく撃げきし、昏こん倒とうする兼続。放ったのはもちろん、

「ああもう、うるさいのお。おまえは黙っておれ！」

　真さな田だ幸ゆき村むらだ。ブーメランよろしく戻もどってきた大鉄扇を小さな手でしっかりと受け止める。

「……」

　そしてそれを見守る後ご藤とう又また兵べ衛え。

「ウキュ!?」

　その又兵衛の肩かたの上には、小さな猿さるが一匹ぴき。

　猿さる飛とび佐さ助すけ。いまは猿だが、敵の気配を感じるなり、人間体に変化することのできるまぎれもない「剣姫マスターサムライ」だ。

　そんな、道場に居並ぶ「剣姫マスターサムライ」たちの列には加わらず、どこからかそんな喧けん噪そうを眺ながめている影かげがひとつ。

「……宗朗さま。まだこの義ぎ仙せんの出る幕ではないようなんです」

　つぶやくのは隻せき眼がんの「剣姫マスターサムライ」、柳生義仙。

　裏柳生の総そう帥すいだった過去を持ちながら、かつての「将」徳川慶よし彦ひこの下から数すう奇きな経けい緯いを経へて宗朗の「剣姫マスターサムライ」となった変わり種でもある。

　宗朗を除いて七人と一匹の「剣姫マスターサムライ」。

　この柳生道場の戦力のすべてであり、またこの家に暮らす大きな家族の形でもあった。

　ときに、平へい誠せい二十某ぼう年ねん。

　武ぶ應おう学がく園えん塾じゆくを統すべる生徒会長・徳川慶彦とその旗本生徒会、宗朗とその「剣姫マスターサムライ」たちの柳生道場、そして大おお江え戸どの徳川幕府より密命を受けているとおぼしき、天海笙子と甲賀くノ一八はつ哥か衆しゆう。

　三つどもえの対立の構図は、八はつ哥か衆しゆうからの「果し状」という形で柳生道場に対する攻こう撃げきの火ひ蓋ぶたが切られた。

　すでに、ほぼ一対一の勝負によって、又兵衛、千姫、幸村が戦い、相手のくノ一をそれぞれ撃げき破はしている。

　しかし果し状によればまだ残りの五人が刃やいばを向けて来るのは必定。

　そこで今回の、対策会議となったの、だが……。

「ゆっきー、いきなり武器使っちゃダメだよぉ。ぐっちゃんも、はい、起きて」

　くたっ、と伸のびた兼続を、ズルズル引っ張り起こす十兵衛。そのままではまた倒たおれてしまうので、大鎚をつっかえ棒代わりに背中に入れる。

「ふむ。それでは本題じゃ」

　一同を改めて見回し、幸村が口を開く。

「あの者、南なん光こう坊ぼう天てん海かいこと天海笙子が幕府の密命を帯びておることはもはや間ま違ちがいあるまい。その配下のくノ一八はつ哥か衆しゆうもまた、生徒名めい簿ぼを調べてみたところ、初等部からこの学園に入学していたことがわかった。つまりあの者たちは、急に集められたわけでも、学園に潜せん入にゆうした偽にせ学がく生せいでもなく、最初から……」

「細さい作さく……草くさ、というわけですね」

　幸村の話の途と中ちゆうで、半蔵がぽつり、と漏もらした。

「草？　ぐっちゃんがよく食べてる、お外に生えてる雑草のこと？」

「密みつ偵てい、間者……。幕府のスパイよ。その中でも、ずっと潜入したまま命があるまでいつまでも潜せん伏ぷくする、何年も何十年も、何代も。そういう「草」が全国各地に何百人も散っているっていうのは聞かされていたけれど、まさか学園にもいたなんて」

　十兵衛と、それに応こたえるのはやや複雑な表情の千姫だ。

「何者をも信用せず、二重三重の謀ぼう略りやく装置を日常から潜ひそませておく。幕府のもっとも得意とするところじゃ。そのやりかたでこれまで、幕府成立の初期には諸大名をつぶし、明治以来は幕府に逆らう抵てい抗こう運動を弾だん圧あつしてきたのじゃからな」

　と幸村。ふん、とかぶりを振ふって腕うで組ぐみする。

「たしかに。幸村さんの言うとおりです。けれどやはり、次期将軍職を継つがれる慶彦さまのもとにまで草を忍しのばせて、それをこんな形で使うというのにはショックを受けます」

　いまは微び妙みように敵味方に分かれているとはいえ、慶彦は千姫の実じつ兄けい。半蔵は、千姫の気持ちを代弁しているようでもあった。

「いまは我らに対してじゃが、そうした力、いつ慶彦に向けられぬとも限らぬからの」

「向けられぬとも、限らぬ？　えっと、向けられるの？　限らないの？」

　幸村の横で目をパチパチしている十兵衛。なぜか手の指を折って、なにかを数えている。

「二重否定じゃ。向けられるかもしれない、ということじゃな」

「なーんだ。だったら、お兄ちゃんと慶彦さんが、いっしょに仲良く、ええと、はっか飴あめの……」

「八はつ哥か衆しゆう」

　ポツ、と言うのは又兵衛。が、早くも十兵衛の発言に、全員が虚きよを突つかれる。

「ぼくと慶彦さまが……共きよう闘とうすればいい、っていうのか」

　宗朗が言えば、

「お兄さまと、和わ睦ぼくするというの？　そうね、千も最初のうちこそお兄さまと敵対して、生徒会を飛び出だしたけれど、地下大坂城や天あま草くさ、けっきょくすべてが繋つながっていた阿あ弖て流る爲いとの戦いでも、お兄さまは直接、間接的にこの道場を支し援えんしてくれていたじゃない！」

　千姫も目を輝かがやかせる。

「機を見てどちらにでもつき、利を得ようというだけに見えたがの。そういう位置取りに長たけておるのは認めるが……ふむ、確かにこの場合は……」

　またも、複雑な幸村の計算が、その頭脳を駆かけめぐる。

「ね！　みんな仲良くできるの！　くノ一の人たちも、みーんな！」

「あー、やっぱりダメよ！　だって相手があの、笙しよう子こだもの」

　が、なにかに気づいた千姫が声を上げる。

「どうしてダメなんですか、千姫さま」

　宗朗が言えば、

「そうじゃ。あの天海についてはおぬしから一度詳くわしく聞いておこうと思っておったところじゃ」

　幸村も水を向ける。千姫は、

「そうね。笙子が天海なんてサムライだったとは知らなかったけれど、いい機会だから説明しておくわね。笙子と千は、中等部で初めて会ったのよ……」

　千姫の話に聞き入る、道場の面々。

　武ぶ應おう学がく園えん塾じゆくは幼よう稚ち舎しやからあるが、中等部までは全国に校舎を有している。

　ここ富士の本校舎には、中等部とそれ以上、つまり中等部、高等部、大学、大学院の校舎が集中しているのだが、本校舎で学べるのは成績によって選せん抜ばつされたエリートだけ。

　従って、米よね沢ざわ校舎の中等部から呼び寄せられて富士本校へ編入した兼続は、特例ということになる。

　もっともそのころ、兼続は柳生道場つぶしの密命を慶彦から帯びた刺し客かくだったので、そうした措そ置ちも認められたのだろう。

　そんな制度の中、千姫と笙子が出会ったのは富士校舎の中等部。

　もちろん千姫は大江戸の幼稚舎からのエスカレーターコースだが、笙子は中等部受験で入学した途中組だった。

　ちなみに外部から入学できるのは中等部が最後で、高等部以上へはそれ以前の課程から推すい薦せんを受けた上で試験にパスすることでしか上がることができない。

　千姫と笙子は同じクラスだったが、得てしてエスカレーター組と中ちゆう途と入学組とでは溝みぞができやすい。

　まして千姫は徳川将軍家の姫ひめ君ぎみ。

　護衛役の半蔵を含ふくめ、つねに取り巻きに囲まれていて、笙子とは基本、接する機会もなかった。

　ところがある偶ぐう然ぜんによって、この垣かき根ねが取り除かれる。きっかけは──

「お兄さまよ」
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「慶彦さま、が？」

　千姫の言葉に、宗朗が声を上げる。

「別に、お兄さまがなにかしたってわけじゃないのよ。お兄さまは学年がひとつ上で。でもそのころから中等部の生徒会長だったし」

「同じく生徒会副会長の御姫さまとは、おりに触ふれて教室などでお会いになっていましたから……」

　半蔵が付け加える。

「ようは、中等部のころからおぬしら兄妹きようだいで全校を牛ぎゆう耳じっておったわけじゃな」

　幸村が言う。

　もちろん高等部や大学の生徒会や学生自治会はあったのだが、将軍家の継けい嗣しである慶彦より上に立てるわけもなく、慶彦は入学以来、どの校舎、どの課程でも生徒の代表として教師たちよりも強い権限を及およぼしていたと言える。

「まあ、仕方ないじゃない。いまならわかるけれど、そのころは千もそれが当たり前だって思ってたのよ。なによ、ちゃんと反省してるわよ」

「わかったもうよい。それより話の先をじゃな」

「ええ。……それで、お兄さまはあのとおりの人でしょ？　密ひそかに憧あこがれてる女子はいっぱいいたのよ。男子も、みたいだけど」

「まさか、天海もそのひとりじゃった、というのではあるまいな」

「それがね……なにかの授業で、千と笙子とあとふたり、四人でグループになったのよ。一週間くらいいろいろいっしょにいる時間があったのだけれど……あるとき、好きな人をみんなで告白し合おうってことになって」

「あー……」

　なぜか声を出したのは宗朗だ。軽く額を押おさえて、目を伏ふせている。

「な、なによ、宗朗、その態度」

「あ、いえ、どうせ千姫さまから言い出したんだろうな、って。それで、自分の番が来ると、適当にごまかしちゃったり」

　経験に基もとづく、感想だった。

「なによ！　見てたみたいに言わないでよ。千がそんなこと……」

「だいたい、宗朗くんの言うとおりです」

「半蔵！　……まあ、そうだけど」

　ちなみに四人グループのひとりは当然、半蔵だった。

「はぁーい！　十兵衛はねぇ、お兄ちゃん！　お兄ちゃんお兄ちゃん、お兄ちゃん！　ね、お兄ちゃん!?」

「同意を求めるでないわ！　とにかくおぬしは黙って、千はさっさと先を続けぬか、さっきからまどろっこしくてかなわぬ！」

　癇かん癪しやくを起こす一歩手前の幸村に、

「わかったわよ。半蔵の言うとおりだけれど、千だって悪気はなかったんだからね。というより、笙子の好きな人の見当がついてたから、応おう援えんしてあげようって」

　千姫はとうに笙子の思い人を知っていて、話を振ったということのようだった。

「だって、お兄さまが千の教室へ寄って、話をしたりしてるときに、笙子がお兄さまのことチラチラ見ていたし、落ち着かないようすで、わざと教科書に目を落としながら、やっぱりお兄さまを盗ぬすみ見たり、顔を赤くしてたり、そういうの、気づいてたから」

「無理もないことだと思います。はた目から見ているだけなら、慶彦さまはたいへん魅み力りよく的てきな御お方かたですし」

「ふむ。まあ、あのダルタニアンですら、最初は惹ひかれておったくらいじゃしのお」

　半蔵が言い、幸村もここへ来て納なつ得とくする。

「だからなのよ。笙子は地味だけど頭もいいし、そりゃあ千に較くらべればアレだけど見てくれも悪くないし、生徒会の役職につけば一いつ生しよう懸けん命めいはたらきそうだし、だからお兄さまに紹しよう介かいしてあげようと思ったの。笙子に言ったら、最初は顔を真っ赤にして首を振ってたけれど、手紙を書きなさいよ、千がお兄さまに届けてあげる、って言ったのよね」

「……なんだかオチが見えてきたような気がします」

「な、なによ！　千はちゃんと笙子の手紙、お兄さまに渡わたすつもりでいたのよ。渡すつもりで……」

「渡さなんだのか」

　宗朗が、続いて幸村が、千姫を見つめる。ぅ、と言葉に詰つまって視線を外した千姫に代わって、半蔵が答えた。

「笙子さんの手紙、お昼休みの校内放送で、全校生徒が聞いている中で、読まれてしまったんです」

「ぶ!!」

　噴ふいた。宗朗と幸村はもちろん、又兵衛も。意味はわからないはずなのに、佐助も歯を剥むき出して、

「ウキュー！」

　威い嚇かくするように声を上げていた。十兵衛だけがなぜか、

「千姫さん、すごーい！」

　笑っている。

　千姫があわてて言う。

「わ、わざとじゃないのよ！　一週間くらいして、千も忘れかけていたころに笙子が真っ赤な顔で手紙を持ってきて、それで、あずかったんだけれど、急に忙いそがしくなって、生徒会の書類なんかといっしょになってしまって、ちょうどお昼休みの放送に、生徒会からの連れん絡らく事じ項こうを流してもらうその原げん稿こうを渡さないといけなくて、それで……」

「御姫さまが放送委員に手て渡わたした封ふう筒とうに、笙子さんの手紙が入っていて、それを放送委員が読んでしまったんです」

　こんどは一転、沈ちん黙もくが訪おとずれた。

「……決定的、じゃな」

「だね」

「……はい」

「ウキュ」

　なんだか笙子に同情する気持ちが高まってくる三人と一匹である。

「でも、でもね！　そんなに恥はずかしいことは書いてなかったわよ。お話ができたらうれしいです、とか、お友だちにしてもらえたら十分です、とか、そんな、内容で……」

　千姫は笑って見せるが、その場の空気は変わらなかった。

　半蔵が言う。

「笙子さんはそのご一週間、学校を欠席しました。……なんでもその間、丑うし三みつ時どきの河原で、わら人形に釘くぎを打ち付ける白装束の少女が目もく撃げきされていたとか」

「あ、あははは、……まさか、ね」

　笑う千姫。またも半蔵が、

「ようやくクラスに出てきた笙子さんですが、すっかり性格が変わってしまっていて、それからしばらくして、サークル評議会という、サークルどうしの連れん絡らく会議を積極的に作って、その議長になったんです」

　補足し、幸村がうなずいた。

「なるほどのお。全サークルが団結するための組合みたいなものじゃな。よほど生徒会に対たい抗こうしたかったのじゃろう。それというのも、千、おぬしや慶彦への対たい抗こう心しんじゃ。というよりおぬしに対しては単なる恨うらみ、じゃな」

「な、なによぉ。いいじゃない。わざとじゃないんだし」

「わざとでなければなにをしてもよいわけではないわ！　愚おろか者もの」

「なんだか笙子さんとは分かり合える気がするなぁ。あ！　っと、この件に関しては、ですよ、この件に」

　幸村に続いてつい漏らした宗朗が、逆に千姫ににらまれて首をすくめる。

「そうだよぉ、千姫さんは悪くないの！」















「十兵衛？」

「好きだったら好き！　って、ちゃんと言えばいいんだよ。ね！　お兄ちゃんっ！」

「わ、こら、十兵衛、まだ話し合いの途中だよ、抱だきついたら……」

「おぬしは離はなれろというに！　まったく！」

　あちこち紛ふん糾きゆうしてなかなか進展しない会議を、ようやく仕切り直したのはやはり幸村だった。

「……それで、じゃ」

　全員を見回し、

「よけいなことを言うでないぞ！　会議が進まなくなるからの。……これまでの話を総合すると、天海が我ら……ことさら千に個人的恨みを持っているのは必定じゃ」

「ちょ！　っと……はい」

　幸村が言い、声を上げようとした千姫が睨にらまれて、珍めずらしく素す直なおに従った。どうやら自分が悪いという自覚はあるらしい。

「ゆえに……天海と八哥衆、これらとの和睦はまず無理じゃな。もともとヤツらも幕府の密命を帯びておる身、裏切るとは思えぬ。ただし、幕府がほんとうの本気を出せばこのようなものでは済むまい。となれば天海一味もまた、幕府の手て駒ごまとして操あやつられておるだけやもしれぬ」

「部下がいるとはいえ、上からの押さえつけはきつそうですね」

「そのへんがまた、中間管理職っぽいっていうか、笙子っぽいのよねえ……ぁ」

　半蔵に続いてまたも千姫が発言し、自分で自分の口を押さえた。

「よい。どうやらそのとおりのようじゃからの。……それからもうひとつ、学園の生徒会と徳川慶彦じゃが、こちらも結ぶわけにはいかぬな」

「それは、どうして。もう慶彦さまとの敵対関係は表立ってないはずだよ。富士の地下での戦いのときも、慶彦さまはぼくらに味方してくれた」

　こんどは宗朗が発言した。千姫も、うんうん、とうなずくが、

「いや」

　幸村が、首を振る。

「慶彦の大たい望もうはこの学園の支配などといった小さなことではあるまい。その大望のためには幕府を利用もし、またある部分では疎うとましく思っておろう。我らが慶彦と結んだとて利はなく、慶彦の戦略に巻き込まれるだけじゃ。慶彦の狙ねらいは、せいぜい我らと八はつ哥か衆しゆうが共とも倒だおれにでもなればよし。それを高みの見物というわけじゃ。じゃが、そう案ずることもあるまい。慶彦と結ばぬ、とわらわは申したが、それは敵対せよ、ということには非あらず。相手との関係は、敵か味方か、だけではない。そのどちらでもないあいまいな関係。それでよい。その上で、こちらから働きかけることもあるやもしれず、また慶彦がなにかを仕し掛かけて来るやもしれぬ。そのときはそのとき、ということじゃ！」

　幸村がそう言って笑う。大鉄扇で、ポンポン、と自分の肩かたを叩たたいて見せた。

「そうか！　いまあえて動くのは得策よりも損のほうが多いっていうことだね」

「お兄さまとことをかまえる理由がないのなら、いまはこのままっていうのに、千も、そうね、賛成よ」

　宗朗と千姫が賛成すれば、又兵衛や半蔵に異論があるわけもなかった。

「ウキュ？」

「わーい！　ぐっちゃん、よかったね！」

　十兵衛に揺ゆり動うごかされて、ようやく目覚める兼続。

「……は、なんですの。なにか大事なことが……」

「うん。ぐっちゃんはねぇ、お兄ちゃんとデートするの！」

　そこへ十兵衛の爆ばく弾だん発言。これには、

「ええっ!!」

「な、なによ、それ！」

「なにを言っておるのじゃ、おぬしは……！」

「……!?」

　一転、騒そう然ぜんとなる稽けい古こ場ば内。当の兼続も、

「な、な、な、なんですの!?　それ、どういうことですの！　なんでわたくしが……や、野や獣じゆう、宗朗と」

　完全に混乱して、真っ赤な顔から湯気を上げる。宗朗も、

「そうだよ十兵衛、なんで兼続とぼくが」

　うろたえれば、

「いまの会議とぜんぜん関係ないじゃない！」

「せめて訳を、申してみよ！」

　千姫と幸村も詰め寄よる。ところが十兵衛は、いつものとおりに笑って、

「だって、ぐっちゃんはお兄ちゃんのこと、好きなんだもん。ね、ぐっちゃん？　十兵衛もお兄ちゃんのこと、だーい好きだけど、ぐっちゃんにも分けてあげるの。だって、ぐっちゃんはとーってもいい子だし、がんばってるから！　もっともっと、ぐっちゃんが元気になりますように、って！」

　説明になっているのかいないのか、わからない説明。しかしどうやら、それが十兵衛の閃ひらめき発想。

「ぜ、ぜんっぜん！　わかりませんわ！　だいいちなんでこのわたくしがいまさら宗朗と、む、宗、ムネ……！」

　立ち上がると、宗朗を指さしてワナワナ震ふるえる兼続。

　が、そこが限界だった。まるでピーッ！　と蒸気が噴き上あがるように、真っ赤な顔がさらに赤くなり、髪かみの毛けまでが逆立った、と思うと、

「み、み、み、認めませんわぁぁあああ!!」

　大おお鎚づちをかついだまま、一散に道場から走り出ていく。

「あ、兼続！」

「あやつ、どこへ行くのじゃ」

「さあ」

「だいたいデートってなによ。なんでトンカチが宗朗とデートなのぉ!?　千だって……宗朗もなんとか言いなさいよぉ！」

「ぁ、いや、千姫さま、そんな興奮なさらず……う、うああ！」

「あは！　ぐっちゃんがお兄ちゃんとデート！　ぐっちゃんとお兄ちゃんとぉ、十兵衛もデート！」

　消えた兼続に、紛糾する道場の空気。それをものともしない十兵衛だった。
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「くしゅ、ん！」

　手で押さえる間もなく、くしゃみが笙子の口をついて出た。

「だいじょうぶでありますか、天海さま」

　隣となりで石榴ざくろが言う。

　言うまでもなく、南光坊天海こと天海笙子と、その副官で甲賀くノ一八はつ哥か衆しゆうのひとり、石榴だ。

　笙子は制服姿。石榴は忍にん者じや装束だが、その顔は仮面に隠かくされていてうかがい知ることが出来ない。

　武ぶ應おう学がく園えん塾じゆくの本丸、生徒会棟とうを見上げる、サークル棟の一角に設けられた全学サークル評議会の部屋。

　そこが天海の牙が城じようでありホームグラウンドだった。

「誰だれかがわたしのウワサをしてるです！　だいたいわかるですよ。おおかた……徳川千！　あの女ですね！　将軍家の姫君とか、どんなに高貴でステキな女子かと思ったら、もう、もう、もう、ね！　ぜったいぜったいぜったい許さない。許さないです！　許せない！　許すなんてありえないです！」

「……なにがあったでありますか」

　あまりの笙子の剣けん幕まくに、逆に呆あきれて石榴が尋たずねる。が、笙子は首を振ふり、

「言わないです。というか、言えるわけないです。だいたいあの兄妹は！　……ま、まあ生徒会長の慶彦さまのほうは、将来徳川将軍になられる御方ですし、それは、いいとしてです。妹は、徳川千は、ただ妹だというだけで、将軍家の娘むすめというだけでわがまま放題、ただのコネで生徒会の副会長なんて役職に就ついて、よっぽどわたしのほうが慶彦さまをサポートできるですのに！」

「ははあ、そういうことでありましたか。だいたいわかった気がするであります」

「はあ!?　よ、よけいな気は回さなくていいです！　それより……！」

　笙子が立ち上がる。

　畳たたみ敷じきのこの部屋は、いまは上座に笙子、対面に石榴のふたりしかいない。

　残りの八はつ哥か衆しゆうのうち三人はすでに柳生道場の面々に敗れてくノ一としての力を失い、もはや出仕していなかった。

　そして残りの五人は、

「鬼灯ほおずき、繁縷はこべ、虎杖いたどり、赤あか座ざ……いずれも我わが八はつ哥か衆しゆう最強のくノ一たち。それに石榴」

「はい、でありますよ」

「おまえも、必ず柳生道場の『剣姫マスターサムライ』たちに一いつ矢し報むくいるのです。たとえ三人敗れたとはいえ、残りは五人。全勝すれば五対三の勝かち越こしです。いまこそ我らの力、とくと見せつけて……」

「一矢報いる？　討うち果はたす、とか、命もらい受ける、などではないのでありますか。なんだか弱気な気がするでありますが」

「よい。そこはよいです。我らの使命は、柳生道場の『剣姫マスターサムライ』たち、その戦せん闘とう力りよくの把は握あくと、動向の調査です。我らの報告いかんによって、大江戸の徳川四天王、ひいてはお上が、柳生道場の面々に対するお沙さ汰たを決められるのです」

「はあ」

「お上のお沙汰には、生徒会長、つまり御ご嫡ちやく男なん、慶彦さまの件も含ふくまれるはず。いずれにしても我らの使命は重大……」

「なんだかそれでは、我らは勝っても負けても関係ないような……でありますね」

　石榴が懸け念ねんを漏もらす。と、

「なにを言うですか。幕府のこれからの戦略を決定づける、大事な情報です。それこそがお庭番、それこそが細作。しかし、しかしです！　あの女……徳川千だけは、ぜえったい、許さないです！　必ず勝って、たっぷり恥はじをかかせてやるですから、覚かく悟ごして……」

「あの……前回の蔦つたと蔓かずらが、千姫さまと幸村にもう負けてるでありますが」

「なん！　ですってぇええ、です！」

　突とつ然ぜん、拳こぶしを握にぎりしめて立ち上がる天海。

「いや、なんでって、蔦と蔓を送り出だしたのは天海さまでありますよ。その結果も報告されているはずで……」

　そこまで石榴が言うと、天海は怒いかりを押さえつけながら目を閉じた。小刻みに全身が震える。しばらくして、再び目を見開くと、

「再戦です！　このわたしが直じき々に、あの徳川千に再戦して勝つです！　直接あの千の惨みじめな姿を目まの当あたりにできて一石二鳥。それです、それ！　そうとなったら……！」

「そうとなったら？」

「……！」

　ポッ、と赤らむ天海の頬ほお。

「はぁ？　なぜそこで赤面でありますか？　なにを考えて、なにが浮うかんだでありますか？　まさか徳川生徒会長の……」

「ち、ち、違ちがうです！　断じて、違うですって！　です、から！」

　ますます真っ赤に染まる頬を押さえて、首を振る天海。が、なぜかその口もとは幸福そうに笑っている。

「……なんだかすごく不安であります」

　仮面で見えないはずの石榴の表情が、みるみる曇くもっていくようだった。
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「……校舎へ入って行きましたわね」

　生いけ垣がきの陰かげから顔が出る。兼かね続つぐと、その肩に乗った、

「ウキュ！」

　佐さ助すけだった。

　翌日の朝。登校時間。

　櫓やぐら作りの高等部の門をくぐっていく宗むね朗あきらの後ろ姿を、兼続が隠れながら見つめていた。

「なんでわたくしがこんなことをしているのかって、わ、わたくしにもよくわかりませんわ！　……確かに戦いのとき以外は、いつもわたくし、宗朗を避さけていましたわ。でも、ずっと避けてばかりでは、なにも始まらないのですわ。『剣妃サムライブライド』になんて興味もなかったですけれど……」

　昨日、とうとつに十じゆう兵べ衛えに「デート」を振られてから意識しっぱなし。

　逃にげるように自じ称しようコテージへ閉じこもったあと、ブルブル震えたりムズムズ悶もだえたり、七しち転てん八ばつ倒とうしたあげく、

『こうなったら……デートでもなんでも、受けて立ちますわ！』

　ひとりでタンカを切ったものの、ドキドキドキドキ！　もはや胸だけでなく全身が震えるくらいに兼続の心臓が高鳴り、暴れる。

　かぁぁぁああ！　血が出るのではと思うほど火ほ照てり、朱しゆに染まる顔。

　キュゥゥゥゥゥ、ン！　下腹の徴しるしが切なく疼うずいて立ち上がれないほど。

『はぐ、ぅ！』

　倒たおれた。その場でしばらく、手て脚あしをピクピク蠢うごめかせていたが、

『……こ、こんなことだば、ダメだっぺ。デートのまえに免めん疫えきさつけねば、おら、勝てねえ、っぺ……』

　ガク。意識を失ってしまう。

　かくして、デートのまえの予備行動との名目で、自分の気持ちに踏ふん切ぎりをつけるためにも宗朗を尾び行こうしていた兼続だったのだが……。

　いまも、宗朗のことを意識するたび、兼続の下腹部にある「剣姫マスターサムライ」の徴に、鈍にぶい痛みのような疼きが走る。その奥おく、胎たい内ないではもっと活発に何かが分ぶん泌ぴつし始める。

「こ、この感じ……」

　それは兼続に、言いようのない高こう揚ようと力の湧わき出す感覚をも与あたえてくれる。

「わ、わたくしの、この身がサムライである以上……経けい緯いは不本意でも『剣姫マスターサムライ』となったことは宿命ですわ。ならば我が『将』……わ、我が『将』の、ぁあああ！　やっぱり慣れませんわぁあ！　はぁ、はぁ、はぁ、逃げたい、すっごく逃げたいですわぁ！　けれど……ここはやっぱり逃げては、何も変わらず、何も知らないままでは、サムライとしての、『剣姫マスターサムライ』としての直なお江え兼続が廃すたるというものですわ！」

　顔を赤くしたり青くしたりしながら、独白する兼続。ギュゥ、と大鎚の柄えを握りしめるその手が、白くなっていた。

「ウキュゥゥ？」

　そんな兼続を、佐助が覗のぞき込む。

「お猿さるさん、心配してくれるんですの？　だいじょうぶですわ。こう見えてもわたくし、直江流戦せん鎚つい術では誰にも遅おくれをとることはございませんのよ。いざとなったら……」

　兼続がわずかに笑えみを取とり戻もどして続ける、そのときだった。

「もし、そこのかた」

　かたわらから知らない声が、兼続に掛かけられた。



「占せん星せい術じゆつクラブ、ですの？」

　部室棟の一角で、兼続はその女子生徒と向かい合っていた。

　外からは、並んだ他ほかの部屋と同じに見えた。ドアには部屋番号と、小さく「アストロノギア」の文字がラテン語でプレートに刻みつけられている。

　そんな雰ふん囲い気きそのままの室内は、紫むらさきのクロスが垂れ下がりながら頭上を覆おおい、壁かべも多くの装そう飾しよくが施ほどこされて、もとの天てん井じようも壁も見えない。

　どうやら紫のクロスは夜空を表すものらしく、金色の星が無数に付けられていた。中でも大きなものは、太陽を表すのだろう。

「どうぞ、おくつろぎください」

　そう言って、ふたりの間を結ぶクラシックな丸テーブルの上に置かれた紅茶を勧すすめる女子生徒。

　高等部の門の前で、宗朗を追って隠れていた兼続に背後から話しかけてきたのが彼かの女じよだった。

　長身でスカート丈たけも足首近くまでと長い。制服が、まるでロングドレスのようだ。

　目にも半ばかかるほど長く、しかし一直線に切りそろえられた前まえ髪がみ。乱れのないストレートの黒くろ髪かみは、他の裾すそも耳の下辺りで切りそろえられている。

「申もうし遅れました。わたしは香こう月づき來く未み、と申します。ご覧の通り、占星術クラブの部長をしている者です」

　來未の自己紹しよう介かいに、

「わたくしの名は直江兼続、ですわ。通り名は、ぐつぐつ、ぐっちょん、ぐっちょり、ぐっちょりーな……じゃない！　や、山やま城しろの守かみと言いましてよ！　それと、こっちのお猿さんは佐助、ですわ」

「ウキュゥ」

　改めて名乗る兼続と、その肩の上から來未をうかがう佐助だった。

「まぁ、直江……ぐつぐつさんと言えば」

「兼続！　ぐつぐつさん違いますわ！」

　兼続の名を聞いて、來未の顔がパッ、と輝かがやいた。兼続に訂てい正せいされながらも、

「では、サムライの方なのですね。中等部とお若いのに、なんてステキなんでしょう」

　憧あこがれの眼まな差ざしで兼続を見つめる。これには兼続も、悪い気はしない。

「ま、まあ、そうですわね。奥おう州しゆうにその人ありと謳うたわれた、直江山城守の魂たましいをこの世に受うけ継つぐ、それがこのわたくし、『剣姫マスターサムライ』の直江兼続なのですわぁ！」

　つい高らかに宣言してしまう。その中の、兼続の言葉、

「『剣姫マスターサムライ』……？　それはサムライの、さらに上。『将』に忠誠を誓ちかって契ちぎりを交かわした、サムライの中のサムライ、より選すぐられた真の兵ひよう法ほう者のこと……。は！　もしかしたら、兼続さまは、あの柳生やぎゆう道場の……」

　柳生道場、と言われて、兼続もハッ、と警けい戒かいの色を露あらわにする。

「（そうですわ。この生徒……來未さんも、正体はいまいちまだわかっていませんわ。もしかすると、例の八はつ哥か衆しゆうの……）」

　しかしそんな兼続に、

「あ、ごめんなさい。違っていたら、あやまります。けれど、柳生道場の『剣姫マスターサムライ』さんたちといえば、強く気高く美しく、そのうえ、弱きを助け強きを挫くじく、あの横暴な生徒会に対たい抗こうする、学園唯ゆい一いつの希望、と言われていて、とても人気があるものですから」

　來未はあくまで、サムライや「剣姫マスターサムライ」への憧れを語る。両手を口もとで合わせ、うっとりと兼続を見つめる。

「美しい？　気高く、強く……そ、そう、そうですわね！　まあ、若じやつ干かん一名、気高くも美しくもないちんちくりんもいますけれど、おおむねあなたの言うとおりかもしれませんわね！　とくに、柳生道場一の『剣姫マスターサムライ』と言われるこのわたく……」

「はい！　学園中に名がとどろいていますね、真さな田だ幸ゆき村むらさんですとか、千せん姫ひめさま、それに……服部はつとり半はん蔵ぞうさん！　後ご藤とう又また兵べ衛えさんに……」

「あ、あの？　直江兼続は……」

　いっこうに自分の名前が出てこないのに、表情を曇らせた兼続が聞く。

「ええ、もちろん」

「そう。そうですわよね！　この兼続……」

「それに、柳生十兵衛さん！」

　來未の声が、最高潮に達した。

「あー、ま、まあそう、ですわね。ええ、うん、どうせこのわたくしなんか……」

「それと……」

「え！　あ、ほほほほ、ですわ。そうですわね、真打ちは最後に出てくるものですわよね！　いいですわよ、さあ……」

「柳生義ぎ仙せんさん！」

「もういいですわ！　帰りますわ！　だいたい、もう授業が始まってしまいますわ。戻らないと……」

　ガタッ！　席を立つ兼続。

「ウキュ！」

　その頭の上に飛び乗る佐助、だ。

「けれどなんといっても、あの巨きよ大だいな大鎚を自在に振り回まわす、とってもかわいらしい、けれど凛り々りしい戦士が、直江兼続さまだと」

　しかしあわてずに來未が言う。と、

「かわいい……？　そ、そうですわね。世間というものは、なかなかいいところに目を付けていますわ」

　兼続の足が止まる。こらえても顔が笑ってしまい、それを無理に押おさえつけると、妙みような表情になった。

「ウキュゥ」

「お猿さんは、まあ仕方ありませんわね。……わたくしの武名がそれほどに響ひびき渡わたっているというのなら、この学園もまだ捨てたものではありませんわぁ」

　いつのまにか座すわり直している兼続。

「ところで、わたくしを呼び止めた理由はなんですの。それを説明するというので、ここまでついてきたんですのよ」

　まだ本来の目的を果たしていないことを思い出す兼続だ。

　來未は、我が意を得たとばかりコクッ、とうなずく。

「兼続さまは、何かお悩なやみごとがあるのではありませんか。先ほどの表情から、そのように感じました。それも……恋こいの悩み」

　恋、と聞いて、一気に兼続の表情が変わる。みるみる顔が真っ赤に染まった。

「な、な、な、な！　何ですの！　恋って……こ、恋ではありませんわ！　いえ、鯉こいでもなく……と、とにかくそんな浮うわついた気持ちではなくて……」

「はぁ。やはり殿との方がたのことでしたのね。となれば、お相手は柳生道場の、柳生宗……」

「わぁああああ!!　そっただ名前ば出したらダメだっぺ！　そっただ、野獣が牙きばさ剥むいで、いんまにも乙女おとめの純情さ食い破らんと……ぁあ、なぜですの、また……ぅぅ！」

　急に下腹を押さえてうめく兼続に、

「まぁ、だいじょうぶですか？　なんだか言葉まで乱れて……ともかく、お腹なかが痛むのなら保健室に……」

「い、いんや……いえ、それには及およびませんわ。原因はだいたいわかっているのですわ」

「そうですか……。けれど、どうやら恋の病は間ま違ちがいないようですね。ぁ！　興奮しないでください。落ち着いて、落ち着いて……！」

　恋の病、と聞いてまた兼続の顔色がグンと変わる。が、なんとか無理やり症しよう状じようを落ち着かせて、

「わ、わかりましたわ。仮に、仮にですのよ、恋の病として……ぜ、ぜいぜいぜい！　な、何か妙みよう案あんでもありますの？」

　來未に問う。來未はニコッ、と笑うと、テーブルの引き出しからある物を取りだした。

「カード、ですの？　タロット、カード」

「ええ。これで、まずは占うらなってみましょう。なにしろ当クラブは、占星術クラブ、ですから……」
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「……やっぱり占星術なんて、しょせん占いですわ。亀かめの甲こう羅らを焼いて、そのヒビで占うのと変わりませんわね。ちょっとでも期待したわたくしがバカだったのですわ」

　ブツブツひとりごとを言いながら、肩かたに大鎚をかついだまま道場への道を歩く兼続。もう夕方の陽が落ちかけていた。

　けっきょく一時間目の授業は欠席。二時間目以降も、どうにも身が入らず、そこをまた運悪く教師に当てられるなどして、

「今日の授業はさんざんですわ。米よね沢ざわでは勉強などさほどしなくても成績は上位から落ちたことがないのに、やっぱり本校のレベルは違いますわね。予習復習を毎日やっていても、油断するとすぐにクラスの中くらいから下へ落ちてしまって……」

　フゥー、とため息。

「してみると、あのオデコ軍師はやはり頭だけはいいのですわね。悔くやしいけれど、授業など出なくとも、試験ではいつもトップ。それも、飛び級の高等部で、ですわ」

　ライバルの幸村に対して、ちょっと尊敬の念が湧きそうになる。が、

「い、いけませんわ！　牛乳と称しようしてペンキを飲まされそうになったり、水泳授業が急に中止になった、と言われて水着を用意していかなかったらやっぱり水泳授業はあって、わたくしだけ下着で泳がされたり、呼ばれて行ったら途と中ちゆうの落とし穴に落ちたり……」

　あらゆるいじられ方をかつて幸村から受けていたことがまざまざと甦よみがえってくる。

「そっただこと、ぜええったい許せねえっぺ！　……はぁはぁはぁ、ぁ……これ」

　興奮して叫さけび、つい滲にじんだ汗あせを拭ふこうとして上着のポケットに手を入れる。そこに、違い和わ感かんを感じて取りだしたのは、

「タロットカード……。そう、これをもらったのですわね」

　つい数時間まえの記き憶おくが甦る。

　テーブルの上、広げられたタロットカードの意味するところは、兼続にはわからない。しかし來未は神しん妙みようなおももちで、

『この恋……結ばれんと欲ほつすればすなわち破れ、破らんとすればすなわち成じよう就じゆする。不思議な恋、と出ました』

　そう告げた。

「結ばれんと欲すればすなわち破れ、破らんとすればすなわち成就……。なんですの、そんなあまのじゃくな。なんだかさっぱりですわ。それにしても……」

　タロットカードをかざす兼続。そのカードは、

「……『愚ぐ者しや』ってなんですの。わたくしをバカにしてますの？　なんだかすごーく納なつ得とくいきませんわ！」

　カード番号０を表す「愚者」のカード。旅人らしき男と、犬の絵が描えがかれている。「世界」と並んで、重要な意味を表すとされる特別な大アルカナのカードなのだが、「愚者」はたしかに印象から言うといまひとつだ。

　だいたいなぜカードをくれたのか。

　テーブルの上に、六ろく芒ぼう星せいをかたどって置かれたカードのうち、最後に山札から出てきたのが「愚者」のカードだった。

　來未はカードを拾い上げると、

『これは兼続さまの願いをかなえるのに、助けとなるカードです。お守りとして、肌はだ身みにつけておくといいでしょう』

　と言って、兼続に手て渡わたしたのだ。

「恋が成就するだの破れるだの、願いがかなうだの、わかりませんわ。つまりこのカードを持っていると願いがかなう……恋が成就する？　このカードを……げふっ!!」

　突然、背後から体当たりされて、兼続が前のめりに吹ふき飛とばされた。それだけではない。がっちり背中に組み付かれている。

「な！　誰だれで……？」

「ぐーっ、ちゃんっ！」

　しかしそれは聞き慣れた声。そういえば背中に当たるこの弾だん力りよく的な感かん触しよくも、

「十兵衛！　ですの？　急に襲おそってきたら、驚おどろきますわ！」

　振ふり返かえる兼続が言う。十兵衛は、

「ほへ。ぐっちゃんがひとりで寂さびしそうに歩いてたからぁ、脅おどかして元気にしてあげようって思って！」

　笑う。

「脅かすとなぜ元気になるんですの！　あんなに本気でぶち当てられたら痛いですわ！　だいたいひとりでも、寂しくもないですわ。お猿さんがいっしょに……あ、れ？」

「ウキュゥ」

　じつは十兵衛の「襲しゆう撃げき」を一いつ瞬しゆん早くに察知した佐助は、とっさに飛び退のいて逃のがれていたのだ。

　草むらの中から顔を出す佐助に、

「わかったなら事前に教えろ！　ですわ！　ひとりで逃げるとは、まったく……はっ！」

　文句を言いながら兼続は、その手からカードがなくなっているのに気づく。どこへ落ちたのか、とあわてて辺りに目を走らせると、

「ん？　なんか落ちてるの」

　十兵衛が目ざとく見つけて、拾い上げようとするから、

「わああああ！　そ、それは、えと、わたくしの！」

　とっさに、カードの上に身を伏ふせて、十兵衛に取られまいとする兼続。

「わ！　すごぉい、ぐっちゃん。そんなに急いで……、何か食べられる雑草でも道に生はえてたの、かな？」

「生えてませんわ！　わたくしだって、雑草ばかり食べてるわけではなくて……そう、これは受け身！　受け身の練習ですわ！」

　ごまかす兼続。なぜかというと、

『ただし、このカードの絵え柄がらを誰かに見られたり、触ふれられたりすると、効果はなくなりますから、注意なさってくださいね』

　來未にそう言われていたからだ。

「（な、なんですの。こんなカード、別に信じているわけでは……）ん、ん！」

　そっと、十兵衛に見えないように、カードを拾って上着の中へ隠かくす兼続。ようやく立ち上がる。

「あれえ？　いまここに何か落ちてたの。十兵衛、拾おうと思ったんだけど」

「な、な、何もありませんでしたわ！　それより、そうですわ、十兵衛はどこへ行ってたんですの？」

　なんとか話題を変えようとする兼続。

「ん？　十兵衛はぁ、学校行ったの！　ちゃぁんと勉強してるの！」

「ほんとうですの？　いつも野や獣じゆう……じゃなくて、宗朗と朝いっしょに行くのではありませんの？」

　十兵衛の言葉に、今朝は宗朗を尾行していた兼続が頭をかしげる。たしかに宗朗はひとりだったし、十兵衛がいないことを気にしてもいた。

　しかし十兵衛は、クルンッと目を大きくして、

「お兄ちゃんはねぇ、いいの。十兵衛、いつもお兄ちゃんのこと、ちゃぁんと見てるよ。だから、離はなれてても平気なの！」

　笑った。いつもの十兵衛の、無む邪じや気きな笑え顔がおだ。兼続は思わずうなずきながら、気づいて首を振って、

「そうじゃなくて、え、そうですの？　だから宗朗が十兵衛を捜さがして……ん、十兵衛が宗朗を見てる、というのは……ぁあああ、よくわかりませんわぁ！」

　しかし混乱する兼続。

「あは！　でもねえ、やっぱりお兄ちゃんにうーんと甘あまえたいからぁ！　早く帰ろ、ぐっちゃん！　行くよぉ！」

　その兼続の手を握にぎると、突とつ然ぜん走り出だす十兵衛。すぐに全速力の、本気走りになった。

「ちょ、ちょ……っと、待って！　待ちなさい、ですわ！　引っ張らないで！　ああああー！」

　土つち煙けむりを立てながら柳生道場へ向かうふたりの「剣姫マスターサムライ」に、

「ウキュ、キュー！」

　けんめいに佐助が追いかける。



　その日の夜。占星術クラブの部室。

　ひとり残った來未は、テーブルの上に並べられたタロットを覗き込んでいた。

　六芒星をかたどりながら、一枚が欠けた形。しかしその中央部には、來未にしか見えない動く像が結ばれている。

　それはときに、兼続の顔がアップになったり、空を映した、と思うとまた真っ暗になった。

「どうやら疑いながらもカードを道場へ持ち帰ったようね。フフフ、これだから田舎者は、御ぎよしやすいのよ。恋だの、占いだのといえば気になって、知らないわたしからもらったカードを後生大事に持って帰るのだから」

　テーブルのカードの中心に結ばれていたのは、兼続が持ち帰った「愚者」のカードから見た映像だった。

　來未はカードを操あやつり、さまざまな術を施すことができる。

　いまのように、それに関心を持つ者が手にするカードを経由して遠くの映像を見る、などはごく初歩のレベルだった。

「これでカードは柳生の本ほん拠きよ地ちに入ったわ。あとは……仕上げをするだけね」

　來未は手を伸のばすと、カードを一度に集める。六芒星の形が崩くずれ、カードが來未の手のひらに収まった。

　カードの山の中から、來未が改めて一枚を取り出す。自らの胸へ当てた。

「ぅ……」

　目を閉じる來未。わずかな呻うめきと苦く悶もんの表情が浮うかぶ。

　同時に、胸に当てられたカードはボゥっと青い光を発しながら、來未の制服の胸むなもと、ちょうど素す肌はだの部分に吸い付いた。

「！」

　來未の両目が見開く。瞳ひとみが青く輝いていた。カードの発する光が、そのまま漏もれ出しているかのようだ。

「……見える。見えます！」

　唇くちびるがつぶやく。そのまま來未の身体は固定し、目は部屋の中にありながら虚こ空くうを見つめているようだ。

　胸に張り付けられたそのカードは、「世界」だった。
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「……すぅぅ、ぴすぅぅ～」

　寝ね息いきが狭せまい空間にこだましている。

　コテージと自称する兼続の私的な犬小屋、もとい屋外仮設部屋。毛布にくるまって身体を丸め、ネコのように眠ねむっているのはもちろん兼続だ。

　かたわらには、武器であり、兼続の守神でもある大鎚づちが置かれている。というより、狭い部屋の半分以上を大鎚が占しめていて、かなり兼続は窮きゆう屈くつそうだ。

　それでも、大鎚の中心部を見ればわかるとおり、これは持って歩ける神社ともいうべきお社であり、さらに中には愛あい染ぜん明みよう王おうのご神体が収められているとなれば、肌はだ身み離はなさず側に置き、決して部屋の外になど出しておけるものではない。

　しかしこの晩はもうひとつ。

　眠る兼続の手の側に、例の「愚者」のカードが置かれている。

　そのカードからいま、染しみ出すように青い光が漏れつつあった。

　暗くら闇やみの中、それはじょじょに光を増して、部屋の中をいっぱいに青く満たす。

　やがて青い光は、カードの表面からズッ、と盛り上がるように厚みを増した。と思うと、それがひとつ人ひと影かげを作っていく。

「……ぅ、ぁあ！」

　ズルッ、まるで青い水面から浮かび上あがるように、這はいでるように人影が現われる。完全にひとつの人間の形になった。それは、

「なんです、ここは。柳生の屋や敷しきの中ではないの」

　來未だった。制服ではなく、くノ一装束に身を包つつんでいる。しかしもっとも奇き妙みようなのは、その大きさだった。

　カードから出てきた、つまりカードを通とおり抜ぬけたその身体は、本来の來未よりもずっと小さい。

　大きさで言えば、六分の一ほどに縮んでいた。來未の身体全体が、すっかり小さな縮尺に再構成されているのだ。

　これぞ、

「甲こう賀が忍にん法ぽう、人形変化。人目を欺あざむき、閉ざされた館やかたへ忍しのび込むにも最適の姿なのよ」

　來未の持つ忍にん術じゆつ。自分の身体を人形の大きさにまで縮める。しかもカードを通り抜けることによって、離れた場所へも一瞬で潜せん入にゆうできた。

　柳生道場は、幸村によって最小限の結界が施されていた。

　それ自体に、物理的な人体や武器の侵しん入にゆうを防ぐ効果はないが、結界を通ればすぐに幸村の意識に警告が灯ともる。「剣姫マスターサムライ」軍師の能力のひとつだ。

　そのため來未は、兼続を利用してタロットカードを持ち帰らせ、結界の内部へ、忍にん法ぽうの出口を作った。

　カードには來未の体毛が漉すき込こまれており、対ついとなるカードを自らに埋うめ込むことで別の場所への移動が可能となる。

　なので本当の來未の身体は、まだ学園内クラブ棟とうの、占せん星せい術じゆつクラブの部室内にあった。人形サイズの身体は、いわばそこから投とう影えいした影かげ。意識を影に乗りうつらせて、影を自分の身体のように自在に扱あつかう。

　來未の正体、それは言うまでもなく、甲賀くノ一八はつ哥か衆しゆうのひとり、

「鬼灯ほおずき、ここに参上つかまつりました」

　完全にカードから全身を抜け出させると、小さな來未……改め鬼灯が兼続の目の前を横切る。全身でも、兼続の頭より少し大きい程度だ。

「それにしても……なんなの、ここは。道場の物置かなにかかしら。この兼続とやら、れっきとした柳生宗朗の『剣姫マスターサムライ』らしいけれど、なぜこんなところで寝ねているの。何かの番でもしてるのか」















　小さい鬼灯にも狭せま苦くるしい室内だ。そのうえ、兼続が尻しりで入り口を塞ふさいでいるので、外へ出ることができない。

　つまり外から見ると入り口の穴に兼続の尻がすっぽりはまって、塞いでいる状態だ。

　鬼灯の人形の身体は実体ではないが、かといって物を自由にすり抜けたりはできない。物理的な障害は、開けるなり壊こわすなりしなければ通れないのだ。

「うーっ！　うぅ……！　意外に大きなお尻ね。ぜんぜん動かないわ」

　けんめいに兼続の尻を押すが、兼続の下半身はビクともしない。

「ぴすぅ～、ぴ……んん！」

　身じろぎする兼続。が、いったん姿勢が変わった、と思うとまた同じほうを下にして身を丸める、ネコの寝ね姿すがたに戻ってしまう。

「しかたない。こうなったら……」

　それでも一度動いたせいでずり上がった毛布の端はしから兼続の尻が丸々露出しているし、膝ひざも緩ゆるんでいる。

　寝るときは制服を脱ぬぐので、兼続が身につけているのは下着のショーツだけだった。

　鬼灯は覚かく悟ごを決めて、兼続の正面、腿ももの間に腕うでを入れると、

「ううう……！」

　けんめいに腿を持ち上げ、あるいは押し下さげて、間の空間を広げようとする。なんとか通れる程度の隙すき間まが空いた。と思ったところ、

「すぴ……、んーっ」

　突然パカッ、と肌はだ色いろの門が開いた。

　兼続が寝ね相ぞうを変え、片かた膝ひざを突くように片膝だけを持ち上げたのだ。腿の向こうは部屋の外。庭が見える。

「しめた！」

　跳とび込む鬼灯。腿の間をすり抜けた、と思った瞬しゆん間かん、

「んんぅっ！」

　ぺた、と腿が閉じた。兼続がまた寝相を変えたのだ。こうなると、

「ぎゃ！」

　鬼灯は挟はさまれてしまう。腿の間に胴どうを挟まれ、まさに腿もも締じめの様相。

「ううぁああ……！」

　息もできない。このまま締しめられ続けたら命にかかわる。

　大げさな気もするが、なにしろ約六分の一の人形サイズ。実物大のときよりも、ダメージにはずっと脆ぜい弱じやくなのだ。

　分身の人形が窒ちつ息そくすれば、クラブ室にいる本体も命を落とす。分身を放ほう棄きして本体へ戻もどるには、胸むな元もとに張り付けた「世界」のタロットを剥はがさなくてはならない。

　けれどそれでは、せっかく隠おん密みつに道場へ潜入した甲か斐いがない。

「かくなる、うえは！」

　背中の忍にん者じや刀に手を伸ばす。

　斬きりつけ、兼続がひるんだところを脱出する策だ。しかし刀を抜こうともがくうち、

「……え」

　また急に、腿が緩んだ。兼続が寝相を変えたのだ。

「これなら……！」

　こんどこそ、とすり抜けようとした鬼灯の身体が、しっかりつかみ取られていた。つかんだのはもちろん、

「ふぁ、ぁ！　……なんですの、ネズミです、の……ぁ」

　まだ眠い目をこする兼続だ。暗闇の中で、自分がつかんだものに顔を寄せる。小さな鬼灯と目が合う。

「……なんですの。こんな人形、持っていましたかしら。ん、この顔、誰かに似てる、ような……」

　兼続に見つめられて鬼灯は、

「（ま、まずい……！）　んんっ！」

　違ちがう顔を作るべく、思い切り口くちの端はを持ち上げ、目も吊つり上げた。狙ねらいは般はん若にや顔。

「え？　いま人形の顔が変わったような……。これ、人形じゃないんですの？」

　じーっと覗のぞき込む兼続。もう鬼灯の顔が兼続の鼻先に触れそうだ。

　あまりに見つめられて、鬼灯は汗を滲ませながら、

「（は、早く離して！）」

　迷うところ、

「ぷっ！　変な顔。不細工ですわね～！　こんな不細工な人形、誰が作るんですの。誰が買うんですのぉお」

　一転、けらけら笑い出す寝ね起おきの兼続。

　いっぽうの鬼灯は、

「（……失礼な女ね！　わたしだって好きでこんな顔してるんじゃないわよ！　てか、ひとのこと言えるような顔？　どっちが不細工なのよ！　ええい、離しなさいよ。自由になればこんな……）」

　やはり思い切り感情的になっていた。けれども乗りかった船。途中でやめるわけにもいかない。

　顔面の疲ひ労ろうと戦いながら、けんめいに般若顔を続けていたが、

「やっぱり、見覚えがありますわ！　そう……そうですわ！　タロットカードをもらった、占いの……」

「（まずい……！）」

　兼続に感づかれる。正体を知られる。そう思った鬼灯は、とっさに、

「……あー、あー、わ、わたしは、タロットの精、精せい霊れい、です」

　名乗った。般若顔で。

　しかし言ってから、

「（こ、こんなウソに、ひっかかるわけが……。あああ、これでは墓ぼ穴けつを掘ほったも同じ。もうほんとうにこの姿を消して逃にげるしか！）」

　鬼灯は激しく後こう悔かいし、任務を放棄しかけた、ときだ。

「そう！　そうだったのですわね！　タロットの精！　あの部長がタロットカードをわたくしにくれた真意は、これだったのですわね！」

　目を輝かがやかせる兼続。すっかり顔もほころんでいる。

「あー、あ……そう、そうです。わたしはタロットの精ですから、なにかひとつあなたの願いをかなえてあげられます……（バカ、バカ？　こんな芝しば居いに引っかかったの？　この兼続って、ほんとはバカ？）」

　などと思いながらも調子を合わせる鬼灯。

「願いを？　ほんとうですの！　毎日、正直に生きて来た甲斐があったというものですわ！　邪じや悪あくなオデコチビには、とうてい巡めぐって来ない幸運ですわね！　ええ、そうですわ、右の頬ほおを打たれたら左の頬を差し出しますわ！　金の大鎚と銀の大鎚と鉄の大鎚だったら……これは米沢杉すぎの三百年ものの御ご神しん木ぼくから切り出した大鎚ですわぁあ！」

　興奮のせいか、もはや何を言っているのか自分でもわかっていないふうな兼続。

「あ、あの……願い、は」

　しかたないので鬼灯が再度うながすと、

「そうでしたわ！　願い、というと……タロットで言われたのは、わたくしの恋こいが成就するとかしないとか。こ、恋？　恋、ですの……？」

　恋、と口にして、急に意識したのか、顔を真っ赤にして急に言葉を失う兼続。

「あのー」

　それを見て半ば呆あきれる鬼灯。

「い、いや、ですわ！　こうなったら、わたくしの恋の行方ゆくえ、じょじょじょ……成就の方向で！　頼たのみたいですわ！　毒を食くらわば皿まで、ですわ。興味なんかないですけれど、もしわたくしの恋というものがあるのなら、わたくし自身が、見てみたいですわ！」

　言い切る兼続。

　奇妙な論理だが、恋の成就を遠回しに願い出ているのは間違いない。

「まぁ、いいでしょう。では目を閉じて。その恋の相手を思おもい浮かべてください」

「あ、相手を、ですの！　わたくしは別に、誰とは……い、いいですわ！　とにかくなんでも願いがかなうんですのね！」

　鬼灯に従って、目を閉じる兼続。

「（これでいつでも脱だつ出しゆつできそうね。でも……いい機会だわ）……ではその男性は、あなたの『将』ですか」

　質問から、鬼灯は情報を引き出そうと考えた。目を閉じた兼続は、相変わらず頬を朱しゆに染めながら、

「『将』……といえば『将』ですけれど、やむを得ずというか、気づいたらそうなっていたというか……ですからわたくしは、ちゃんとわたくしの意志で決めた我わが『将』と、意識のあるうちに契ちぎりたかったのですわ。そう、それがわたくしの、恋の成就じゃございませんの!?」

　不意に盛り上がる兼続。鬼灯は少々面食らって、

「な、ならば、その『将』の柳生宗朗に、もう一度契りのやり直しを求めてみてはいかがですか。少なくとも、気持ち的には納得できるのでは」

　つい相談ごとのように受けてしまう。が、兼続は身もだえして、

「そ、そっただこっ恥ぱずかしいこと、もう一回だなんて、できるわけねえだ！　『将』とおらが、ひとつに……ぁあああ！　無理、無理、ですわぁああ！」

　ギュゥ、と鬼灯を握りしめる。

「いいいい、痛たたた！　痛い、痛い！　興奮しないで、手を、緩めて……はぁ、はぁ、いいじゃないですか。一度はしたわけですし、その……男女の契りというものは、何度してもこの際……（それにしても驚いたわ。柳生宗朗、やたら多くの『剣姫マスターサムライ』をはべらせていると思ったら、やっぱりそんなエッチなことで契けい約やくしていたのね。これは不純異性交遊として、それを理由に幕府につき出してやることもできる……）」

　なだめながら、ひとまず言いくるめようとする鬼灯に、

「あら、そうですの？　ふぅーん」

　兼続が急に、笑った。しかし目はじっと鬼灯を見て離さない。
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「そうですれど……ぁ、願いをかなえるんでしたね。では、あなたが『将』柳生宗朗と、再びの男女の契りを正式にかなえられますよう。高校生には少々早いし、この際、仕方ありませんね。祈いのってください。目を閉じて……ん？」

　ところが兼続は、いっこうに目を閉じるでもなく、鬼灯を見つめている。

「どうしたんですか、目を」

「あなた、タロットの精、ですわよね。なぜ言ってもいないのに、わたくしの『将』が柳生宗朗とわかったんですの？」

「それは……た、タロットの精ですから、何でもわかるのです。お見通し、なのですよ。でなければ、願いを叶かなえたりなどできません」

　ややうろたえながらも鬼灯が切り返すと、

「あら、何でもご存じなのですわね。それで、我が『将』がサムライとどうやって契るのかも……」

「もちろんです。けれどセッ……！　んんん！　あまり感心しませんし、未成年がそんなことをするのは幕府の定める法にも触れる行こう為いですけれど……」

　鬼灯が言うと、兼続は眉まゆをひそめた。

　鼻の頭が鬼灯にくっつくほどに、顔を近づける。

「おかしいですわね。我が『将』宗朗とサムライが契るには、宗朗の血とサムライの血を混ぜ合わせてひとつにした、そのものをお互たがいの顔に塗ぬるのですわ。ほっぺたと、鼻の先と、唇に、ですわよ」

「え？　ああ、そう、でしたね。ええ、（ひとつにする、って血のことだったの？）」

　あわてて鬼灯がそう言うと、兼続がニッ、と笑った。暗闇の中で、八や重え歯ばが白く光る。

「かかりましたわね！　宗朗は野獣ですけれど、キスまでしかしていませんわ！　『剣妃サムライブライド』になるには……わ、わからないですけれど。と、とにかく！　血を混ぜたりもしませんの！　わたくしの『将』が宗朗と知っていたり、けれどその契約方法を知らなかったり。とんだ『何でも知ってる』タロットの精ですわ」

「う……！」

「それに、もう般若の顔も作れていませんわよ。香月來未さん。占星術クラブの部長、いえ、甲賀くノ一八はつ哥か衆しゆうのひとり、ですわね！」

　そう言うと同時に兼続は、ゆるめていた鬼灯の身体を強く握ろうとする。が、その直前、

「くぅっ！」

「ぁ！」

　鬼灯がその背中の忍者刀を抜くと、兼続の手首に斬りつけた。一いつ瞬しゆん早く、兼続は手を離すが、そのせいで鬼灯は自由になり、

「バレていたというの？　ちっ！」

　そのまま部屋の外へと一気に跳ちよう躍やくする。兼続は、

「逃がしませんわ！　ぇぇぇぇえええええい！」

　奥おくに置いてあった大鎚の柄えを握ると、横よこ殴なぐりに鬼灯へ放った。

　が、その大きさから、部屋の半分以上を占めていた大鎚だ。出し入れも至難の業わざ。それを狭い中で使うと、

「ぉわぁああ!?」

　逃げる鬼灯も驚おどろく大きな音と衝しよう撃げきが背後から襲おそう。

　それは、大鎚が部屋を破は壊かいしながら迫せまって来る恐おそろしい光景で、単に部屋が壊れているというより、いまいる部屋＝兼続の小屋が丸ごとグシャグシャになりながら大鎚といっしょに飛んでくる、そんなふうに見えた。

　それは大鎚を振るう兼続をも驚かせる。

「えええええ、ぃ!?」

　すんでのところで鬼灯を逃のがした、と思ったら、

「……あ、ああ？」

　自じ慢まんの大鎚にがらくたがたっぷりとからみついている。本体が見えないほどだ。そして振り返かえるまでもなく、

「わ、わたくしの犬小屋が！　ち、違いますわ、コテージが！」

　兼続が立っている床ゆかを残して、さっぱりとなくなっていた。壁かべも天てん井じようもなく、さえぎるものもないから、庭の風景がよく見えるどころでなく、単に兼続が道場の中庭に立っているようだ。

「わたくしのコテージは？　どこ、どこへ行ったんですの!?」

　言うまでもなく、大鎚と一体化しているガラクタ、破は片へんや瓦が礫れきがそれであった。

　その向こう。植え込みの上に小さな身体を乗せた鬼灯が、

「この勝負、ひとまずはあずけ、る……ぅぁあああ！」

　捨すて台詞ぜりふとともに逃とう亡ぼうしようとしたところ、

「よくもわたくしのコテージを！　許しませんわぁぁああああ！」

　鬼おにの形相で大鎚を振り上げ、兼続が迫ってくる。

「ちょっ！　その犬小屋、壊したのはわたしじゃないわ！　自分で壊したんじゃ……わぁっ！」

「問答無用、ですわ！　我が大鎚のサビとなれ、ですわぁああ！」

　ドシャ、グシャ！　巨きよ大だいな大鎚が振ふり下おろされるたびに、生いけ垣がきが吹ふき飛とび、灯とう籠ろうがバラバラに壊れ、地面には「愛」のひと文字がくっきりとスタンプされた。

　いつのまにか小屋の瓦礫も吹き飛び、本来の大鎚に戻っては、いる。

「うひゃ、きゃぁ！　ひぃぃ！」

　逃げまどう鬼灯。

　鬼灯の小さくなれる能力は、潜入を容易にし、情報を集めることを目的としている。

　こんなふうに正面切って戦うには、小さいだけ単純に不利。大鎚に追い回され、逃げるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　そしてとうとう、

「はぁ、はぁ、はぁ……もう、逃がしませんわよ」

　庭の角に追おい詰つめられてしまう。

　背後の土ど塀べいは、小さいとはいえくノ一の脚きやく力りよくで越こせない高さではないが、目の前の兼続が大鎚をかぶせてくるのは必定。

　逃げ場ばはなかった。

「ま、待て、待って！　何でも知りたいこと、教えてあげる！　だから、そのハンマーは許して！」

　鬼灯の命いのち乞ごいに、

「ハンマーではありませんわ！　軍神・愛あい染ぜん明みよう王おうをご神体にいただく、金こん剛ごう鎚づち愛あい染ぜん院いん丸まるですわ！」

　言い放つ兼続。

「わ、わかったわ！　わかったわよ。でも……何か着たほうがいいんじゃない？　さっきからそんなかっこうで……」

　急に、鬼灯が指し摘てきしてくる。

　寝起きのまま部屋から飛び出し……部屋自体がなくなり、いま、道場の庭で暴れている兼続の姿といえば、

「はぇ？　……ぇぇぇえええ！　イヤぁぁああ、ですわぁぁあ！」

　眠るときの姿。つまりショーツ一枚だけの、あとは靴くつも履はかない裸足はだしだった。

「いまだ！」

　兼続がひるんだ、と見た鬼灯は脱出を図はかる。しかし、

「どうせ見ているのはあなただけですわ！　情報は、つかまえたあとでゆっくり吐はかせて、さしあげますわぁあ！」

　兼続もすぐに大鎚をかまえ直し、鬼灯目がけて振り下ろす。

「かかったわね！」

　が、鬼灯は逃げるのではなく、兼続に向かって跳んだ。そのふところへ、跳び込む。

「えええ!?」

　大鎚をかいくぐって跳んでくる鬼灯に、兼続は打面を向けることができなかった。人形のように小さい鬼灯だから可能な動きだ。

「ほら、行くわよ！」

「まだまだ、ですわ！」

　だがこのとき、兼続はただちに大鎚を手放して後ろへ跳び退すさるべきだった。そうしなかったのは、小さな鬼灯にそこまでせずとも、という意識がはたらいたせいだ。

　だから鬼灯が忍者刀で斬りつけていたら、兼続は致ち命めい傷しようとはならなくとも手傷を負ったかもしれない。

　そうならなかったのは、鬼灯が刀を握にぎる代わりに胸もとへ忍ばせた手を、

「受けよ！　甲賀忍法、人形変化！」

　そう叫さけんで自らの胸に張り付けていたタロット「世界」を剥がし、兼続に向かって投げつけたからだ。

「な！　んですの……！」

　至近距きよ離りからで、とっさに避よけることもできない兼続。

　人形サイズの鬼灯の、さらに胸にあったタロットはごく小さく、それほどの脅きよう威いとも一瞬見えなかった。

　だがタロットは、鬼灯の胸から離はなれると同時に本来のカードの大きさへとじょじょに戻り、さらに兼続の胸へと。

　青白い光を発しながらタロットが兼続の肌はだに張り付く、と思うと、肌を透とう過かして中へと沈しずみ込んだ。

「タロットの呪のろい、受けるがいいわ！」

　いまや、兼続の目の前に迫っていた鬼灯がそう叫ぶ。

「させませんわ、この！」

　兼続が手を伸ばす。大鎚を離して、直につかもうとする。が、

「ふふふふふ……」

　鬼灯の姿が、あっと言う間に闇やみに溶とけていった。

「……っく！　あと一歩のところを、逃がしましたわ」

　着地した兼続は、鬼灯が消えた方向を見て悔くやしがる。

　それにしても、飛んできたカードを避けようと、ちょっと跳んだだけなのに、ずいぶん着地の衝撃が大きかった。

　姿勢が乱れて、どこか痛めたのでは、と兼続は自分の脚あしを見る。さわる。

「とくに痛くは……ケガもしていませんわね。ん？」

　庭の地面に、白いものが落ちているのを見つけたのだ。一見して布だとわかる。落ちている、というより、自分の足元を囲むように広がっている。

「なんですの、これ……は？」

　拾い上げて見つめるうち、兼続の頭に「？」がいっぱいに広がっていった。

　それはどうみてもショーツ、つまりパンツだった。しかし大きい。とてつもなく大きい。

　両手をいっぱいに伸ばしても、広げきれない。大きめのバスタオルよりなお大きく、パンツだから、緩い筒つつ状じようになっている。

「脚を入れるところがふたつ空いてますわ。どうみてもパンツですのに。こんなに大きいパンツなんてどうするんですの。いったいどう……ぇ」

　兼続の目が止まる。

　パンツの、ちょうど腹の正面に位置する部分。ローライズ気味のカットの、ゴムが通っている中心部分に、小さなリボンがあった。

　白いショーツのワンポイントのリボン。それ自体はとくに珍めずらしいものではない。が、

「こ、これ……」

　リボンがほつれかけている。

　それは兼続が履いているショーツで、繕つくろわなくては、と思っていたものと同じほつれかただ。それも今日履いていたはず。

　まさか、と思いながら、視線を下へ落とす。

　裸はだかの胸が見えた。ショーツ一枚の寝起き姿で敵を迎むかえ撃うったのだから、そこまではいい。その下……。

「ぁ、ぁ……きゃぁあああ！」

　履いていない。さっきまで履いていたはずのショーツがない。お腹なかの下は、すぐに下腹部。股まただ。

「な、なんですのぉ！　なぜ、わたくし、裸で……！」

　ショーツ一枚のところが、ショーツがなければ全ぜん裸らだ。兼続は思わずしゃがみこんでしまう。

　いままで持っていた巨大なパンツで身体を隠かくす。だがこの奇き妙みような感じ。

「わたくしが履いていたパンツがなくなって、このふざけた大きなパンツが、まるでわたくしが履いていたのと同じ……い、いったい……」

　そのとき兼続の脳のう裏りに閃ひらめいたのは、

『受けよ！　甲賀忍にん法ぽう……！』

　跳び込んできた鬼灯がそう叫んでカードを兼続に放った。そのカードは、

「……これ、ですわ」

　兼続の胸の中が透すけて、薄うすぼんやりと光るカードがかすかに見えている。これが甲賀忍法なら、兼続は、自分が敵の術にはまったのだ、とわかる。

「甲賀忍法？　わたくしのパンツを何倍にも大きくする忍にん法ぽうですの？　そんなの、何の得が……はっ!?」

　が、ここで兼続も気づく。あたりの様子がおかしい。

　暗くら闇やみに近いとはいえ、小屋を置いている道場の庭は熟知している。せいぜい四、五十坪つぼの中庭が、いまは、

「こんなに、広かったですの？　あれは、灯籠の……」

　巨大な残ざん骸がいが散らばっている。それだけではない。自分の小屋を壊したその瓦礫も、やたら大きい。極きわめつけは、

「わたくしの、大鎚が！」

　ふだんから柄も含ふくめると兼続の背せ丈たけほどはある大鎚だ。しかしいま庭に転がっているのは、兼続が見上げるほどに、小山のような大きさの巨大大鎚だった。

「わたくしが……小さくなっているんですの？」
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「はぁ、はぁ、はぁ……あ、危なかった」

　薄うす暗くら闇やみの中で鬼灯がテーブルの上に突つっ伏ぷす。

　兼続に追い詰められ、自らの忍法を解除したことで、意識は占せん星せい術じゆつクラブの部室に置いてきた自分の身体へ戻っていた。

　そのうえ、とっさに兼続に向かって「世界」のカードを放ち、兼続を人形化することにも成功した。

　となれば、

「身体が小さくなって無力化しているいまがチャンスね！」

　鬼灯は兼続が混乱しているだろうとも想像する。得意の武器の大鎚も使えないとなれば、この機を逃す手はない。

　意識が本体へ戻ってしまったために、兼続の柳生道場から離れてしまった。が、

「ここからは指呼の距離。たとえ結界を破ってでも、一いち撃げきで仕留めれば他ほかの『剣姫マスターサムライ』たちの増ぞう援えんも間に合わないわ。いざ！」

　立ち上がる。

　忍者装束に着き替かえる間も惜おしんで、鬼灯はかたわらの直刀をつかむと飛び出だして行く。



「わたくしを小さくして裸にする術なのですわね！　甲賀忍法、恐るべしですわ！」

　ひとまずパンツを身体に押おしつけながら、兼続が漏もらした。もちろん、鬼灯の忍にん術じゆつはこの場合、相手を小さくすることで、裸にすることではない。

「この身体を元に戻すにはどうすれば。だいたいこんなに小さかったら……食費が節約できますわ！」

　突とつ然ぜん、閃く兼続。

「そうですわ！　野の花を摘つんでお浸ひたしにするにしても、ひと束で三食分くらいはありますわね！　一食が三食分で、三倍お得ですわ！　いえ、この小ささでは、五、六倍は食費が浮うきますわぁ！」

　身長が六分の一ならば、体積はその三乗倍分の一だから二百十六分の一。五、六倍どころではない、二百倍以上も得ではある。

「服だって小さければお安いでしょうし、お人形の服が着られますわね！　お風ふ呂ろのお湯も少なくて済むから水道代も……って、こんな小さい身体で生活なんてできねっぺ！　無理無理無理！　イヤだっぺよぉ！」

　本質的なところに気づき、叫ぶ兼続。

「だいたいこんな小さくては、結けつ婚こんだってできませんわ。結婚生活だって……」

　なぜか変なところに考えが行ってしまい、真っ赤になる兼続。

「い、いえ、でも、フィギュアを愛する殿との方がたというのもいるということですし……それって、ヘンタイじゃございませんの！　無理！　っていうか、ありえませんわぁあ！」

　どうやらまたも考えが自じ爆ばくしたらしい。

　しかし兼続にそうやってのんびり考えているヒマはなかった。

　ガタッ、ザッ……！　急に物音が迫ってくる。小さい身体では見通しも利きかない。周りを囲まれたように思えた。

「（な、なんですの……！）」

　植え込みの陰かげに身を潜ひそめる兼続。その耳に、

「おおい、誰だれかいるのか？　うわっ！　庭がめちゃくちゃで……！」

　宗朗の声だった。続いて、

「なんじゃ、騒そう々ぞうしいので来てみたが。誰が騒さわいでおるのじゃ！」

「あれぇ、ぐっちゃんのウサギ小屋がないよぉ」

　幸村、それに十兵衛の声もする。

「誰がウサギ小屋だっていうんですの！　犬小屋！　犬小屋ですわ！　……はっ！」

　思わずツッコミを入れようとして、口を手で押おさえる。

「わ、わたくし、裸ですわ。身を隠すものは巨大パンツしかありませんわ」

　犬小屋ではなく、コテージ、というところにも考えが回らないほどあわてていた。表しかけた身を、また隠す。

　十兵衛や幸村ならいい。が、

「あ、あの野や獣じゆうにまた、わたくしの玉の肌を見られるわけには、いきませんわ！」

　せめて宗朗だけでも引っ込んでくれれば、と思う。

「なぁーによぉ、うるさいわねえ」

「御お姫ひいさま、ここはわたくしが。御姫さまはお休みを」

　千姫と半蔵の声もする。言葉はないが、又兵衛も控ひかえているはずだ。広くない縁えん側がわと庭は、柳生道場の「剣姫マスターサムライ」たちと宗朗で満員状態だった。全員が、浴衣ゆかたのような寝ね間ま着きを身につけている。

　じつは兼続が鬼灯に気づき、術をかけられるまで、一分ほどしか経たっていない。

　道場の面々は、庭の騒そう乱らんに気づいて出てきたのだが、

「結界も破られておらぬし、わらわの感知能力にも引っかかるものはおらなんだ。おおかた兼続が、ネズミでも追いかけておったのであろう」

「すごーい、ぐっちゃん、ネズミも食べるんだぁ」

「ちゃんと焼いてから食べないと、お腹、壊こわしますね」

「（そんなもの食うかー！　ですわー!!）」

　心の中では全力でツッコんでいるのだが、声には出せない。パンツで裸ら身しんを隠しながら、兼続が草むらの陰でワナワナ震ふるえる。

「ぼくがこのあたり、念のため見ておくよ。なんでもないようならそれでいいし、朝になったら兼続も帰ってくるんじゃないのかな。もう遅おそいし、みんな寝ねたほうがいい」

「（お、おまえがいちばんに寝ろ、ですわ！　なんで残るのですわぁああ！）」

「ぐっちゃんのネズミ小屋、十兵衛が明日直すの！」

「（ネズミ小屋じゃねぇっぺ！　ウサギ小……でもなくて！　犬小屋！　いーぬー小ー屋！）」

「兼続のやつは運の悪さを絵に描かいたような顔をしておるからのお。いまごろどこぞの寒空で身ぐるみ剥はがされておらぬとよいが」

「（どういう顔ですの！　それに、もう身ぐるみもなにも、穿はけるパンツもありませんわぁああ！）」

　兼続が心の中で、全力でツッコんでも道場の面々には届かない。

「トンカチがここにあるんだし、じきに戻ってくるんじゃない。……ふぁ、あ！　もう遅いから千せんは寝るわよ。夜よ更ふかしはお肌によくないし」

「ぁ、はい、御姫さま。それではみなさん、おやすみなさい」

　千姫が奥の客間へと戻っていき、半蔵があわてて後を追う。それを合図に、宗朗を除く全員が各自の部屋へ戻った。

「（トンカチじゃありませんわ！　金剛鎚愛あい染ぜん院いん丸まるですわ！　お肌の調子がどうとか、いったいいくつですの？　ほんとは二十五くらいじゃございません……の）と」

　あいかわらずエアツッコミをしていた兼続の目が突然、見開かれる。

「なんだか、この辺の草が動いたけど。誰かいるのかい」

　草むらを分けて、宗朗の顔が覗のぞき込んできたのだ。

「！！！！！」

「……あれぇ、おかしいな。なにもない、か。ま、そうだよな。こんな草の中に人が隠れられるわけないし、それこそネズミかなにかかな」

　宗朗が顔を上げる。屈かがみ込んでいたのが立ち上がろうとするところ、

「やっぱり庭にはいそうにないか。朝、登校のまえにもう一度捜さがすかな。……ん、なんだ、これ？」

　そこに落ちていたショーツを見つけたのだ。拾い上げる。

　暗い中、目の前にかざして、

「わ、わ！　パンツ、じゃないか、女ものの！　どうしてこんなところに。……これってもしかして、兼続の？」

　じっと見てもわかるはずがない。

「兼続がどんなパンツ履いてたかなんて、知らないからなぁ。あとで又兵衛さんに洗せん濯たくしてもらおうか」

　ひとまず、ショーツを寝間着のたもとに仕し舞まう宗朗。

　頭をかくと、道場の母おも屋やへ戻っていく。

　その背中。

「（ひ、ひ、ひぃぃ……！）」

　寝間着に兼続が張り付いていた。両手はもちろん、両りよう脚あしまで使って必死に寝間着をつかみ、しがみつく。

　草むらを覗き込まれたとき、機転を利かせて背中に張り付いたのだ。

　なにしろ鏡でもなければ自分の背中は見ることができない。あちこち捜されるたびに逃にげて動いては、より見つかりやすくなる。

「（こ、ここなら、わかりませんですわ。さすがわたくし、頭いい！　ですわ！）」

　小さいとはいえ兼続ひとりがぶら下がっていれば気がつきそう、という気もするが、なにしろ身長で六分の一は体積で二百十六分の一。体重五十キロもない兼続は、二百グラムとちょっと、という程度なのだ。

　これでは宗朗がわからなくても無理はない。

「んーっ」

　頭を掻かいたその手で、背中もボリボリ。

「（ちょ……危ないですわ！）」

　あわてて避ける兼続。

　それまで肌をひとまずは覆おおっていたパンツもいまはなく、ほんとうの一糸まとわぬ全裸だった。

　だがこんどは、背中から降りるタイミングを失ってしまう。

　宗朗が縁側から母屋へ上がったので、うかつに降りると廊ろう下かの板で物音がしかねない。そんなとき、振り向むかれでもしたら、身を隠す場所もない。

　そうこうするうち、宗朗が自分の部屋についてしまった。襖ふすまを開ける。いまだ、と思ったが意外に早くまた襖も閉じられてしまう。

　つまり兼続は、

「（こ、ここは宗朗の部屋……野獣の園そのですわぁあ！　わたくし、野獣の園に閉じこめられてしまいましたわぁあ！）」
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「ふあ、ぁ……」

　あくびと伸のびをすると、宗朗が寝間着を脱ぬいだ。

「（え、え？　寝間着を着て寝るのではありませんの？　なんで脱ぐんですのぉ!?）」

　その下に身につけているのは、日本古来の下着……ではなく、平へい凡ぼんな白の、ボクサータイプのブリーフだ。

　宗朗の手が、そのブリーフにも伸びる。

「（ま、まさか、それも脱ぐんですの？　寝るときは全裸派ですのぉ!?　ま、まさに野獣ですわぁああ！）」

　が、間かん一いつ髪ぱつ（？）、宗朗の手は尻しりを軽く掻いたあと、ブリーフのゴムを引っ張り上げただけだった。

　兼続がホッとするのもつかの間、

「よ」

　手にしていた浴衣を、くるっと丸めるとそのまま畳たたみの上、つまり床へ放ほうる。そうして、宗朗は、敷しかれていた夜具に滑すべり込んだ。

「（ぎ、行ぎよう儀ぎが悪いですわ。ちゃんと衣え紋もん掛かけに掛かけろ、ですわ！）」

　振り回まわされた上、寝間着の中に埋うめられた兼続が、なんとか這はい出す。と、そこに、

「すぅ、す……」

　早くも寝ね息いきを立てる宗朗の顔が。

「なんですの、もう眠ねむったんですの。単純ですわ。これだから子どもだというのですわ。繊せん細さいなわたくしなんて……ん、んん！」

　じつは兼続も寝ね付つきは超がつくほど良く、横になったと同時に意識が途と切ぎれるほどだ。

「まぁ、ディスイズアベストですわ。……あれ、単純、ディスイズ……ディス」

　シンプル、という言葉が出てこなかった。

「ま、まあ！　どうでもいいですわ。それよりここから出る……」

　算段を、と思いながら、兼続はごく間近の宗朗の顔を見る。なにしろ兼続が六分の一だから、宗朗の顔はそうとうに大きい。ちょっとした大仏級だ。

「ぷっ！　なんだかおかしいですわ。こーんなに大きな顔！　……あら、意外と睫毛まつげ、長いんですのね。お肌もわりとスベスベなよう、な……」

　なぜか惹ひきつけられる。じっと見つめてしまう。それは、呼吸とともにわずかに開き、また閉じる、宗朗の唇くちびるだった。

「あの唇が、数々の暴ぼう虐ぎやくをはたらいて来たのですわね！　十兵衛、千姫さま、半蔵さん、オデコチビ、又兵衛さん、それに、わたくしの唇までも……！」

　兼続の脳内で、実際には仮死状態だったために生で体験することのなかった宗朗と自分とのキスシーンが、まざまざとイメージされていた。

「（唇……あの唇が、わたくしの……）」

　意識すると、顔が真っ赤になるどころではない。全身がカーッと火ほ照てって汗あせが噴ふき出す。そのうえ、

「（わ、わたくし、裸で……）ぁぁ……！」

　ズキッ！　徴しるしの痣あざが疼うずく。兼続は思わず、下腹部を押さえてうずくまった。

　そこへ、突然、それが襲った。

「ひゃっ!?」

　襲ったのは敵ではなく、

「んんー、ふぅ、ぅ」

　宗朗の腕うでだった。伸びてきた宗朗の腕が兼続を巻き込む。そのまま寝ね返がえりを打つと、

「ぁぁあああ……むぐ！」

　すっかり宗朗に抱だきかかえられてしまう兼続。

　宗朗は、側そく臥がしながら抱き枕まくらを抱くような姿勢だ。

　この場合、兼続が抱き枕なのだが、むろんそこまで大きくはなく、せいぜい小さな縫ぬいぐるみといったところ。

「むぐぐ……な！　どうなって、ますの、こんな……は！」

　気がつけば、宗朗の胸にみっちりと押しつけられている。

　宗朗はブリーフ一枚だし、兼続は全裸。

　肌と肌が直接触ふれ合あい、こすれ合い、胸の鼓こ動どうまでが手に取るように伝わってくる。

　布団ふとんの中、かすかに汗ばんで、宗朗の匂においがムッと立ち上って来る。小さな兼続には咽むせるほどの匂いが鼻び孔こうを満たす。

「ぁ、ぁ……ぁあ！」

　ズキ、ズキ……ビク、ン！　もう、徴の痣の疼きなのか、自身の身体の変化なのかもわからない。

　熱く潤うるんで溶け出しそうな下半身を、兼続はけんめいに押さえていた。

「こ、このままで、は……！」

　義仙の偽にせ情じよう報ほうで起こった、徴の痣へのキス騒そう動どう。

　あのとき、宗朗の唇が下腹の痣に触れたときも、強きよう烈れつな愉ゆ悦えつが身体を駆かけ抜ぬけた。けれどそれは一いつ瞬しゆんだったから、まだなんとか自分をごまかすことができた。

　しかしこれは……、断続的に襲ってくる疼きはもはや、敏びん感かんな部分を剥むき出しにされて、直接嬲なぶられているかのよう。

　身体の火照りは収まるどころかますます強くなって、徴のある下腹部からトロトロに溶けていきそうな錯さつ覚かくさえおぼえる。

　このまま果てしのない恍こう惚こつに埋もれていく……、

「だ、だ、ダメですわ！　しっかりなさいませ、わたく、し……！」

　朦もう朧ろうとする意識を叱しつ咤たし、四し肢しに力を込める兼続。幸い、宗朗の腕が緩ゆるんだ。このまま抜け出せるか、と思ったところ、

「んんーぅ！」

　宗朗はさらに寝ね相ぞうを変え、顔までも自分の膝ひざの間に入るほどに身体を丸めてしまう。となると兼続は、

「ひゃぁぁああっ！」

　さらに深く、引っ張り込まれる。

　具体的には、それまで胸に押しつけられていたのが、さらに下、ほとんど股に挟はさみ込まれてしまっていた。

「ひゃぁ！　ひゃあ！　ひゃぁああ！　なんですの！　なんですの、この、もっこりしたもの！　この、グニョ、って、プルッ、って……！　なんでわたくしが、こんなものとくっついて、あ、ありえませんわぁああ！」

　しかし逃げ出そうにも、まえよりずっとがっちり押さえつけられている。

「えい、ええい！　こんなもの、こんな……離せ、ですわ！　わたくしから離れなさいというのにぃぃい！」

　唯ゆい一いつ、宗朗が身につけているブリーフで布一枚が介かい在ざいしているとはいえ、局部的な存在感は胸の比ではない。

　けんめいに這い出そうとする兼続の身体から、ともすれば力を根こそぎ奪うばって、屈くつ服ぷくさせてしまうほどの。

「さ、さっきよりもずっと、強、い……これ、が『将』の、力、ですの……？」

　もはや、匂いとか感かん触しよくとか、熱さとか、そういったものひとつひとつではなく、渾こん然ぜん一いつ体たいとなって、宗朗というそのものの凝ぎよう縮しゆくされたエッセンスが、剥き出しで兼続に迫せまってくる。

　圧あつ倒とうする。貫つらぬいてくる。ような……、

「う、ん……」

　宗朗が、呻うめきながら動いた。寝返りを打つのではない、その動き。どこか、眠りながらも、兼続の反応に対応しているようでもあり、

「ひゃ!?　い、いま、動いて……な、なんですの？　大きく、なってません？　さっきまでグニョグニョだったものが、ひゃぁぁ！　か、硬かたく、こっちへ向かって……！」

　確実に変化し、兼続を襲おそう。

　と、そのとき、だ。

「ぁぁあ……む、胸、が……！」

　徴の発現にすっかり意識を奪われていたのが、胸に埋め込まれたタロットに兼続は気づく。さっきよりもずっと妖あやしく、青い光を増していた。

「ど、どうなっているんですの。……ひゃぁ、ん！　くぅ、ぅ……！」

　しかし徴の発する熱と疼きはますます増して、もはや痛いほどだ。

　ふだん薄うすい桜色をした花びらは、いま真しん紅くにも色を増し、周囲にも及およぼすほど赤く光っていた。

　胸の青い光と、下腹の赤い光。そのふたつがせめぎ合い、兼続の身体の中でぶつかりあって、戦っているかのようだ。

　それは兼続に、とほうもない苦痛をもたらす。

「ううう……ぁ、ぁああ！」

　さっきまでのとろける愉悦が一転、攻こう撃げきに変わって身体の中を荒あれ狂くるう。

　それは異物を排はい除じよしようとする、免めん疫えき機能。「剣姫マスターサムライ」の体内能力が、徴の活性化を力として活発に敵を攻撃している。

「んん……！」

　そんな兼続の身の高まりが伝わるのか、宗朗も眠ったままながら表情が変わっていく。うなされるように顔をしかめ、身じろぎした。

　そしてとうとう兼続は、

「ぁ！　ぁ！　ぁああ！　く、来る……来て、ますわ！　身体からだ中じゆう、いっぱい、に……！」

　ビク、ビュク！　断だん末まつ魔まのような痙けい攣れんに身を震わせた、次の瞬しゆん間かん、

「ひぃ、ぃ！」

　胸のタロットが浮かび上あがり、とうとう兼続の中から完全に抜け出した。青い色がたよりなげに瞬またたくと、フッ、「世界」のカードごと消える。

　同時に兼続を襲っていた、身が千切れるような苦しさも、ウソのように消えた。

「は！　ぁ、消え、た……なくなっていますわ！　わたくしの胸のタロットが！　勝ったのですわね！　くノ一の術を破ったのですわ！」

　我を忘れて、声を上げる兼続。

　が、その状じよう況きようは、いまだ宗朗の股こ間かんに挟まったまま。しかも全裸だ。

「そうですわ。ここから脱出しなくては……ん？　あのタロットを胸に埋め込まれて、こんなに小さくなったのですわよね。ということは、カードがなくなる、と……ぇ、え？　ぇええ!?」

　ズキッ、ドクン！　再び徴が脈動した。

　全身がムズムズと疼く。骨や肉や血管が、いきおいよく伸びをする、そんな感覚にも似た開放感。

　それは、

「ぁぁぁぁああああ！」

　兼続の身体がみるみる、伸びる。大きくなっていく。元へと、オリジナルの大きさへと復活した。

「ああ……わ、わたくしの身体が、戻もどりましたわ！　大きく、元どおりに！」

　自分と周りを較くらべて、元に戻ったことを確信する。力強く、声を上げる。

　が、元の大きさに戻る、ということは……。

「ぅをあ!?　か、兼続？」

　宗朗もまた、目を醒さます。そしてひとつ布団の中、宗朗にまるで抱きつくように兼続が密着していた。

　その姿、宗朗はほぼ、兼続は正しよう真しん正しよう銘めいの、全裸。

「ぁ、ぁ、ぁ……」

「どこへ行ってた、んだ、ぃ、って、なんで……その、かっこ、う」















　お互たがい、鼻の頭がいまにもくっつきそうな至近距きよ離りで見つめ合い、首から下の身体は見事なまでに密着。

　お互いの肌はだと肌、匂いを感じるのはもちろん、身体の微び妙みような凹おう凸とつまで。

　突とつ然ぜん急きゆう上じよう昇しようする体温。発はつ汗かん。変化を見せる部位。そんなことまでが手に取るように伝わり、知られ、つまり、

「きゃぁぁぁああああ！　きゃぁ！　きゃぁあ！　ですわぁああ！」

「ちょ、っと、兼続、待てよ！　暴れる、な……むがぁ！」

　いきなり暴れ出す兼続を静めようとする宗朗。が、むなしくその顔に平手、拳こぶし、掌底が命中する。

　そしてこの騒ぎはすぐに道場中に知れることになり、

「いったい何じゃ、騒がしい！」

「何やってるのよ！　いま何時だと思ってるの！」
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　宗朗の部屋の廊下に通じる襖が二面、同時に開いた。そしてもちろんそこに立っていたのはそれぞれ、

「ぁ」

「え……」

　幸村、それに千姫だ。どちらも寝間着姿なのは、中庭での騒動のときと同様。

　眠りを妨さまたげられたのも二度目となれば、より険けん呑のんなかまえで乗り込んできたのが、部屋の中の光景を見て、声を失う。

「どうなさいましたのですか、御姫さま。……きゃ！」

「幸村さま、何か大事が……ぅ！」

　それぞれの主につき従って来た、半蔵と又兵衛のふたりも、いっせいに固まった。

「あー！　ぐっちゃん、戻ってきたのぉ！　よかったぁ。……あれぇ、ぐっちゃん、裸はだかだよ。お兄ちゃんも裸なのぉ？」

　そしてもうひとり、襖の向こうから顔を出した十兵衛が言う。言わなくていいことまで、言う。

「ウキュ！」

　一瞬、空気が岩のように、そして絶対零れい度どのように、硬く、冷たくなった、のち。

「……な、な、なぜじゃ。なぜ、兼続なのじゃぁああ！　こやつにだけは、百万年油断したとて、出し抜かれる気などまったくせなんだというにぃぃい！」

「よ、よ、よりによってトンカチって何よ！　このちんちくりんに千が負けたっていうわけ!?」

　大だい噴ふん火かする。

「ま、待って！　待ってよ幸村！　千姫さまも、だからこれは違……うがぁ！」

　幸村と千姫が抱かかえていた枕が、同時に顔に命中した。轟ごう沈ちんする宗朗。

「十兵衛ならまだいざ知らず、じゃ！　いや、別の意味でいかんが……とにかく、兼続とは、趣しゆ味みの悪さにもほどがあるわ！　見み損そこなったぞ、宗朗！」

「そうよ！　いったいトンカチのどこがいいわけ！　千のどこが劣おとってるっていうのよ！　言ってみなさいよ！　顔？　身体？　それとも……もっとどこかマニアックなところがあるわけ!?」

　怒おこり顔がおのはずが、なぜか目が潤んでも来ている幸村と千姫。

　しかしあまりの言われように、こんどは兼続が、

「な、なんですのぉ！　黙だまって聞いていれば、ちんちくりんだの、百年油断しても負ける気がしないだの」

「百万年、じゃ！」

「もっと悪いですわ！　それにわたくしはトンカチじゃなく！　直江……」

「ぐつぐつぐっちゃんなの！」

「ええ、ぐつぐつ……違うっぺよ！　兼続！　かーねーつーぐー！」

　途と中ちゆう、幸村と十兵衛にくちばしを入れられたものの、なんとかはね返す。すでに布団の中ではなく、丹たん前ぜんで肌を隠して立ち上がっていた。

「だったらなぜ、おぬしがここにおるのじゃ！　寝間着も着ておらん裸で、宗朗といったいなにをしておったのじゃ、申してみよ！」

　と幸村。

　千姫は逆に、宗朗の首ごと絞しめるようにつかみながら激しく前後にゆさぶり、

「どうしてよ！　どうして千じゃないのよ！　こうなったら……見せてあげるわよ！　いつか来るその日のために磨みがいてきたこの肌、どれだけありがたいか！　ほら、見なさいよ！　さわってみなさいってば！　玉の肌なんだからぁ！」

　強ごう引いんに見せよう、さわらせよう、とまで。

「お、お待ちください御姫さま、そればかりは……！」

「のぁあ、千姫さま、落ち着いて！　お、落ち着いてくださいぃ！」

　半蔵が必死に止め、宗朗が目を背そむける。頭を抱える。

「なによ！　目が潰つぶれるっていうの！」

「いえ、そうじゃなくて……お嫁よめ入いりまえのお肌を見るわけには、うわわ！」

「こ、こら！　どさくさまぎれに脱ぐでない！　自分だけ抱きつくなと！」

「幸村さま……」

「わーい、千姫さまも脱いでるの！　十兵衛も脱ぐぅ！」

「わああ！　十兵衛は脱いじゃダメだよ！　着なさい！　ぁ、こら！　抱きつくな……そ、そこさわらない！」

「なによ、どこさわってるのよ！　千にもさわらせなさいってば！」

「ウキュ！　ウキャーッ！」

「わ、わたくしのことはどうなったですの？　そもそもわたくしが……うが！」

　もはや宗朗の部屋は別の騒乱の場と化して、最初の騒動の発ほつ端たんだった兼続が弾はじき出される始末だ。

　そして、そんな騒乱を見み逃のがさない者がいた。

　フッ。突とつ然ぜん灯あかりが消える。行灯あんどんの芯しんが、何者かに両断された。

「なんじゃ！　急に気が」

「気をつけるのよ！　油断しないで、敵が……」

「御姫さま、半蔵がお守りいたしますれば！」

「離はなれるな！　みんな、かまえを解かずにこのまま……」

　暗くら闇やみの中、次に来るであろう敵の攻撃に、全方向を見張りながら身構える宗朗と「剣姫マスターサムライ」たち。

　しかし攻撃は思いがけないほうからやって来る。

　ヒュッ！　ピュッ……、かすかに空気が鳴った、と思うと、

「きゃっ！」

「ひゃ、ん！」

「な、にぃ!?」

　腕や脚あしに痛みが走る。わずかずつ、斬きられていた。

「どこから来るのよ！」

「幸村、わからないのか!?」

　千姫が言い、宗朗が脇わき差ざしをかざしながら問う。

「わからぬ！　いや、わずかな気は感じるのじゃ。しかしぼんやりして……どちらにしてもこの部屋の中にまで入りこまれたら、正確な位置などわからぬわ！」

　幸村もまた、大鉄扇を広げて防ぎながら言った。

「剣姫マスターサムライ」としての幸村の能力は敵の気を感知するが、広域で数百メートル、正確な位置関係までわかるのは数十メートルだ。

　逆に数メートルにまで迫られると、もはや「そこにいる」としかつかめない。そしてそんな場合、敵はすでに肉眼で見えている。

「近すぎてわからないっていうけど、ここに来るまではどうなのよ。なんでわからなかったの！」

　千姫の言葉はもっともだ。

「うむ、それがなぜか……、不思議じゃが、わらわの感知力に……」

「役に立たないわね、もう！」

「なんじゃと！」

「ほら！　ふたりとも、いまケンカしてる場合じゃない！」

　見かねて宗朗。

「……でも、たしかに敵の接近を幸村さまが感知できなかったのは、奇き妙みようです」

　又兵衛が、幸村をかばって前に出る。室内で不利な長い鑓やりではなく、ふだん髪かみに刺さしている小脇差しを手にしていた。

「御姫さま、お下がりください。半蔵が……ぅっ！」

　やはり千姫を守ろうとする半蔵だが、肩かたを斬りつけられてうめく。

「灯あかりをつけるの……きゃ、ん！」

　行灯に近づこうとした十兵衛も、声を上げる。

「十兵衛！　離れるんじゃない。……小さな手傷でも無数に斬られたら、命にかかわる」

　宗朗が言い、

「ナマス斬ぎりじゃな。自分がされるとは思わなんだが」

「ナマズ？」

「ナマスよ、膾なます！　けど、そんな料理になんて、ならないんだから、ね！」

　食材を細かく切って調味料で和あえた料理の名前から、細かく切り刻むことを「膾切り」などという。

「ウキュゥ！」

　襖を開けて逃げようにも、脱だつ出しゆつ経路はすでに押さえた、とばかり、ねらい撃うちにされてしまう。

　すでに冗じよう談だんではなくなりつつあった。

「……わかりましたわ」

　ポツッ、と兼続が漏らした。

「ぐっちゃん？」

「なにがわかったのよ！　だったらこの敵、なんとかしなさい、よね！」

「刀では防ぎきれないぞ！　いったい何の武器なんだ」

　防戦いっぽうのなかにも、さらに斬りつけられていく柳生道場の面々。しかしそれまで沈ちん黙もくしていた兼続が、進み出た。

「刀を引くのですわ。脇差しでも、ふところに跳とび込まれて敵の思うつぼですわ」

「じゃが、どうする。おぬし」

「そうよ、トンカチがないじゃない。どうやって……」

　幸村と千姫も言うなか、兼続は暗闇でじっとたたずむ。両手を自然に下げた状態。耳をすませる。やがて、

「……そこ！　ですわ！」

　パチン！　柏かしわ手でを打つような音が響ひびいた。

　もう一度。こんどはきれいな拍はく手しゆの音ではなく、何かをとらえたくぐもった音だ。そして、

「うあっ！」

　ポタッ。やや離れた場所に、小さな物が落ちる音がした。

「いまですわ。灯りを！」

「はい！」

　すばやく半蔵が行灯に灯りを灯ともす。明るくなった室内に、それは……いた。

「え」

「なに……あれ」

「小さーい！　お人形さんなの」

　空中で兼続に叩たたかれ、畳の上に落下した鬼灯が、かろうじて立ち上がるところだった。

　鬼灯は、人形変化で化け身しんした六分の一のサイズ。

　灯りのない密室で、パニックになる大勢に対し、その姿を隠かくし、弄もてあそぶように斬りつける。そんな攻撃に持ってこいの状況、それに姿だったのだ。

「おのれ！　見破られたか！」

　だが実際にそのサイズに一度させられている兼続が中にいたのが、敗因だった。

「あら、暗かったもので、見てはいませんわ。暗闇にちょろちょろ飛んでいるのを落とすには、耳をすませて、飛んできたところを……ひと叩き！　ですわ」

　両手をかざす兼続。

　蚊かを落とす要領で、鬼灯を叩き落おとしたのだった。

「くそ！　わたしを虫呼ばわりだと！」

　鬼灯が背中の忍にん者じや刀を抜く。が、すでに部屋の中は明るく、正体も知れてしまっては、ただの小さな人形の攻こう撃げき力りよくしかない。

　そのうえ、部屋にいるのは宗朗以下、「剣姫マスターサムライ」が六名。

「ウキュ！」

　と一匹ぴき。
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「あんたね、そんなんで勝てると思ってるの！　この玉の肌に傷つけた礼、たっぷりしてあげるんだから、ね！」

「そうじゃ！　これしきの傷、跡あとも残らず治せるが……まあ、それには我わが『将』と触れ合うなどして、『剣姫マスターサムライ』の活力を活発化する必要があるがのぉ」

　千姫が言い、幸村が早くも余よ裕ゆうで宗朗に水を向ける。

「え、い、いまじゃないよね、幸村」

　あわてる宗朗。

「愚おろか者もの、あとで、ゆっくりとじゃ。わらわだけでなく、全員、じゃぞ！　……それにしても、わらわの感知力に明確に現われぬわけがわかったわ。その小ささではの。よほど近づかねば捉とらえられぬ。その意味では、恐おそるべき能力、とも言えるが」

「見つけてしまえばこっちのものです！　御姫さまを傷つけたお礼は、たっぷりさせてもらいますよ！」

　半蔵も眉まゆを逆立てて迫る。

「くっ……！　このうえ、は」

　兼続を術中に陥おとしいれて人形化させたあと、クラブ室に実体が戻っていた鬼灯。

　とどめを刺すべく柳生道場へ舞まい戻る途中、兼続が術を脱だつしたことを知った。兼続の胸から浮うかび上がり、抜け出だしたタロットが、鬼灯の手の中で実体化したからだ。

　しかし道場の混乱を知った鬼灯は、これを逆に好機ととらえた。

　幸い、人形変化を行うタロットはまた自分の手にある。人形サイズならば、幸村の感知力や結界の警けい戒かいを突とつ破ぱすることも可能だ。

　かくして、狭せまい部屋に集まった宗朗と「剣姫マスターサムライ」たちを翻ほん弄ろうし、あと一歩まで追い込むことが可能になった。のだが。

「甲こう賀が忍にん法ぽう、人形変化、脱！」

　そう叫さけぶと、鬼灯は胸の前で印を結んだ。胸むなもとが青白く光る。

「あれですわ！　あれがわたくしを」

　兼続が指さす中、鬼灯の胸から青い光を放つタロットが抜け出した。

「逃がしません！」

　半蔵が抜きつける。が、その切っ先は小さな鬼灯の身体を通とおり抜ける。

「またいずれ、この決着はつけさせてもらうわ！」

　鬼灯の身体がじょじょに透とう明めいになり、風に吹ふき消けされるように消えていく。不敵な笑えみもかき消えた。

「逃げられた、のか」

　宗朗が言う。が、

「こっちです」

　庭で声がする。

「あれは……」

「べーたさん！」

　全員が庭に向かうと、まだ兼続が壊こわしたままの灯とう籠ろうなどの向こう、又兵衛が鬼灯を捕とらえていた。

　こっちは本物、本体の鬼灯だ。

「うう！　なぜわたしがここにいるのが」

　小脇差しを突つきつけられた鬼灯がうめく。又兵衛は、

「ふん」

　自分の鼻を軽く、かいた。

「でかしたぞ、又兵衛！　又兵衛の嗅きゆう覚かくはふつうの数十倍はあるからのぉ。小さい人形体ならともかく、大きな身体では嗅かぎ慣れた庭に異物が入り込んでいるのは隠せぬ！」

　幸村が言うと、又兵衛がコクコクとうなずいた。なぜか頬ほおを赤らめている。

　鬼灯も、意識を人形体のほうへ送っている状態では、本体がいっしゅの仮死状態となるため新しん陳ちん代たい謝しやはほとんどなく、体たい臭しゆうもほぼ消える。

　しかし本体に意識が戻ると新陳代謝も蘇よみがえり、又兵衛の鼻に捕らえられてしまう。

　といっても、鬼灯の体臭がとくに強いわけでもなく、すべては又兵衛の常人を超こえた嗅覚のおかげだった。

「ちょうどいいわ。話してもらうわよ。笙しよう子このこと。それに、笙子が幕府に命じられてどれだけのことを企たくらんでるのか、ってこともね」

　千姫が縁えん側がわから降りて来た。その脇わきで半蔵が、千姫の薙刀なぎなた、花はな散ちらし丸まるを携たずさえている。

「そうじゃな。わらわも聞きたいことが……む、又兵衛、離れよ！　その者、怪あやしい動きを……！」

　幸村もそう言って、近づこうとしたときだった。

　鬼灯が後ろ手で、何かを取りだしていた。又兵衛も気づいて取り上げようとする。が、鬼灯が早かった。

「我ら八はつ哥か衆しゆう！　この程度でわたしに勝ったと思ったら、大おお間ま違ちがいよ！　……甲賀究極奥義！　鋼身変化！」

　背中に隠していた印いん籠ろうを取り出す。と同時に中身を自らの身体に降りかけた。

　金色の粉が鬼灯を包つつむ。

「ぅぅぅ、ぉぉお……！」

　断末魔の叫びを上げる鬼灯。自らののど元をかきむしる。金色の炎ほのおに燃やし尽つくされているかのようだ。

「うん……っ！」

　又兵衛が向けた小脇差し。その切っ先が印籠を弾こうとした直前、

「ふふっ、もう遅おそいわ！」

　印籠を手放した鬼灯。その手が又兵衛の小脇差しをつかむ。しかし鬼灯のほうからすればそれは剥き出しの刃やいばだ。

「な、に！」

　鬼灯の手が、小脇差しの刃をつかんでいた。

　柄つかを握にぎる又兵衛が動かせないほど、がっちりとつかんでいる。しかもケガひとつ、していない。

「だから言ったわ。甲賀忍法、鋼身変化、とね」

　そう言う鬼灯の身体が、ところどころ鈍にぶい黄金こがね色いろに輝かがやいていた。黄金色は発光し、また色を沈しずめて、別の部位へと移る。

「あやつの身体、鋼になったとでもいうのか」

　幸村が漏もらし、

「鋼でもなんでもかまわないけど、さっきの落とし前は、つけるんだから、ね！」

　半蔵から受け取った薙刀を、千姫が早くも鬼灯に振ふるっていく。が、

「性しよう懲こりもなく、わからないの！」

　キン！　金属音とともに、かざした鬼灯の腕に当たって弾かれる薙刀の穂ほ先さき。続いて、つかんだ又兵衛の小脇差しの刃を、バリバリと握りつぶした。

「なんと！」

「ウソ、千の花はな散ちらし丸まるが！」

　いっぽう、飛とび退のく又兵衛には、

「べーたさん！」

　十兵衛が、鑓を放った。又兵衛愛用の五丈じよう鑓やりだ。

「！」

　受け取ると、又兵衛が素す早ばやい突きを鬼灯に向かって繰くり出す。が、これも、

「無む駄だよ！」

　同じように弾かれた。

「ほんとうに身体が鋼みたいに硬くなっているのか。どんな武器も通用しないほどに」

　宗朗が、左手につかんだ大だい刀とうの鯉こい口ぐちを切りながら言う。他ほかの「剣姫マスターサムライ」たちも、鬼灯を遠巻きに囲むほかない。

　鬼灯は不敵に笑うと、

「そっちはそれだけ？　じゃあ、そろそろ、こっちから行こうかし、ら！」

　跳んだ。いっきに間合いを詰つめてくる。と、

「そら、ぁ！」

　十兵衛に向かって拳を放つ。刀を向けようとしても、「剣姫マスターサムライ」でもない十兵衛は、

「きゃぁああ！」

　一いつ蹴しゆうされてしまう。かろうじて拳を受けるが、拳圧で部屋の奥おくまで飛ばされた。

「十兵衛！　おのれ！」

　だが幸村の投げる大鉄扇も、その刃は効かない。

　そのうえ鬼灯に弾かれ、撃げき墜ついされる。

「わたしが！」

　とっさに半蔵が、装そう甲こうスカートの流星手しゆ裏り剣けんを放つが、千姫の薙刀や又兵衛の鑓が効かなかった鬼灯に効くはずがない。

「だから無駄だって、言ってるでしょう！」

　ことごとく弾かれ、一瞬の時間稼かせぎにしかならない。

「あれなる姿でそう長くおれるはずがない！　せいぜい五分か十分じゃ。その間、防ぎきれば……！」

　そう言う幸村を、

「はい」

　又兵衛が抱きかかえて飛び退すさる。

「そうね、でも……それまで保つかしら、ね！」

　と、こっちは千姫だ。やはり防戦いっぽうで下がり続けている。

「ほらほらほら！　どうするの！　もう後がないわよ！　ふふん、五分かしらね、十分かしらね！　でも、おまえたちを根こそぎ打ちのめすのに、あと一分もかからないわよ。あはははは……はっ!?」

　ゴンッ!!　まるで鐘しよう楼ろうの鐘かねを突くような、重い金属音が響き渡わたった。と思うと、鬼灯の身体が庭先の向こうにまで飛ばされ、土ど塀べいに突っ込む。

「ええ!?」

　声を上げたのは道場の「剣姫マスターサムライ」たちのほうだった。それまで防戦いっぽうだった鬼灯に対して、こんなふうに圧あつ倒とうできる者、とは。

「だ、だ、誰だれ、なの！　くそっ！」

　土つち煙けむりの中、ようやく顔を上げた鬼灯が、頭を振る。驚おどろきの表情が浮かんでいた。

「二回も『くそ』だなんてお行ぎよう儀ぎが悪すぎですわ。そういう口には、お仕置きが必要ですわよ」

　ゆら、と灯りの前へ進み出る影かげ。巨きよ大だいな得物を肩にかついだ、その姿。
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「ぐっちょりーなさん！」

「トンカチ!?」

「ぐ……」

　口々に名が呼ばれる。呼ばれる、のだが、

「ぐつぐ……もとい、兼続！　かーねーつーぐ！　ですわ！　ぐっちょりーな、だのトンカチだの、とうとう『ぐ』だけになってしまってるのはどういうことですの！」

　憤ふん慨がいする兼続だ。

　しかしいつもの中等部の制服姿ではない。

　なにしろ小屋を自分で壊してしまったとき、服などもいっしょに瓦が礫れきにうまってしまっているのですぐには引っ張り出せない。そこで、

「それ、ぼくの？」

　宗朗の部屋に下がっていた学生服の、

「ちょ、ちょっと拝借しましたわ！」

　上着だった。

　下着は、これもとっさに身につけられず、兼続が着ているのは素す肌はだの上に宗朗の上着だけである。

「へえー、ぐっちゃんかっこいいの！」

　十兵衛が言う。

　たしかに少々……だいぶサイズは大きく、裾すそはロングスカート並だし、腕うでなどは二つ折りに捲まくり上げているが、不思議なミスマッチ感はあった。

「男物の制服でごわごわするかと思ったら、裏地がツルツルで肌はだ触ざわりも意外といいですわ。それになんだか、野や獣じゆう宗朗の匂においがして……」

　そこまで言って、急に顔を真っ赤にして言葉をなくす兼続。ごまかすように鬼灯に向き直ると、

「さっきはよくも小さくしてくれましたね！　身体が鋼になろうがどうしようが、ようはその身体ごとぶっとばせばいいのですわ！　きっちり借りを返してさしあげますわよ。覚かく悟ごなさいませ！」

　大鎚づちを鬼灯に向かって突き出す。

　鬼灯ももう土塀から身を起こし、立ち上がっていた。

「ふっふ。いまのは不意を衝つかれて不覚を取ったけれど、どれだけ飛ばされたって叩きつけられたって、ほら、鋼の身体はビクともしないわ」

　コキコキと首を振り、準備運動よろしく手て脚あしも折り曲げると、また伸のばし、

「こんどは、こっちから行くわよ！」

　そう言ったときには、もう兼続の直前に迫せまっていた。

「なんの！　ですわ！」

　横よこ殴なぐりに振り回まわす大鎚で対たい抗こうする兼続。

　こんどは銅ど鑼らを鳴らすような音がして、鬼灯は拳を、兼続は大鎚を弾かれる。が、

「まだまだ、行きますわよ！」

　ハンマー投げの投とう擲てき姿勢よろしく、一度目の回転で鬼灯の拳と相打ったあとも、そのまま二度目の回転に入って次の攻撃を繰り出していく。

　大鎚を打ち付けてしまえば、どうしてもいったん速度を失い、また振りかぶるのにも時間を要する。

　そんなタイムラグをゼロにする、兼続ならではの戦せん鎚つい術だ。

　だが、

「そんなバカでかい武器じゃ、隙すきがありありだわ！」

　大鎚の軌き道どうをかいくぐると、鬼灯の拳が伸びてくる。

「な、んです、の！」

　かろうじて柄の軌道で防いだが、そのまま三回転目に入るとどうしても背中を向けざるを得ない。

　その隙を衝かれる。

「そら！　そら、お返しだわ！」

　鬼灯の蹴けりが何度も入り、

「きゃぁあっ！」

　吹っ飛ぶのは、こんどは兼続の番だった。

「ぐつぐつさん！」

「兼続！」

　一直線に反対側の土塀にまで飛ばされた兼続に、道場の全員が声を上げる。

「ぐっちゃん！」

　十兵衛が飛び出そうとするのを、

「助すけ太だ刀ち無用、ですわ！　これは一対一の勝負。誰の助けも借りずにこの兼続、きっちり勝ってみせます、ですわ！」

　大鎚を杖つえ代わりに、身を起こした兼続が言う。頭を振ると、パラパラと漆しつ喰くいが飛び散った。

「ふふ、そんなことをいつまでも言っていられるかしら。そう。こんどは正面から打ち合ってあげましょうか。そのハンマー、鉄でできているわけじゃあるまいし、ハンマーごとぶち割って、こんどこそとどめを刺してあげるわ！」

　鬼灯が余裕で笑う。鋼に変化した拳を振り上げた。

「なんですの！　鉄でなくとも、鋼でなくとも、これは米沢杉すぎの御ご神しん木ぼくで作られた大鎚。中心にはお社を戴いただき、中には愛あい染ぜん明みよう王おうのご神体を蔵した、わたくしの分身ですわ！　それが、たかだか硬かたいだけの拳に、破られるとでも思いますの！」

　言葉は激しいものの、兼続の表情は不思議と涼すずしげだった。なにかの確信を得た、つかんだ、そんなふうにも見える。

「む？　あやつ、何をする……まさか」

「トンカチも、へえ、なるほど」

　幸村が言い、千姫が気づく。

　そんな中、兼続は目を伏ふせ、静かに呼吸を整える。

「……すぅ、はぁぁ、すぅ、ぅ……」

　紅潮していく頬。長いツインテールの髪が、燐りん光こうのような光を放つ。逆立つようになびいて、先せん端たんの鈴すずを鳴らした。

「小手先の術など、突破してあげるわ！」

　鬼灯が踏ふみ出す。兼続に向かって、短い距きよ離りを一気に詰めてくる。

　拳は右か、左か……繰り出すのは、

「両手で!?」

　両手拳だ。ふたつの拳がひとつに合わさって、真まっ直すぐに打ち出される。すべてをぶち抜ぬく、鋼の拳の、ダブルだ。

「ぐっちゃん!!」

「ウキュゥ！」

　これに対する兼続は、と誰もが気き遣づかう。やはり、いまにも飛び出したい気持ちを抑おさえて、兼続を見つめる。

　兼続は、目を伏せたまま何かをつぶやいていた。

「金剛峯楼閣一切瑜伽瑜祇経……」

　詠えい唱しようにも似たその言葉が、最後の一節を紡つむぎ終える。

「……愛染王品第五！」

　同時に両眼が見開かれた。

　炎の芯を思わせる明るい橙だいだい色いろが、兼続の身体の中心から光ひかり輝き、肌はだを通って外にまで漏れ出している。

　そんな瞳ひとみの紅。

　そしてそれは振りかぶった大鎚にまで伝わり、静かに灼しやく熱ねつさせていく。

「無駄よ！　すべてを打うち抜く鋼を、どんなものだって防げやしないわ！」

　鬼灯の拳が迫る。

「愛あい染ぜん明みよう王おうになり代わって、お仕置き、ですわぁぁああ！」

　兼続の大鎚の打面がまっすぐに向かい、真正面からぶつかり合う。

　音と光が弾はじけ飛び、燐光のような火花が八方へと飛び散った。まばゆい光の圧力に、見ていた宗朗も、

「兼続……！」

　思わず身を伏せそうになる。

「どうなった、の？」

　千姫も言う。光がじょじょに収まると、ふたりの姿が見えてきた。その場に固まったように、止まっている。

　兼続の大鎚に、鬼灯の拳がめり込んでいた。

　肘ひじの近くまでも、両りよう腕うでが埋うまっている。対する兼続は、両手で大鎚を保持したまま、再び目を閉じていた。

「……は！　は、ははははは！　どう!?　いろいろまじないを掛かけたって、鋼の力にはかなわない！　きっちりぶち抜いて！　……ぁ」

　拳を抜こうと、鬼灯が一歩下がった。

　が、そこで信じられないものを見る。

　腕の先が、なかった。

　兼続の大鎚と打ち合って、貫つらぬいたはずの両腕。その肘からやや先が、すっかりなくなっている。

　対する大鎚の打面は、「愛」の鏡文字も鮮あざやかに少しも傷つくことなく、まだ橙色の光を燃え立たせていた。

「ほひ？　ぁ、ぁ？　ぁああ！　あああ!!」

　信じられないものを見ると、それまでに出したこともない声、顔が現われてしまう。

　鬼灯は見開かれた目から涙なみだをにじませ、ほかにも洟はなやよだれをこぼす顔の乱れようで、それに気づく余裕もなく、ふらふらと数歩下がると、

「へぁ……」

　ぺたん、と尻しり餅もちをついた。

　とたん、究極奥おう義ぎの術式が解除される。

　パリン！　薄はく氷ひようでも割ったような音とともに、鬼灯の身体の表面からなにかが剥はがれ、消し飛んだ。

「腕が……！」

　鋼の身体が、生身の元の身体に置おき換かわる。

　なくなった腕も、戻って来ていた。

「ご覧のとおり、ですわ。愛あい染ぜん明みよう王おうのご加護が……きゃぁ！」

「ぐっちゃんっ！」

　が、兼続の勝ち名乗りは途中で途と切ぎれる。十兵衛が飛びついてきたのだ。抱だきつきながら、兼続もろとも地面に転がる。

「ちょ！　おやめなさ……ち、乳を押おしつけないで！　息ができませ……ぷふ、ぁ！」

「だってうれしいんだもん！　すごぉい！　ぐっちゃん！　ぐっちゃ、ぐちゃ……」

「ぐちゃぐちゃですわ、それでは！　ちゃんと名前を……ああ、もう！」

　いっこうに離れない十兵衛が兼続にからみついたままだ。

　大きな犬が主人に飛びついて倒たおし、そのまま身体をこすりつけて顔をベロベロとなめるような、

「あ、ちょ……！　顔、なめないで、ですわ！　く、唇くちびるはダメですわぁぁあ！」

　そのとおりの展開。

「……ほら、十兵衛、そのくらいにしておかないと」

　宗朗がいちおう止めるが、その顔もうれしさにほころんでいる。本気で止める気はなさそうだ。

「兼続も、真の『剣姫マスターサムライ』になった、ともいうわけじゃな」

「そんなに大それたものかしら。ひと皮剥むけた、っていうだけじゃない？」

　幸村と千姫。それに、又兵衛も小さくうなずいている。

「真の……『剣姫マスターサムライ』って、どういうことなんだい」

　宗朗が尋たずねると、

「わらわと千が、対甲賀くノ一戦で見せた、いっしゅの発現形態と言ってよかろう。それ以前、天あま草くさ・阿あ弖て流る爲いとの戦いの際、アストラル体への変化を経験して以来、「剣姫マスターサムライ」の能力がより高まると、アストラル体を呼よび戻すことが可能となる。こうなると、本体が生身なのかアストラル体なのか、わからぬがの」

　幸村が答えた。

「アストラル体への発現は、例の徴しるしが熱くなったりするように、『将』への意識の高まりによって起こるのよね。あの義仙が企くわだてた、徴にキスするとか、そのケガの功名みたいなものなんだけど」

　千姫も付け加える。徴にキス、のくだりでは、ポッと頬を染める瞬しゆん間かんも。

「『将』への意識の高まり……」

「うむ。あくまで意識の上でのことじゃが、……んん！　徴に口づけの、あの騒そう動どうでもわかるとおり、ちょっとした要素が加わると、より発現への道筋が通りやすいようじゃな」

「偶ぐう然ぜんなんでしょうけど、宗朗の上着をトンカチが着てたのがよかったみたい」

　そこまで言われても、すぐにはわからない宗朗だった。が、

「あ！　もしかしてぼくの……」

　思い当たる。なぜかちょっと赤面もする。

　宗朗がいつも着用している上着。

　そうと知っているだけで、それを身にまとうことは、兼続の「将」宗朗への意識をそうとうに高めた。

　さらに、下着もなく素肌に直接触ふれる着方になったこと。加えて、

「匂い、が……」

　そうポツリと言って赤面し、コクコクと首を縦に振るのは又兵衛だった。

「それもこれも、もしかしたら義仙が最初から企んでおったことやもしれぬ。あの女、何を知っておって、何を考えておるかはわからぬがの」

　幸村が言う、その表情はちょっと複雑だ。

　本来なら軍師たる自分から、そうした発想が出て来てしかるべき、という意識からかもしれない。

「でも、よかった。兼続が無事で。それになんだか、まえより元気みたいだし、な」

　そう言って宗朗が笑った。

「まあ、そうかもしれんの」

「そうね」

　そんな道場の面々の前で、

「ぐっちゃーん、ぐっちゃん、ぐちゃぐちゃ……ぐっちょんぶりけ！」

「もう名前にすらなってねえっぺよ！　ご、ごらぁ！　……い、いい加減に離しませ、ですわぁあ！」

　まだからみあっている十兵衛と兼続。だがどちらも楽しそうなのだった。

「……お、お、おぼえておきなさいよ！　この鬼灯の仇かたきは、仲間の甲賀くノ一がきっちりと、きっちり、と……！　ちょっと、聞きなさいよ！」

　いっぽうの鬼灯、なんとか立ち上がって土塀に取り付き、まさに逃とう走そうする一歩手前で捨すて台詞ぜりふを……なのだが、誰も聞いていなかった。

「くそおおお、ほんとにおぼえておきなさい、だわぁああ！」

　ひと声吠ほえて、姿を消す。

「あ、逃にげちゃった」

「つかまえて情報を聞き出すのではなかったのですか」

　半蔵が言うと、

「ま、いいわよ。笙子のことだし、おおかた察しがつくんだから」

　千姫がことさらなげやりに返し、

「そうじゃな」

　なぜか幸村も応じる。

　柳生道場の長い一日は、空が白み始めるころ、ようやく終わりを告げそうだった。
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「……鬼灯が、倒れたですか」

　天てん海かいが、つぶやいた。

　全学サークル評議会の部屋。

　一角に設けられた祭さい壇だんに、灯っていたろうそくが、フッ、と消えたのだ。

「それが香月來未の、鬼灯を表しているでありますか？　ていうかそんな「命のろうそく」みたいな仕し掛かけ、あったでありましたっけ？」

　いつもの副官、石榴ざくろがすかさずツッコむ。

　天海はそれには答えず、

「しかしまだ四人がやられただけ。残りを全勝すれば引き分けには持ち込めるです！　内容によっては、幕府のお目付方の評価も高くなって……」

「そんな、得失点差で予選リーグ突破みたいな、そんなことでいいんでありますか？　それになんだか、柳生道場の『剣姫マスターサムライ』たちは、新たな発現モードまで身につけてますます強くなっているような。ひょっとして我ら、ヤブヘビというものではありますまいか」

　石榴の言い分は、かなり正確で正しい物の見方とも言える。

「……データは集まっています。戦せん闘とうデータ、キャラクターデータ……データは、集まっているです！」

　それに対し、かなり苦しい天海の言い訳。

「データ、でありますか。データ取り、我ら、非破は壊かい検査、クラッシュテストみたいなものでありますか」

　もう天海は答えず、

「……次、行ってください、です」

「はあ」

「ようするに、柳生道場の『剣姫マスターサムライ』たちにいちいち勝たなくたって、『将』である柳生宗朗をメロメロにしちゃえばいいわけでしょう？」

　突とつ然ぜん、別の声が響いた。

　振り返かえる天海と石榴。いつの間に入って来たのか、部屋の隅すみに髪の長い少女が壁かべにもたれて立っている。

　奇き妙みようなことに顔までが長い髪でほとんど隠れ、ほとんど見えなかった。

「おまえは……！」

「ええと」

「繁縷はこべですよ！　箱はこ辺べ菜な奈な海み、高等部二年、水泳部部長よ！　そんなに存在感ないんですか、わたし！」

　キレる繁縷。

　もちろん、甲賀くノ一八はつ哥か衆しゆうの一員であり、箱辺菜奈海として武ぶ應おう学がく園えん塾じゆく高等部に在ざい籍せきする女子生徒だ。

　そのうえ、

「そうです！　おまえはあの千姫と同じクラスで、その点でも都合の良い、大変いいポジションにあるですね」

　天海が思い出した、とばかり手を打つ。

「へえー」

「いや、いままで忘れられてたっていうことね。へえー、とかやめてくれる。どうせわたしは地味よ。もともと存在っていうものが希き薄はくで……」

　菜奈海の周りの空気が暗く重く限りなくどんよりと沈む。

「い、いえいえ、地味で目立たず、周囲に溶け込むのが隠おん密みつとしての最大の利点です！　ね、ですよね」

　あわてて取りなす天海。石榴に視線を向ける。

「そうそう。地味なわりに、菜奈海とか、かわいい名前でありますよ」

「ぜんぜんそう思ってない！　思ってない！　名前だって、思ってないくせにいい！」

　さらに食い下がる菜奈海。

　ふだんの女子生徒状態では、かなり被ひ害がい妄もう想そう的な性格のようだ。

　菜奈海はハッと我に返って、

「ぁ、し、失礼を、いたしました。地味とか存在感がないとか、学芸会で木か石の役が似合ってるとか言われると、つい、頭に血が上ってしまって。でも怒おこっても、誰？　なんて言われてしまって」

「……」

「けれど、このわたしの特とく徴ちようは、天海さまがおっしゃるとおり長所！　長所を活いかして、見事、柳生宗朗を罠わなにはめてご覧に入れます。宗朗さえ使い物にならなければ、『剣姫マスターサムライ』たちもより高位の発動は不可能になりましょう。そうなれば残りの勝負は我らのもの。天海さまに必ずや、勝利の報をお届けに参ります」

　それだけ言うと、サッと身を翻ひるがえす菜奈海。

　部屋を飛び出し、あっと言う間に見えなくなる。

「……後半はけっこうくノ一っぽいことを言ってたです。わりと、期待できるかもしれないです」

「わりと、でありますか。ところでいまの、ええ、と」

「ええ、と。誰だったですか。名前名前……うーん」

　やはり存在感が薄うすいようだ。

「……ん？」

　繁縷がいた場所に、何か落ちているのを見つけた石榴が拾い上げる。

「文庫本、でありますか。……『全国仏像ガイド』？」
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「……んっ！」

　千せん姫ひめが大きく伸びをする。

　あくびのなりそこないがひとつ出て、じんわりと涙が滲にじんだ。

　午後の教室。もちろん授業中だ。

　気まぐれで登校してみたはいいが、

「は。やっぱり退たい屈くつなのよね」

　自分で決めた、いちばん後ろ窓側の席で、ぼんやりと窓の外を眺ながめる。

　半はん蔵ぞうはもちろん、宗むね朗あきらも十じゆう兵べ衛えも、幸ゆき村むらも又また兵べ衛えも同じクラスなのだが、幸村は例によって、なにやら研究と称しようして離はなれに籠こもり、又兵衛はお伴とも。

　十兵衛はお腹なかが痛いと欠席で、千姫が道場を出るころには佐さ助すけといっしょに寝ねていた。

「女のコの日なの？　そういうの、あるの？　あの子」

　半蔵とは教室にまでいっしょに来たが、ちょっとした用事で使いに出していた。なので道場組は、千姫のほかは、やや離れた斜ななめ前まえに座すわる宗朗だけ。

「あいつ……」

　わずかに見える宗朗の横顔をじっと眺める。

　真面目まじめに授業を受けている宗朗は、千姫の視線に気づかない。殺気など向けていないのだから、反応しなくとも問題ないのだが、

「なによ、千せんがこんなに見てるのよ。少しは気づきなさいよね」

　プッ、と唇を尖とがらせた。

　つかの間かも知れない、平和な午後。

　こんな時間がずっと続いてくれればいい、とも思う。けれど、

「なにもなければないで、することがあるじゃない。もっと、千のことを気にするとか、話しかけてくるとか、もっと……き、キス……」

　どれも、授業中にはとうてい無理なことだ。

　それでもつい想像してしまう。

　クラスの生徒たちは、みんな千姫に親切ていねいだ。下へも置かない扱あつかい。

　それはもちろん、千姫が徳とく川がわ将軍家の姫ひめ君ぎみだから。

　次期将軍となる徳川慶よし彦ひこが実じつ兄けい。その慶彦は高等部の生徒会から全学に大きな影えい響きよう力りよくを持っている。

　もっと、支配していると言ってもいい。

　その妹の千姫が、たとえ生徒会の副会長をいまは辞やめているとはいえ、気にされないわけはないのだ。

　どうあっても、なにがどうなっても、千姫はつねに注目の中にある。

　成功すればしたで、失敗したらそれこそ。

　生徒たちの口くちの端はに上り、ありとあらゆることを言われてしまう。

　彼かれら、彼かの女じよたちのウワサの中で、千姫はとんでもない姿にされ、あらゆる痴ち態たいさえ見せてしまうだろう。

「どうせ、なにをやってもやらなくても、千はそう。そういうことになっているのよね。だからもう人の視線も口も、気にするのを止めたんだから。気にしたって、言い訳したっていいかっこをしたって、変わらない。どうせ変わらないんだったら、千は千の思い通りにするわよ」

　ぼんやりと、視界に宗朗の横顔がずっと映り続けている。

「あいつ……千のことをずっとごまかして、拒こばんで、そのくせ守って、大事に、してるだなんて。どっちなのよ。どうしたいのよ、もう！」

　急に大きな声が出て、クラスの生徒たちが振り返った。その中に宗朗もいて、一いつ瞬しゆんののち、笑え顔がおを千姫に向ける。

　ドキッ、とする。

「な、な……（なによなによ、なによ！）」

　さすがにもう声は出せない。

　教師が注意するほどでもなくて、クラスの全員ももう黒板のほうを向いてしまっている。宗朗もそうだ。

「（なによ、千をいつもほうっておいて、だから、こんなに……）」

　意識したせいか、急に身体が熱くなる。

　すると例の徴が疼うずき始める。

　太ふと腿ももの内側。超ちようミニにした制服のスカートの、それでも中に隠かくれてしまうほどの位置にある「剣姫マスターサムライ」の徴の痣あざ。

　そんな場所にあるからなのか、疼くとひどく切なくて、ときに声を上げそうになってしまう。

　もじもじと腿ももをすり合わせる。

　こみ上げてくる熱いものに戸と惑まどう。すっかり下半身が熱く潤うるんで、それが上半身にまで登って来ようとしていた。

「（『将』を強く意識することで『剣姫マスターサムライ』の力が発現するだなんて、そんなの、戦いでもなければ、じゃ、邪じや魔まなだけじゃない。困るのよ。こんな、身体にされて……ほんと、責任とってよ、責任、とりなさい、よね！）」

　ギュッと握った拳こぶしの中で、爪つめが手のひらに食い込む。

　ハッ、と顔を上げる千姫の視界。窓の外に、午後の陽光にきらめく屋内プールのドーム屋根が映った。

　ガタッ。椅い子すを突き飛ばすように、千姫が立ち上がる。

　こんどこそ、さっきよりも明確に、クラスの全員が振り返った。

「どう、しました、徳川さん」

　教師が言う。やはり千姫には配はい慮りよしている。

　千姫は、

「ちょっと、泳いでくる。千に関係なく、授業は続けてちょうだい」

　言い捨てると、ふたつあるドアのうち、後ろから足早に出て行った。

「泳ぐ……はぁ」

　教師も呆あきれて口が……状態。生徒たちもひそひそと言葉を交かわし合う。宗朗だけは、

「ほんと自由過ぎるなぁ、千姫さま」

　クス、と笑った。



　　　　　２



「なによなによ、なによ！　あー、イライラするんだから！」

　誰もいない廊ろう下かを歩きながら、千姫が声を上げる。言ってしまって立ち止まり、ぎゃくに泣きそうな顔を見せる。

「イライラ……してるんじゃないのよ。ムカついてるのでもない。ただ……」

　さっきから身体が熱くてたまらない。じっとりと汗あせも滲んで、気持ちも悪い。

　そんなとき見えた屋内プールの建物に、つい反応してしまった。思い切り泳げたら、どれほど気持ちがいいだろう。

　校舎内はまだ授業中の時間だ。生徒も教師もみんなクラスに詰め込まれていて、廊下はひと気もない。

　プールはどうだろう。

　長い渡り廊下を通って、体育館の隣となりのプールにたどり着いた。

　大きな両開きのドアの片方を開けると、

「わぁ！　いいじゃない！」

　そこは観客席で、すり鉢ばち状に降りたところに競技用のプールが、なみなみと水を湛たたえた水面を見せていた。

　誰もいない。いまは水泳授業のクラスはないようだ。

「そうとなったら！」

　いますぐにもプールへ跳とび込みたい。

　千姫は小走りに通路を駆かけ下おりていた。

　天てん井じようのカクテルライトが水面に反射して、わずかな波間に光がきらめいている。見ているだけで、冷たい水が肌を冷やす、そんな瞬間が予感できた。

　汗が、いまにもきれいに引いていきそうな……。

「あ」

　プールサイドまで来て不意に千姫が立ち止まる。

「水着、持って来てないじゃない。バカ、バカ！　ぁー！」

　すでに観客席との間を分けるフェンスを乗のり越こえて、水が足を洗うところまで来ていた。靴くつとニーソックスはとっくに脱ぬぎ捨てている。

「しかたない、わね」

　脚あしを濡ぬらす程度でがまんしようか、そう千姫が思ったときだ。

「泳ぐなら、つきあいますよ、千姫さま」

　声が、スタンドから降ふってきた。

「……宗朗!?」

　千姫が顔を上げる。

　少しまえまで千姫がいた通路に、宗朗が立っていた。降りてくる。

「なによ、千を追いかけて来たの？　授業は、どうしたのよ」

　言いながら、つい顔がほころんでしまう。それが気に入らなくて、わざと声を尖らせてみたりした。

「千姫さまが出て行ったので、つい。たまには、いいです」

　宗朗が笑った。

「そうね。こんなに気持ちのいいプールなんだもの」

　千姫も笑う。

　誰もいないプールで、宗朗といっしょに泳げたらどんなに……そう思う。想像が脳のう裏りを駆け抜けて、それだけでキュゥン、と身体の中心が疼いた。

「泳ぎましょうか、千姫さま」

「でも、水着がないのよ。ほんと、残念なのだけれど」

　驚きながら答える千姫。思わず宗朗の顔を見つめる。

　けれど宗朗から返ってきた答えに、もっと驚かされる。

「水着がなければ下着で泳げばいいですよ。いや、いっそ裸はだかだっていい。どうせ誰もいないんだから」

「え、え!?　で、でも……（おまえが、宗朗がいるじゃない！　なのに千だけ裸になれるわけ……む、宗朗、も？）」

　宗朗の前で裸になる自分を想像して、千姫は胸がドキドキしてきた。ほんとうに、耳の横で太たい鼓こでも打ち鳴らされているみたいに、心臓の鼓こ動どうが痛いほど聞こえる。

　だけれど次には、宗朗までも裸で自分の隣にいる、と思うと、それはさらに加速して、

「ぁ……ぁ」

　キュゥンと疼く太腿の徴。

　それ以上に、ムズムズする腿の奥おくや、身体の中心からこみ上げてくる潤うるみが、すっかり千姫の身体を熱くしていく。

「だいじょうぶですか、千姫さま」

　よろけたのだろう。宗朗に肩かたを抱かれ、支えられていた。

　ドクッ、ン！　もう心臓の拍はく動どう以外に、身体の中をなにかが暴れて、いまにもはち切れそうだ。

「ば、バカね！　できるわけないじゃない、そんなこと」

「できますよ。ほら」

　そう言うと宗朗が、千姫の身体をなでるように手を滑すべらせていく。

　肩をつかんでいた手のひらが腕へ、さらには腰こしへと移って、さわさわとなでる。衣類の上からとはいえ、ひどく心ここ地ちよく、そのうえ、

「ぁ、ぁ……やめ、なさい、よ、そんなに、したら……（感じちゃう、じゃない！　感じて……あ、あふれて、来ちゃうからぁあ！）」

　宗朗の手のひらは、さらに千姫の腰から下腹をさぐり、その上へ。気づいたときには、胸までに這はい登ってきている。

「ちょ！　っと、宗朗、やりすぎよ。そんなにさわっていいなんて……ひゃ、ぁん！」

　肩が軽くなったと思うと、足元に上うわ掛がけが落ちて、わだかまっていた。

　プールの水が豪ごう華かな上掛けにどんどん浸しみていく。けれどそんなことよりも、

「千姫さま、ほら、楽にして」

「な、なに言ってるの、よ……」

　ふだん上掛けを羽織っている分、短くした制服の上着。胴どう回まわりの紐ひもも解かれていて、その背中にまでスルッ、と手のひらが入って来る。

「きゃっ！」

　素肌を滑る手のひらに驚おどろいて身を震ふるわせると、プルッ、胸回りが急に自由になった。

「な、なにをしたの、宗あき……らっ！」

　下着のブラの締しめ付つけがなくなっていた。

　背中のスナップを外された、と千姫が思ったときには、その自由になった胸にまで手が、

「きゃぁあああ！　ぁ！　ぁ……んっ！」

　驚きから迸ほとばしる悲鳴が、すぐに甘あまい艶なまめきを帯びてくる。

　背中から回り込んだ宗朗の手が、裸の乳ち房ぶさに触れ、すっかりつかんで、自在に揉もみ回している。

　右も、左の乳房も。

　Ｆカップと千姫自身が言う豊かすぎる膨ふくらみが、たゆたゆ、ふるんふるん、ゆよんゆやん、揺ゆれ乱れる。

　重みとやわらかさを伝えるその動きの中、みずみずしい乳房が歪ゆがみ、ひずんでは、元へ戻もどる。

　繰くり返すうち、すっかり熱を持って、胸の先を尖らせた。

「千姫さま、どうしたんです。もうこんなに」

　宗朗が背後にぴっちりと密着している。肩かた越ごしにその声が聞こえ、吐と息いきまでが千姫の耳をくすぐる。

「ば、バカぁ！　おまえがさわるから……揉んだりしていいなんて、く、ぅぅ、んっ！」

　子犬のような声を漏らす千姫。

　宗朗の手に胸を自由にされて、いつものように強気ではねつけることができない。

　されるがまま。そのうえ、徴に近い下半身は、もっと大変なことになっていた。

「もっと自由になりましょう。ぼくが千姫さまをずっと、気持ちよくしてあげますよ。ずっと、これまで感じたことのない、気絶するくらいの快楽を……」

「だ、ダメよ。千だけこんな……ぁ、ああ、ぁ！」

　宗朗のもう片方の手が、スカートの上を撫なでた、と思うともうその中へまで潜もぐり込んで来ていた。















「もうすっかり熱くなってますよ、千姫さま」

「ほ、ほんとにダメ、ほんとに、ダメなんだからぁ！　これ以上、これ……（徴の痣に触れられたら、どうなっちゃうの。千、どうなって……！）」

　おののく千姫の下腹部から、ショーツをなぞるように宗朗の手のひらが這い回る。その、腿の付け根にまで食い込んでくる。

「ほら、千姫さま」

「そ、そこは……い、イヤぁ！　千は、おまえに、宗朗に、ちゃんとキスして、ほしいの。キスしてほしいだけ、なんだから、ぁ……！　く、ぅぅ……」

　ビクッ、ビュク！　千姫の身体が大きく震える。

　そうして緩ゆるんだ太腿の奥へ、宗朗の手がとうとう入り込む。触れる。熱く火ほ照てった徴の痣。指がなぞる。

「……っ！」
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　瞬間、千姫の目ま蓋ぶたが見開かれる。

　堪たえきれずに閉じていた瞳が、鮮やかな光を帯びる。

「千姫さま？」

「何者！　この千の身体から、離れなさいよ！」

　振ふり払はらうのと同時に、宗朗も飛び退すさっていた。プールを背にして、困ったような表情を見せる。が、すぐに、

「そうですか、もう少しだったのに、残念よ」

　笑う。その顔を、宗朗自身の手がつかむ。と、

「ぁ！」

　千姫の目の前で、宗朗の顔が裂さけて千切れ飛ぶ。その中から出てきたのは、

「箱はこ辺べ菜な奈な海み。繁縷はこべとおぼえていただこうかしら」

　繁縷だった。続いて制服も一度に脱ぎ捨てると、身体にぴったりした競泳用の水着を身につけていた。

「お、おまえ……誰だれ」

「あああ!?　また？　またなの？　菜奈海よ、箱辺！　同じクラスでしょう！　高等部一年のときからいっしょなのよ！」

　繁縷が叫さけぶ。ギリギリギリギリ、歯ぎしりの音も混じる。

「そうだっけ。地味だからわからなかった」

「地味って言うな！　地味……どうせ地味よ。わたしは地味くノ一よ！　だけどわたしの力は、どう！　そっくりに化けることができるの。対象の顔をそっくり写して、自分の顔にできるのよ！」

「あぁ、それでもとの顔が地味なんだ」

「違ちがうわよ！　い、いや、違わない、けど」

　千姫がいみじくも看破したとおり、長い髪かみで顔を覆おおっていなくとも、繁縷はどこか特徴のない、憶おぼえにくい顔だった。

　それ自体は整っているし、醜みにくいわけでは決してないのだが、なんともメリハリがなく、ようは限りなくモブキャラ顔。

　しかしそれゆえ、ベースの地顔の上に忍にん法ぽうで作った肉のマスクを張り付けることで、どんな相手の顔にもなることができる。

「おまえ、宗朗の顔を盗ぬすんだのね。どうやって」

　千姫が問うと、

「簡単よ。目立たないとはいってもいちおう宗朗とわたしは同じクラス。その痕こん跡せきはいくらだって怪あやしまれずに集めることができるわ」

「痕跡？」

「ええそう。簡単に言えば細さい胞ぼう、ＤＮＡなのよ。宗朗の髪の毛け、皮ひ膚ふ、唾だ液えき……」

「唾液!?　おまえ、まさか」

「まさか？　あ……き、キスなんてしてないわよ！　そんなことより、飲みかけの缶かんジュースの缶を取とり替かえるとか、いくらでも方法はあるわ」

　そうした情報が多いほど、繁縷の忍法は精度が増し、ほんものそっくりに化けることができるのだ。

「これぞ甲こう賀が忍にん法ぽう、肉顔写し！」

「そのまんま、ね」

　千姫が半ば呆れるなか、こんどは繁縷が問う番だった。

「それにしてもどうしてわたしの正体を見破ったの。あそこまで堕おちて、ずいぶん気持ちよさそうだったじゃない。それを」

「う、うるさいわね！　……そうね、おまえも他ほかの八哥衆と同じで、どうにも詰つめが甘いっていうか、千の徴の痣に宗朗が触れたなら、あんなもので済むわけがないんだから。なのに、おまえの指が徴に触れても、ちっともなにも起きなかった」

　宗朗だ、と思いこんでいたために、その愛あい撫ぶに感じてしまった。

　しかし恐おそれていた、肝かん心じんの徴の痣に触れられても、それ以上少しも千姫の身体が反応することはなかった。

「『剣姫マスターサムライ』の身体は、『将』を間ま違ちがえたりしないんだから、ね！　……それは、最初はちょっと。だって、うれしかった、から……」

　だが最後にはきっちりとはね除のけ、その操みさおを守っている。

「そう。ちょっと計算違いだったのかもねえ」

「かも、じゃないわよ。ぜんぜんダメじゃない。半蔵！　千の薙刀なぎなたを……ぁ、使いに出だしちゃってたんだっけ」

　サッ、と薙刀を突つきつけようとして、手元にないことに気づく。

「武器もなくて、どうやってわたしと戦うつもりなの」

「そうね。でもいまは……」

　千姫が瞳を閉じる。

　わずかの間に、その身体の中で炎ほのおが噴ふき上あがり揺らめくように、肌はだが輝かがやいた。やがて、

「どう。こんなこともいまならできる」

　その手に愛用の薙刀・花はな散ちらし丸まるが握にぎられていた。

「『剣姫マスターサムライ』の能力を戦いに活かすと、こんなこともできるのよね。まぁ、『将』を意識して徴に集中する、っていうことが重要、かな」

　なぜか顔を赤らめる千姫だが。薙刀のかまえは揺るがない。

　が、繁縷は競泳水着の姿のまま、武器を取り出そうともしない。

「戦いに備えて『変身』とか、どんどんバケモノになって来てるみたいね」

「な、なによ！　そっちこそ『変装』が解けたらもう降参なわけ。そうね、こんな身近に八はつ哥か衆しゆうがいるとは思わなかったけれど、それがおまえたち、地味～なくノ一の本領発揮ってところだものね」

「じ、地味って言うな！」

　地味ネタにだけは、真顔で反応する繁縷だ。

「地味な攻こう撃げきはそこまでか、って、聞いてるのよ。でなければ、こっちから行くわよ！　ちょうどいい、生いけ捕どりにしておまえたちの情報、洗いざらい吐はいてもらうわ。……笙しよう子このことなんてだいたい察しがつくけどね。ほら、行くわよ！」

「ふふ」

「なによ、笑って余よ裕ゆうぶろうったって、そうはいかないんだから、ね！」

　だが繁縷はほんとうにおかしそうに笑うと、ようやく顔を上げた。

　長い髪に隠されていた表情が露あらわになる。確かに地味な、凹おう凸とつの少ない顔。目も細く、眉まゆも薄く、唇も……。

「あ！　いま地味だ、って思ったね！」

「だって、地味だし」

「地味じゃない……もういいわ！　ふふ、さっきあれだけ身体を自由にされて、なんにも感じなかったの？　わたしがなにもしなかったとでも？」

　繁縷はそう言うと、片手をかざし、スイッチを押すように指を摺すり合あわせた。

「え、なにを……ぁあ！」

　千姫の背中から煙けむりが立ち上る。あわてて振り向むくが、すでにどうすることもできない。

「なによ、これ、ぅ……」

「だいじょうぶ。ヤケドなんてしないから。ちょっと眠ねむってもらうだけ。ちょっとが、永遠でなければいいけれど」

　千姫の身体をまさぐりながら、繁縷が背中にごく小さな小こ袋ぶくろを張り付けておいたのだ。

　時間によってそれは化学変化を起こし、ガスを発生する。千姫の意識を奪うばう、催さい眠みんガスだった。

「『剣姫マスターサムライ』もガスを無効化することはできないみたいね」

「してやられたっていうの、千が……。ぅ、ぅ……宗朗」

　やがて千姫の身体は眠るようにプールサイドに崩くずれ落おちる。

　改めて繁縷は近づくと、屈かがみ込んで千姫の顔に顔を近づけ、

「これだけの生の『資料』があれば、髪の毛なんていらないわ。直接、採取してあげる……んっ」

　唇を、重ねる。唾液をすすりあげると、どこからか取りだした粘ねん土ど状じようの塊かたまりに混ぜ合わせる。

「ふふ……」

　たっぷりとこね回し、やがてじょじょに形ができてきた。

　始まってから三分もたたぬうちに、それが完成する。繁縷は両手でかざし、押し頂いただくように自分の顔に、押しつけた。

「ぁ、ぁ……できたわ。出来も申し分ないわね。わたしが徳川千、千姫、よ……！」

　長い髪をかき上げる。

　そこに紛まがうことのない、千姫の顔があった。
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「御お姫ひいさま、お戻りだったのですね」

　道場客間の奥の部屋。半蔵が戻ると、すでに上座には千姫が座っていた。

「あら、半蔵ごくろうさま」

　そう言うと、軽く目を伏せる。優ゆう雅がに口もとをほころばせた。

　言うまでもなく、この千姫は繁縷だった。

　千姫の帰宅を装よそおって道場に入り込むことにまんまと成功している。

　ちなみに、こんなときの警けい戒かいのために設けられている幸村の結界は、というと。

「……くすぅ～、はぁぁ、むにゃむにゃ」

　前夜、紐育ニューヨーク市場での電脳株取引を徹てつ夜やでしていたせいで、幸村本人がいまはすっかり離れで夢の中。

「……ウキュゥ」

　ひとりと一匹ぴきの主従は寄より添そうように眠っていた。

　繁縷のほうも、千姫をあくまで装っている以上、最後の最後まで剥き出しの殺気は封ふう印いんしているから、現時点では幸村にも知覚しにくい。

「（服部はつとり半蔵、徳川千の従者か。甲こう賀がと伊い賀がの違いはあっても、同じ忍にん者じや、くノ一。もっとも厄やつ介かいな相手かもしれないわ。気づかれないよう注意しなくては……）まあ、楽になさい、半蔵」

　やさしく声を掛かける繁縷。しかし半蔵は青い顔で平へい伏ふくする。

「あ、あの、御姫さま、じつは……」

「どうしました？」

「は、はい。生徒会の事務局に、それまでどおり副生徒会長職の手当と、機密費を自由に使わせろ、と談判するよう仰おおせつかって、行ってまいりましたが、やはり、もう副会長を辞した御姫さまには無理、だと……」

　ようは、自由になる金（学園内でのみ通用する特とく殊しゆチケット）がないせいで、日々の食事にも事欠く状態（道場では、みんなで食事をすることができる。が、幸村の金きん融ゆう取引のおかげなので、気に入らない）を、なんとかしてこい、という千姫の無理難題の命令だったのだ。

「はぁ。（もう副会長じゃないのにお金だけくれとか、どういう性格なのよ、徳川千！　て、いま、わたしが千なのよね）」

「も、申し訳次し第だいも……！　このうえは半蔵、いかなる罰ばつ、お仕置きをも受ける所存でございますぅぅ」

　なんだか語ご尾びがよろこびに震えているような気がしたが、繁縷はあくまで部下の失敗を寛かん大だいに許す上司というふうに、

「半蔵、おまえもできる限りのことはしたのでしょう。そうであればしかたがないわ。もうそのことは忘れて……」

　振る舞まおうとすると、半蔵は驚いたように顔を上げて、

「え……いま、なんと。御姫さま、今日は体調がお悪いのですか？　もしやお熱でも！　そのようなことでしたら、すぐに夜具を敷しきますので横に……それとも医師を呼びましょうか？　大事になったら……」

　あたふたし始める。

「い、いえ。わたしは……千は、なんともありません。体調も万ばん全ぜん。気分もとてもよいですよ。気き遣づかいには及およばないわ」

「でも……いつもの、四よつん這ばいになっていいとおっしゃるまで御姫さまの脚をおなめするですとか、そもそもニーソックスを口だけで下ろして着き替がえをお手伝いするですとか、もっと、馬になって御姫さまを背中に乗せたまま、部屋中を歩く、とか、なぜなさらないのですか。もしかして、もう半蔵をお嫌きらいになったのですか」

「え、え？　いえ（な、なに？　いつもそんなことしてるの？　なにこのふたり。ヘンタイじゃない！　ヘンタイ主従よ。それになんだか、半蔵のわたしを見る目が……ま、まずいわ！　疑われてる！　いつもの徳川千のすることをしないから、偽にせ物ものだってバレてしまうわ！）」

　涙なみだ目でじっと見つめる半蔵に、あたふたする繁縷。迷ったあげく、

「わ、わかったわ！　そうね、今日は千が、おまえにとっておきのお仕置きをしてあげるわよ！」

　とは言うものの、具体的にどんなお仕置きをしていいかわからない。

「まぁ！　ほんとうですか、御姫さま」

　とたん、眼めをキラキラ輝かせて千姫を見つめる半蔵。期待にいろいろ膨らませている。

「（うわぁ～、ほんとのヘンタイだ……、って呆れてる場合じゃないのよ。ここでバレたらせっかく肉顔写しで徳川千に化けた甲か斐いがない。しかたない、なんとか、いいヘンタイプレイは……）そうねえ」

「御姫さま？」

「え、えと、ええと……そう、そうだわ！　半蔵、覚かく悟ごなさい。おまえを裸にしたうえ、亀きつ甲こう縛しばりのグルグル縛しばりにして、三角木馬にムチ打ちの刑けいよ！　いいこと！」

　指さし、言い切る繁縷。が、

「裸で亀甲縛りの、三角木馬に鞭むち打うち、ですか？」

　半蔵が一転、疑わしそうな目で見返してくる。

「え？　違った、かしら（違った？　間違った？　いくらヘンタイ主従でもそこまではやってないの？　言いすぎた？　あああ、焦あせりすぎよ！　三角木馬なんて、いくらなんでもあるわけないじゃない！　せっかく潜せん入にゆうしたのに、こんなことで……、わ、わたしのバカバカ、バカ！）」

「あ、ありがとう、ございます！」

　突然、ガバ、と平伏する半蔵。

「へ」

「裸で亀甲縛りの恥はずかしさ、三角木馬に股またがされ、ムチ打たれる屈くつ辱じよく、半蔵、いつぞやのお仕置き、かたときも忘れたことはございません。けれど、御姫さまも憶えておいでになったのですね。うれしい、うれしゅうございます」

　別の意味で涙目になっている。

「あ、え……はあ、あ？」

　そして三分後。

　ガラガラと大きな音とともに、

「はぁ、はぁ……納なん戸どから出して参りました。お待たせして、申し訳ありません」

　引き出される三角木馬。ていねいに、積み木のような馬の顔までついている。半蔵の顔が紅潮しているのは、重労働をしたせいだけではなさそうだ。

「ま、まあ（あるの？　三角木馬、あるの？　てか、あるし！　どうなってるの、この主従、てか、どうにもならないわよ、こんな！）」

「では、ご存分に。御姫さま」

　頬ほおを染めた半蔵が、自身の制服のボタンに手を掛けた。
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　約一時間後。

「……はぁ、はぁ、はぁ、な、な、なんとか、終わったわ。ていうか、ごまかした？　限界よ。よくやったわ、わたし、繁縷、上出来よ！」

　げっそりした顔で道場の廊下を歩く繁縷がいた。

　もちろん千姫の顔、それに姿だ。ひたいの汗を拭ぬぐう。

「まったく、どうなってるのよ、変にもほどがあるわよ。こんなことを毎日しているなんて、徳川千、恐るべしかも。いえ、恐ろしいのはあの半蔵のほうかもしれないわね」

　その半蔵は……。

「……んー、んんー、んー（御姫さま、どちらですか？　御姫さま、ひと休みですか。もう終わりで……）」

　客間の中心にドンと据すえられた三角木馬の上、全ぜん裸ら亀きつ甲こう縛しばりで跨またがり、目め隠かくしと猿さるぐつわをかまされていた。

　その肌のあちこちに、ピンク色の軽いミミズ腫ばれができている。

「ん！　んんっ、んぅ！（わかりました！　放置プレイなのですね！　放置されて羞しゆう恥ちと屈辱を味わう。味わっていますとも！　半蔵、いつまでも御姫さまをお待ちします。お待ち、いたしております……！）」

　わずかに見える表情が、よろこびの色で紅潮していた。

「はああ～……」

　大きなため息とともに、濡れ縁えんに座り込みそうになる繁縷。

　と、濡れ縁を降りた庭に、なにやら瓦が礫れきが小さな山になって積まれているのに気づく。

「なにかしら、汚きたないゴミをこんなに。庭はきれいに掃はかれているのに」

　不ふ審しんに思った繁縷が、ちょうど立てかけてあった箒ほうきの柄えで、叩たたく、突く。すると、

「なにをするんですの！　わたくしのマイコテージに！」

　飛び出して来たのはもちろん、

「あ、あなた、たしか直なお江え、兼かね続つぐ……」

「違いますわ！　ぐつぐつ……ぁ」

　自分の名前をあだ名で名乗ってしまう、ある意味、兼続のいつもの展開。

「え、ぐつぐ……？　それに、わたくしの、なら『マイ』は要いらないんじゃないの……」

　呆ぼう然ぜんとする繁縷。それにしても、と思う。

「（なんでこんなガラクタの中にいたのよ。たしかこいつ、あの鬼灯ほおずきを倒たおしたっていう、かなりの使い手『剣姫マスターサムライ』と聞いたけど、ただの……）バカ？」

「はぁあ!?　バカとはなんですの？　いくら徳川の姫君で主筋とはいえ、聞き捨てなりませんわ！　……あ、れ、さっき確か、直江兼続、と」

　突然、気づいた兼続が怪け訝げんな顔になる。

　ところで兼続。

　対鬼灯戦のおり、自分で壊こわしてしまった自じ称しようコテージの本格的修理にはまだ着手できず、とりあえずあちこちを繋つないだ応急状態で住んでいるのだ。

　そのため繁縷に、ガラクタ、ゴミ、と思われ、箒で突かれてしまった。犬小屋からゴミへと、さらなる転落である。

「あ、いえ……ごめん、なさい」

　思わずあやまってしまう繁縷。

「へ、ごめんなさい？」

　兼続がこんどは、キツネにつままれたような表情だ。

「（ま、まずい。そうだわ、あの徳川千なんだから、こういうとき……）ん、ん！　なによ！　こんなところにゴミを置いてるおまえが悪いんだからね！　兼つ……ぐつぐつのくせに、千に楯たて突つくなんて一万年早いんだから、ね！　（こ、こんなところで、どうなのよ。どう……）」

「……まあ、そうですわね」

　兼続が矛ほこを引っ込めたので、ホッとする繁縷だったが、

「なにか悪いものでも食べましたの？　なんだかいつもより迫はく力りよくがないような」

　こんどは身体を気遣われてしまう。

「そ、そうね！　ちょっと体調がすぐれないのよ。（ここはさっさと切り上げないと。こんなハンマー女につき合ってるヒマは……）それより、宗朗を見なかったかしら。急ぎの用事が……ぐへえ!?」

「せーん姫、さん!!」

　が、言葉の途と中ちゆうで繁縷は、背後からの衝しよう撃げきをまともに受けて吹ふき飛とばされる。廊下をゴロゴロ転がったあげく、柱に思い切り頭をぶつけた。

「い……痛た、た、なんな、の……」

　頭を押おさえてうずくまる繁縷に、

「あー、ごめんなさいなの！　だいじょうぶ、千姫さん？」

　駆け寄った十兵衛が心配そうな顔を寄せる。

「だ、だからなんだって……いきなり背中へ跳び蹴げりするの!?　あんたたちは、いつもこんなことしてるの？」

　まだプルプル震えているのは痛みだけでなく、怒いかりのせいかもしれない。繁縷が言うと、十兵衛はキョトン、と驚きの顔を向けて、

「うん、そうだよ。だって千姫さんが、十兵衛はまだまだ修しゆ行ぎようが足りないから、いつでも襲おそって来なさい、って。だから十兵衛、がんばって瓜うりを突こうって思うんだけどぉ」

「それを言うなら『不意を衝つく』、ですわ！」

「あ、そうそう！　うん、でもいつも千姫さんは、さらってかわして十兵衛のことポンって突いて、『まだまだね、精しよう進じんなさい』って言うからあ」

　どうやら十兵衛の修行の一いつ環かんのようなのだった。

「（なによ、そうだったの!?）そ、そう。そうだったわね。千としたことが、ちょっと忘れていたのよ。ええ、なかなかできるようになったわよ、十兵衛」

　なるべくなにげない顔をして立ち上がる繁縷。

「ほんとお？　わーい、千姫さんにほめられちゃった！　十兵衛うれしい！」

　諸もろ手てを挙げてよろこんだ十兵衛が抱だきついてくる。

　ここは余裕を見せて抱き留とめて……、と思う繁縷は両手を広げて微笑ほほえむ……が、

「げふっ！」

　思い切り、肩からの当て身をくらった。またも、吹っ飛ぶ。さっきも身体ごとぶち当たった壁かべが、凹くぼむほどだ。

「な、なにするのよ！　こんどというこんどは、せっかく……！」

「あれぇ？　いつもだったら千姫さん、十兵衛が飛びつこうってしても、ひらっ、って稲いな作さくなのにぃ」

「それを言うなら『いなされる』ですわよ！」

　またも兼続の指し摘てきはあったものの、これもまた十兵衛と千姫の日常であることは変わりない。

「そ、そうなんだ。そう、よね、そう……おほほほほ！　（ほんとにこうなの？　いつもこうなの？　この道場ってこんななのぉ!?　ダメ……ダメダメダメ！　こんなところにいたら変になる！　早く逃にげないと死んじゃうぅぅぅ！）」

　再度、なんとか立ち上がった繁縷は、かろうじて余裕を装い、

「そ、そうそう。宗朗はどこかしら。千は宗朗に用があったのよ」

　言った。ビクビクしながら。けれどなんとかそれを隠しながら。

「お兄ちゃん？　お兄ちゃんだったら、さっきまでお風ふ呂ろの釜かま焚たきしてたよ」

　十兵衛の答えに、

「風ふ呂ろ焚たき？　宗朗が？　（宗朗って『将』じゃなかったの？　ここでは『将』に風呂の釜焚きなんかさせてるの？）」

　またも混乱する繁縷。

「あ、もうそろそろお風呂の用意、できるんじゃないかなぁ。千姫さん、入れるよぉ」

「お風呂に、入る……？」

「うん。だって千姫さん、一番風呂ん風呂んじゃないとイヤだって、いつも一番にしか入らないし」

「一番風呂、で、風呂は一回でいいですわ！」

「はあ。一番風呂（徳川千が言いそうなことね。でも、これはチャンスかも。お風呂なら柳生やぎゆう宗朗を誘ゆう惑わくして墜おとすことだって）……そうね、一番風呂ね！　わかったわ！」
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「……ここまで来れば、ある意味安心ね」

　心地よい湯気が浴場内を満たす。

　たっぷりとした湯の中に身を沈しずめて、繁縷はホッとした声を漏もらした。

　柳生道場の浴場は、本来、稽けい古この門もん弟ていたちが大勢一度に入れるよう、かなり広い。

　無理をすれば十人でもいっしょに入れそうな浴よく槽そう。同じだけのカランも洗い場に備え付けられている。

「こんな広いお風呂にひとりで入るなんて、それも一番風呂よ。徳川千、すごい贅ぜい沢たくしてるわね」

　しかしこんなに快適な浴場も、そのお湯はと言えば、

「……ふーっ、ふーっ！　はぁはぁ、千姫さま、お湯加減、いかがですか？」

　小窓の外から声がする。

　もちろん、釜焚きの宗朗の声だ。言うまでもなく、宗朗が薪まきを割り、それを間断なく炎にくべているのだ。

　大きな浴槽の湯を沸わかすのは、かなりの重労働と言える。

「え、ええ。ちょうどいいお湯よ」

　小窓からわずかに顔を覗のぞかせて、繁縷は外の宗朗を見下ろす。

　宗朗は汗を拭いながら、竹たけ筒づつで息を送り込む。釜の炎が高まると、宗朗の顔まで橙だいだい色いろに染まった。

「ごゆっくり、千姫さま」

　わずかに視線を上げた宗朗だが、繁縷と目が合うとすぐに顔をうつむける。それだけなのになんだか、耳まで赤くなっているようだ。

「『将』なのに風呂を毎日焚たいたり、あれくらいのことで顔を赤くしたり、柳生宗朗、ただの小物ではないの？　教室では、それなりに見えてたけれど」

　ふだん、同じクラスで宗朗を観察する機会の多い繁縷だ。

　柳生家の御おん曹ぞう司しで、学園でも剣けん術じゆつ道場を任されている宗朗は、男子の間でも信しん頼らいを集めていた。のだが。

「そうね。修行一本の生活で女子にはあまり耐たい性せいがないようだったわね。女子と話すことがあっても、用件だけで無む駄だ話ばなしはしなかったし……そんな柳生宗朗が、いまでは何人ものサムライを『剣姫マスターサムライ』にして道場で、って、どれだけ乱れた生活しているのかと思ったら、そうでもない、のね」

　なぜだか少し、ホッとする繁縷ではある。

「けど、それならそれで誘惑の余地はたっぷりあるっていうこと。ちょうどいま、この広いお風呂にわたしひとり。けど、呼んだって来ないでしょうし……、それなら……」

　一計を案じた繁縷は湯船から上がると、洗い場に身を横たえる。そうして、

「……きゃぁぁぁあああああっ!!」

　叫んだ。声を限りに、悲鳴を迸らせる。

　それは当然、浴場の外で薪を手にしていた宗朗に、最初に届いた。

「千姫さま!?　千姫さま！」

　小窓に向かって声を掛けても答えがない。かたわらに置いていた刀をつかむと、宗朗は道場の庭まで走った。

　濡ぬれ縁から中へ上がり、浴場まで一気に駆け込む。

「千姫さま！」

　浴場との境の扉とびらを開けると、ムッと濃のう密みつな湯気に一いつ瞬しゆんとり巻かれた。

「千……」

　その向こう、タイルの床ゆかに白い裸ら身しんが横たわっている。もちろん千姫ではなく、その正体は繁縷だ。

「だいじょうぶですか千姫さま！　いま……」

　背中を向けている繁縷を抱き起おこす。

　宗朗の腕うでの中で、繁縷の裸身が露わになる。湯で桜色に染まった白い肌に、濡れた長い髪が散っていた。

「宗、朗……（かかったわ。ふふふ、この方法ならイチコロじゃない。もう地味だなんて言わせないわよ！）」

　本来の目的でないところにも、自信を深める繁縷だ。

「千姫さま、いま」

　宗朗が、自分の上着を脱いで繁縷の裸ら体たいにかけようとする。けれど、それを押さえるような手て振ぶりをして、

「いいの……それより宗朗、とっても身体が熱くて。ねえ、千の身体、どうなってしまうの？」

　せいいっぱい、色っぽい言い方と上うわ目め遣づかいで繁縷が迫せまる。

「湯あたりしたんじゃないんですか」

「違うわよ！　……そうじゃないの。宗朗のことを思うと胸が苦しくて。千の胸が……」

　わざと少しだけ苦しそうな表情を作ってみせる。

「千姫さま」

　宗朗が顔を近づけると、

「ねえ……キス、して。きっとこの胸のざわめきは、宗朗がキスしてくれないと収まらないわ」

　目を伏ふせながら、小さく唇くちびるを尖とがらせた。

　そうしながら繁縷は、片手に小袋を忍しのばせて待つ。

　中の催眠札を、キスする瞬しゆん間かんの無防備な宗朗の首筋に張り付けるのだ。千姫を眠らせたのと同じ忍法だった。

「千姫さま、どうしてもと言うなら」

「ええ、宗朗。千のお願いよ」

　キスを待ちながら、繁縷は自分の勝利を予感した。

「……（これで柳生宗朗を生け捕りよ！　もう徳川千は確保してあるし、あの半蔵だって、いくらでもだませそうね。その三人がいない柳生道場なんて、どれほどのことがあるの。天てん海かいさまに連れん絡らくして、残りのくノ一を送ってもらえば、こんな道場、まるごと制圧してみせるわよ。もう地味なんて言わせない！　地味なんて、言わせないわ！）」

　またも、別のところでよろこびに震える繁縷だ。

「それでは、ご無礼を……」

　とうとう宗朗の唇が、繁縷の唇に触ふれようとする。

　目を閉じてさえ繁縷は、同じように目を閉じた宗朗の表情を感じた。そのとき、

「千姫さん！」

　ガラッ！　大きな音とともに浴場の戸が開かれる。それだけでビクッ、と震える繁縷だが、すぐに、

「十兵衛も来ちゃったの！　……あれ？　お兄ちゃんもいる。わぁい！　いっしょにみんなお風呂なのぉ！」

　十兵衛が飛び込んできた。もちろん入浴するときの基本形、全ぜん裸らだ。

「わ！　ま、待ちなさい、十兵衛！　待って……うぷぷぁ！」

　そのまま宗朗と繁縷目がけてダイブしてくるから、

「きゃぁあっ……むぐ！」

　巻き込まれた繁縷もまた、十兵衛の下した敷じきに。というよりその胸に顔を押しつぶされそうだ。

　もちろん十兵衛は、千姫といっしょに風呂に入ろうとして来たのだ。

　しかしこうなっては、

「ぐぬぬ……！（せっかくあと一歩というところまで。……このうえは、柳生十兵衛もひっくるめて一いち網もう打だ尽じんにしてやるわ！　そうよ、柳生十兵衛といえば、この道場でも最強の『剣姫マスターサムライ』のはず。でもこんな状態なら、いくらでもわたしの術で！）」

　繁縷はまだ立ち上がれない振りをして、十兵衛を誘さそう。果たして、

「千姫さん？　どこかぶつけたのかな。十兵衛、ごめんなさいなの」

　十兵衛が顔を近づけてきた。

「うう……倒れたひょうしに頭を打ったみたい。とても立ち上がれそうにないから、肩を貸して、ふたりで部屋まで運んでくれるかしら」

　そうしてふたりが繁縷を助け起こそうとするところ、

「（ふたりとも催眠札を貼はってやるわ！　ちょっと強ごう引いんだけれど、もう手段を選んでいられない！）」

　果たして、

「わかった。十兵衛はそっちを持って。ぼくは……」

「はぁい、お兄ちゃん！」

　宗朗と千姫が両りよう脇わきから繁縷に身を寄せてくる。目を閉じたまま待つ繁縷。肩を抱き起こされる。

「（いまだ！）」

　いまや両手に隠かくした催眠札を、ふたりの背中と首筋に貼り付つける、というところ、

「ぇあ!?」

　急に両りよう脚あしが、持ち上がった。繁縷が驚いて目を開けると、

「じゃあ行くよ、十兵衛」

「はぁい！」

　繁縷の片かた脚あしずつを持った宗朗と十兵衛が、そのまま歩き出すところだ。

「ちょ……！　っと、待って！　待ってよ！　なによ、この、撃うった獲え物ものを運んでいくようなやり方は！　これじゃ部屋へ着くまでに傷だらけになってるわよ！　頭が痛いっていうのに、もっと頭打っちゃうじゃない！　なに考えてるのよ！」

　猛もう然ぜんと食ってかかる繁縷に、

「いやあ、だって」

「だって、なの、お兄ちゃん」

　頭をかいているものの、悪びれたところのない宗朗。と十兵衛。

「（なに？　いったいなにが……）」

　混乱する繁縷に、

「お待ちください！」
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　またも、勢いよく浴室の扉が開かれた。そしてそこに仁に王おう立ちになっていたのは、

「わぁ！　ぞうさん！」

　十兵衛が目を見張り、

「服部半蔵美よし成なり！　ただいま参上、です！」

　本人が名乗りを上げる。しかしその姿。

「委員、長……？」

　宗朗がつい呆然と眺ながめてしまう。

　縄なわで全身を亀甲縛りにされた半蔵であった。

　いちおう、下着のショーツは身につけている。両手も自由で、忍者刀と小こ柄づかをそれぞれ握っているのだが、

「きゃっ！　む、宗朗くんは見ないでくださいぃ！」

　ブラをするヒマがなかったのか、縄で搾しぼり出されているためサイズ的に無理だったのか、結果トップレスの半蔵が、あわてて胸を手で隠した。

　そんな光景も、

「は、半蔵……（どうして出てきたのよ。三角木馬で放置プレイじゃなかったの？　なにしに……）」

　繁縷には驚おどろきに映る。

　その繁縷に、半蔵のほうから口を開いた。

「御姫さまの名を騙かたる不ふ埒らち者！　いまこそわたしが成敗してくれます！」

　指さし、叫ぶ。

「な！　なに言ってるの!?　半蔵、わたしよ、千よ！　おかしなことを言うのはおやめなさい！（おかしい。忍法肉顔写しが破られるはずがないわ。直接徳川千の唾だ液えきから細さい胞ぼうを抽出して精度は最高のこの顔、寸分の違いだってあるはずが……）」















　しかし、半蔵は繁縷を向いて首を振った。

「御姫さまのお顔はされていても、決定的に違うことがあります！」

「うっ！（な、なに？　なんなの？　どこでシッポをつかまれた……）」

「御姫さまは……」

　なぜかポッ、と赤くなる半蔵。頬を押おさえながら、

「たとえ放置プレイにしても、『どう？　もう音を上げたかしら、半蔵』とか『もうすっかり膝ひざがガクガクしちゃって、いっぱい汗あせが出てるじゃない。汗、以外にも……』とか、五分と置かずに見に来てくださるんです！　それくらい御姫さまは、おやさしい、方なんです！」

　と声を限りに主張する。なぜかじんわり目に涙がたまっていた。これには、

「……」

　どう反応していいか、わからない繁縷。

　つい、まだ自分の足をつかんでいる宗朗と十兵衛に、

「ね、ねえ、なにを言ってるのかしら、半蔵ったら、ねえ？　おかしいわね。主人の、この千を偽物だ、なんて」

　笑いかける。

　半蔵が、

「騙だまされてはいけません！　その者はきっと、甲賀くノ一八はつ哥か衆しゆうの一員です！」

「違うわ！　千はほんとうに……！」

「委員長」

「ぞうさん！」

　言い、必死に否定する繁縷。しかし宗朗と十兵衛が首を振る。

「わかってくれたのね！　そうよ、千は間違いなく徳川千！　この顔をよく見てくれれば……」

「胸が」

「え？」

「おっぱいが、千姫さんとぜーんぜん違うの。千姫さん、ずーっとおっぱいおっきいんだもん！　十兵衛と同じくらいか、もっとおっきいよ、ね、お兄ちゃん！」

　十兵衛が笑って言った。宗朗も、

「んん！　残念ながらそうだな。千姫さまはこんな、がっかりな胸じゃない！」

　咳せき払ばらいしてやや赤面しながらも、言い放つ。

　顔は写し取っても、身体は変えられない。

　身体は繁縷の、そのままなのがたたった。

「え、え、あ？　なんで、すって。がっかり……がっかり胸、ですって。わたしだって、わたしだってトップ八十五のＤカップはあるんだから！　それを、がっかり胸ですって、どういう……！」

　混乱と屈辱のあまり、すっかり自分が千姫でないことを認めてしまっている繁縷。

「あ……」

　気づいてももう遅おそい。

　宗朗と十兵衛の手を払はらいのけるように跳はね起きる。飛び退すさり、距きよ離りを取ると、

「おまえたち、最初から気づいていたのね！　なんだかんだと、わたしをからかって！」

　どこから取りだしたのか、繁縷の手に忍者刀が握られていた。さらに、

「（くっ！　風呂場で仕し掛かけたのが間違いだったか）けど半蔵といい、おまえたちヘンタイ主従のプレイになんて、つきあえっこないわよ！　無理よ！　無理！　この道場、かなり変よ！」

　捨すて台詞ぜりふのように言う繁縷。刀を持っていないほうの手で、自らの顔をつかむ。

「あ！」

「ぁあ！」

「御姫さまの、お顔が……！」

　三人が見つめる中、肉に写し取った千姫の顔を引き千切った。

　顔から離はなれると術は効果を失うのか、顔面は粉々になって消えていく。あとにはもちろん、繁縷の顔が残った。

「改めて、名乗らせてもらうわ！　甲賀くノ一八はつ哥か衆しゆうがひとり！」

「あ、意外と地味」

「ふへえ、ぜんぜん千姫さんのほうが美人なの」

「地味、ですね」

「こらぁ！　地味地味言うなぁ！　まだわたしの名乗りが終わってないわよ！　繁縷よ！　箱辺菜奈海で繁縷！　ああもう！　こうなったらぁ！」

　右手を高くかざす繁縷。

　これまたどこから取りだしたのかわからない、黒くろ塗ぬりの印いん籠ろうが握られていた。

「あれは！」

「きっとすごーい忍にん法ぽうなんだよ！　ワクワク！」

「いけません、離れてください！」

　はたして、宗朗が十兵衛を抱かかえるようにして浴場から飛び出す。半蔵がぬかりなく後ろを守りながら下がる。

　その直後。

「甲賀忍法究極奥おう義ぎ！　南な無む阿あ弥み陀だ如によ来らい召しよう喚かん！」

　そう叫さけんで繁縷の手が印籠を開ける。噴き出すように金色の粉が飛び散り、光を放ちながら舞い落おちた。

「なにが起こるんだ」

「あ！　お風呂のお湯が、光ってるよ！」

　十兵衛が指さした直後だ。

　金色に光った湯船の水面が大きく盛り上がる。そこから顔を出したのは、まさしく、

「大仏、さま？」

　大仏の顔。しかも顔だけでなく、肩から下の身体までが。

　もう湯を蹴け立たてながら現われるというより、湯船ごと破は壊かいしながら姿を現わしていく。

　さらには、メキメキ、バキバキ、浴場の天てん井じようまでも破って、外へ頭を突き出した。

「見たか！　これぞ阿弥陀如来召喚の術よ！」

　繁縷が叫ぶ。

　すっかり浴場を破壊して、そこに鎮ちん座ざしているのは、

「大仏だ。……どこかで見たこと、あるぞ」

「これは……鎌かま倉くらの大仏さまですね」

　半蔵がメガネに指をかけながら、目を凝こらして見上げた。

　緑色にも見える胴どう製の全身。

　膝の上で定印を結ぶ座像。静かに伏せた眼まな差ざしなど、間違いなく大仏の、それも鎌倉大仏と言われる、高こう徳とく院いんの銅製阿弥陀如来坐ざ像ぞうそのものだった。

「これ、本物の大仏さまぁ？」

「まさか、本物の大仏が鎌倉から飛んでくるわけがない。これは幻げん術じゆつの一種だ。いってみればイメージなんだ」

　十兵衛の問いに、宗朗が答える。

「たしかに阿弥陀如来像の姿はわたしがイメージしたものよ。しかしここにある如によ来らい像ぞうは幻まぼろしでもなんでもないわ！　さわればそこにある、「本物の大仏」なのよ！」

　繁縷が言うと、大仏がゆらっ、と動いた。

「まさか、動くのか。人間みたいに、立ち上がる？」

　宗朗が言う。が、しかし大仏はその座像のままに数メートルも浮うかぶと、そのまま、

「逃げてください！」

　ズシン！　地じ響ひびきを立てて突っ込んでくる。落ちてくる。

「うああ！」

「きゃぁああ！」

　半蔵がうながし、かろうじて宗朗や十兵衛も、転がるように外へ、庭へ逃げることができた。

「言ったはず。これだけの重さと大きさを持った、これはいまここにある大仏なの！」

　繁縷が誇ほこらしげに言う。

「おそらく土から作られて、成分が銅に変わった、そんなものじゃないかと思います」

　もう一度メガネを凝らしながら、半蔵。メガネに仕込まれた感知能力や分ぶん析せき能力を駆く使しして、大仏の成分を言い当てた。

「でもなんで大仏さまなの、お兄ちゃん」

「さあ……」

　その問いには、

「わたし、歴史にも興味があるのよね！」

「あ、歴女だ。だから地味なんだ」

「だからとか、地味とかって言うな！　ていうか、歴女全部敵に回す気？　歴女は地味じゃないわよ！　とってもステキな趣しゆ味みなの！」

　また地味と言われて憤いきどおる繁縷だった。

「どちらにしても、戦うしかなさそうですね」

「そのようじゃな」

　新たな声に半蔵が振り返かえる。
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「幸村！　又兵衛さん！」

　庭の向こう、離れの欄らん干かんに又兵衛と、その肩の上に乗った幸村の姿があった。

「騒さわがしいから出てきてみれば、風呂が全ぜん壊かいではないか。まだわらわも又兵衛も入っておらぬというに！」

「あー、いや、いまはほら、その大仏が」

　宗朗が指さすまでもなく、再びゆらり、と空中へ舞まい上がる大仏。

「ほほほ、この阿あ弥み陀だ如によ来らい像にかなうもんですか！　歴女をバカにした報むくい、受けるといいわ！」

　繁縷が叫ぶと、両手両脚を広げる。「大」の字を裸身で描えがいたまま、大仏像の中へと吸収されていく。

　大仏の顔にぶつかって一体となるときには、再び金色の粉が飛び散り、まばゆい光が差した。

「入ってっちゃった！」

「ひとつになったほうが「操縦」しやすいじゃろうからな」

　他人事のように言う幸村。

　これほどの変事なのにあまり興味もないようで、あくびを大鉄扇で隠すほど。下になっている又兵衛も、少しも動かない。

「ほほほほ！　これでもまだ地味がなんて言ってられるかしら！」

　大仏の瞳ひとみがカッと見開き、黄金こがね色いろの光を放つ。

　目だけでなく、口くちの端はも笑っているように持ち上がった。緑がかった銅肌はだも、本来の輝かがやきを取とり戻している。

「高こう徳とく院いんの大仏は造立年不ふ詳しようというが、できた当時はこのようにピカピカだったのじゃろうのお」

「感心してる場合じゃないぞ、幸村！　このままじゃ、みんな大仏に……！」

　宗朗が抜ばつ刀とうしながら叫んだ。視線は大仏の顔を見上げたまま離さない。

　だが幸村は相変わらず生あくびで、

「これしきのこと、わらわが出るまでもなし。おぬしらでなんとかするがよかろう」

「ええ、そんな！」

「なんのために『将』と『剣姫マスターサムライ』が何人もそろっておるというのじゃ。戦力的には十二分。ことに、半蔵」

「は、はい！」

「おぬしの主人の顔を勝手に模されて名を騙られたのじゃ。主人が受けた侮ぶ辱じよくは家臣が晴らす。そうであろう」

「御姫さまの……はい！」

　半蔵のメガネの下の眼差しが、厳しさを帯びる。うなずく。

「なにゴチャゴチャ言ってるのよ！　なめてかかってくれてるようだけど、いつまで言っていられるかしらね！」

　ゆらゆら漂ただよう大仏が、速度を増して迫ってくる。

「きゃ！」

「危ない！」

　十兵衛と宗朗はすんでのところで地面に伏せ、頭上数センチを飛ぶ大仏をなんとかやり過ごした。

「やらせません！」

　しかし半蔵は、手にした小柄を大仏へ放っていく。棒手しゆ裏り剣けんと化した小柄が大仏の胸むなもとへ飛ぶ。が、

「大仏は銅製よ！　そんなもの、効くわけないわ！」

　カン！　キン！　金属音を立ててはね返される。

「あっ……っ！」

　すんでのところで半蔵は、大仏の体当たりをかわした。

「ほらほら、こんどはこっちから行くわよ！」

　繁縷の声が言うと、大仏の目がギラッ、と光を帯びる。

「なにか来るぞ、委員長！」

　宗朗の言葉を合図のように、大仏の頭、その髪かみがフッと持ち上がるように見えた。次の瞬間、

「螺ら髪ほつ弾だん！　受けてみなさい！」

　ひとつひとつの髪が撃ち出され、回転しながら宗朗たち目がけて飛び来る。

「危ない！」

「うううー！」

　宗朗と十兵衛はなんとか避さけ、いくつかを刀で弾はじいた。

「はぁっ！」

　半蔵も多くを防ぐが、いちばん数が殺さつ到とうしてついには、

「あっ！　くぅ……きゃぁあ！」

　何発かの螺髪弾を食くらってしまう。飛ばされるように、外がい壁へきの土ど塀べいに叩きつけられた。

「委員長！　……十兵衛！」

「うん！」

　十兵衛に後ろを託たくして、宗朗が半蔵のもとへ走る。助け起こして、

「だいじょうぶか、あとはぼくと十兵衛がなんとかする。幸村と又兵衛さんにも……」

「い、いいえ」

　宗朗の手を借りずに、半蔵が立ち上がる。大仏を見み据すえたまま、

「幸村さんの言うとおりです。御姫さまが受けた借りは、この半蔵がきっちり返さなくてはなりません」

「けど委員長、その身体で……」

　その身体、と宗朗が言うのは、たったいま螺髪弾にやられた傷のことだけではない。

　まだ半蔵は、素す肌はだに亀きつ甲こう状の縄なわ掛かけしただけの姿。ショーツだけでブラもなく、

「ぇ……、きゃぁああ！」

　気づいて半蔵が真っ赤になる。あわてて、裸の胸を手で隠した。

「ほら、これ」

　せめて自分の上着を、と半蔵の肩かたにかけようとする宗朗。しかし半蔵は首を振ふってそれを拒こばむ。

「でも、委員長」

「いいえ、上着は十兵衛さんに。……わたしも『剣姫マスターサムライ』です。心は、未み来らい永えい劫ごう、御姫さまにしか許しません。けれどこの身は、契けい約やくした『将』である宗朗くんのもの」

「も、もの……ぼくの、もの、って」

「ですから宗朗くん、わたしに……いやらしいことをしてください！」

「いやら……えええ!?」

　こんどこそ仰ぎよう天てんする宗朗。

　それを遠目に見ていた幸村は、

「半蔵も覚悟を決めたようじゃな。よい。又兵衛、少し風に当たりすぎたようじゃ。中へ入るぞ」

「はい、幸村さま」

　幸村をかついだまま、又兵衛が離れの敷しき居いをまたごうとする。幸村は振り返りながら、

「千のやつもとくに大事の反応はなし。どうせいまごろどこかで寝ねておるのじゃろう。とくに心配はな……あぅ！」

　カン！　鴨かも居いに幸村の額がぶつかって、乾かわいた小気味いい音を立てた。

「幸村さま、だいじょうぶですか！」

「うぅ……よい！　もうわらわは、寝る！」

「ウキュゥ？」

　そんなふうに幸村主従が離れに引っ込んでしまったあと。

「い、いやらしい、ことって……」

　聞きき間ま違ちがえか、と思う宗朗に、

「いえ、そのとおりです。エッチなこと、破は廉れん恥ちなこと、と、とにかく、早くしてください！　わたしに、半蔵にエッチなことを！」

「で、でも」

「いいですか、宗朗くん。さっきも言ったとおり、半蔵の心は御姫さまのもとにあります。ですから、御姫さまや幸村さんみたいに、心の中で宗朗くんだけを『意識する』ことができないんです！」

　半蔵が苦しそうに言う。

　徴しるしの痣あざに宗朗がキスすることで自覚的に目覚めた、アストラル体を利用する「剣姫マスターサムライ」能力の発現。

　幸村や千姫はもはや徴にキスされなくとも、宗朗への想おもいだけで「変身」までも可能だが、半蔵には肝かん心じんの心が千姫でいっぱいで、ふだんからもそうだが、こんなときだけ「将」への意識を高める、という器用なことができない。

　少なくともいまは、できない。

「それで……」

「お願いです！　あのくノ一を倒して、御姫さまを助け出だすんです。半蔵が命に替かえてもやらなくてはいけないこと。そのためなら……！」

　そこまで言うと半蔵が目を閉じる。すべてを宗朗に委ゆだねる。胸を覆おおっていた手も下ろすと、裸の乳ち房ぶさが露あらわになる。

「い、委員ちょ……」

　その肌を思わず、手にした上着で隠そうとする宗朗。しかし、

（これほど言ってるんだ。これは委員長の覚悟。なら、ぼくがそれに応こたえないと。応える……エッチなことをして……！）

　宗朗の頭の中にさまざまなイメージが駆かけめぐる。

（いやらしいこといやらしいことエッチなことエッチな……！）

　ふだんはその逆、いかに冷静になるか、身を鎮しずめるか、と題目を唱えるのに、真逆だ。

　しかし意識していやらしいことをしようとするとこれがまた難しい。

　その間にも、

「ひゃぁあああん！　お兄ちゃん、もう限界なのぉ！」

　螺髪弾と必死に戦っている十兵衛が悲鳴を上げる。

「ごめん、十兵衛！　いま……」

　あわてて半蔵に触れようとして、宗朗はハッと思いとどまった。

　その場に正座し、目を閉じた顔を軽く仰あお向むけ、宗朗を待つ半蔵。

　頬は赤く染まっているものの、伏せた睫毛まつげは小さく震ふるえている。膝の上に揃そろえて置かれた両手。

　剥むき出しの胸は根本を縄で縛しばられているせいで、張りを強めていつもよりも大きく突つきだしている。

　身の震えは乳房にも伝わって、硬かたく尖った先せん端たんをかすかに揺ゆらした。

「委員長……（こんなに震えてるのに、それでも千姫さまのために。委員長の覚悟を、ぼくはちゃんと受け止められるのか。ぼくは……）」

　宗朗も目を閉じた。

　思い出す。脳のう裏りに描く。

　半蔵の顔。声。それに仕草。

　こんなふうに「将」と「剣姫マスターサムライ」の関係になるまえはふつうの同級生で、生徒会の風紀委員長を張り切って務めていた。

　ふだんは控ひかえ目めだが、千姫のこととなると命がけでも前へ出る。

　そんな半蔵が、

（ぼくは……好きだ。委員長のことも、千姫さまのことも、守りたい。そして、千姫さまを助けようと戦う委員長の力になりたい。力を、あげたい……）

「あ」

　どちらともなく、声が出た。

　まだ宗朗は目を閉じたままだった。半蔵も、目を閉じて待っている。

　その胸に、宗朗の手が触れていた。



　　　　　９



　やさしくつかみ、包み込む。

　ピクッ、震える半蔵。尖りを強める乳房が、一瞬大きく弾はずむ。「将」の気を「剣姫マスターサムライ」の体内に伝えていく。

「ぁぁぁぁあああああ!!」

　ギュン、と背中を反り返らせ、顔を天に向けた半蔵は、喉のどから迸ほとばしる叫びを留とどめない。それがまるで、千姫に届く、というように。

「委員、長……！」

　目を開いた宗朗の前に、半蔵がいた。

　すでに、裸身に亀きつ甲こう縛しばりではない。

　制服をアレンジした別注のメイド服。それも、数々の忍びの武器が内蔵された戦せん闘とう服ふくに身を包み、手には特大の卍まんじ手しゆ裏り剣けんをつかんでいる。

「ありがとう、宗朗くん」

　半蔵が微笑ほほえむ。まだ少し恥ずかしそうで、染まった頬ほおはしかし、戦いの風に紅潮しているようでもある。

「ぞうさん！　お兄ちゃ……きゃぁああ！」

　十兵衛の悲鳴が届いた。

　激しい螺髪弾に耐たえきれず、そのいくつかを浴びた十兵衛が、身体ごと吹き飛ばされる。

「十兵衛！」

「……！」

　駆け寄よろうとする宗朗。それより早く、半蔵が動いた。と見えたときにはもう、

「あ！　んっ！」

　十兵衛を抱き留とめて、きれいに着地を決める。

「お待たせして申し訳ありません。十兵衛さん、宗朗くんも、あとはこの半蔵が！」

　十兵衛を地面に下ろすと、卍手裏剣を大仏に向かってかまえた。

「あーははは！　ようやく準備できたのかい。かっこだけ『剣姫マスターサムライ』ぽくなっても、無む駄だよ！　阿弥陀如来像の威い力りよく、見せてあげるわ！　螺髪弾！」

　繁縷が叫ぶ。

　大仏の顔から、大仏自身の声のように聞こえてくる。

　ゆらぁ、舞い上あがる大仏。前のめりに傾かたむくと、頭を向け、こんどこそ半蔵に狙ねらいを定めた螺髪がいっせいに発射される。

　ドドドドド！　地響きのような振しん動どうとともに迫り来る螺髪弾の弾だん幕まく。

「させません！　旋せん風ぷう輪りん車しや構こう！」

　半蔵は跳とび退りながら卍手裏剣を放った。

　巨きよ大だいな手裏剣がすさまじい回転とともに、大きな弧こを描いて空を飛ぶ。大仏の螺髪弾を次々両断して、再び半蔵のもとへ戻もどる。

　その間も、両手に握にぎった忍にん者じや刀で、卍手裏剣が撃ち漏らした螺髪弾を半蔵は完全に防ぎきった。

「どれだけ同じ攻こう撃げきをしようと、すべて撃ち落としますよ！」

　言い放つ。が、

「螺髪弾がそれだけのものと思ったら、大おお間ま違ちがいよ！」

　大仏から繁縷の声。と同時に、

「え……」

　たったいま撃ち落とし、払い落としたはずの螺髪が、スルッ……シュル、その一部を半蔵の刀や手裏剣に残していた。

　もともと釈しや迦か像の螺髪とは、髪が螺ら旋せん状じように巻いたもののこと。

　撃ち出された螺髪弾も、ひとつの塊かたまりをしていても、実際には細い髪がぎっしりと螺ら旋せんに巻いたものなのだ。

　半蔵の手裏剣や刀が螺髪を撃ち落とし、切きり裂さいたと見えたものの、じつは螺旋に巻いた髪がさまざまに解けただけで、しかもその一いつ端たんはしっかりと刀などにからみついていた。

　つまり、

「ああん、これ、巻き付いてくるぅ！」

　十兵衛が叫んだ。

　先に螺髪弾と戦っていた十兵衛も、螺髪からは逃のがれられなかった。

「十兵衛さん！　ぁあ！」

　そして半蔵にも。

　刀などから取り付き、からみついた髪が、からめとるように十兵衛や半蔵の身体を縛り上げていく。

　しかも大仏は銅製。

　螺髪も銅線で、しかもこれだけ集まると切れるものではない。

「委員長！　十兵衛！」

　宗朗にも、螺髪の一部が取り付く。十兵衛や半蔵ほどではないにしても、螺髪に腕を取られ、刀を取り落としそうになる。

「あはははは！　見たか！　歴女最高！　仏の三十二相そう、ありがたく受け取りなさい！」

　繁縷の哄こう笑しようが響ひびく。

　もはや十兵衛、半蔵とも、両手は完全に螺髪にからめとられ、上半身も動かすことはできない。そのうえ脚あしにまで、螺髪が伸のびてきていた。

「ダメだ！　やっぱり幸村と又兵衛さんを……！」

「いえ、それには及およびません！」

　幸村を呼ぼうとする宗朗を、半蔵が止める。

「どうしてなんだ。このままではみんな」

　しかし姿が見えないとはいえ、離れの幸村からは「剣姫マスターサムライ」軍師の知覚能力で、宗朗たちの窮きゆう地ちはすでに知れているはず。

（なのに、助けに来ないのか。こんなのはピンチじゃないって、ぼくらだけで勝て、っていうんだな）

「将」をも使う「剣姫マスターサムライ」とは。しかし幸村らしい、と宗朗はちょっと笑う。

　そして半蔵。

「この敵、必ず半蔵がひとりで倒します。そして御姫さまも、必ず助け出します！」

　すでに手は使えない。

　半蔵は口で卍手裏剣をくわえると、かろうじて立つ。しかし鋭えい利りな卍手裏剣の刃はに、すでに唇から血を流している。

「委員長、そんなことで……！」

「はははは、とうとう血迷ったみたいねぇ！　あきらめない、って、精神論だけで勝てたら誰だれも苦労しないっつーの！」

　だんだん口が悪くなってくる繁縷。さらに、

「そろそろとどめを刺さしてやるわ！　死なない程度に痛めつけるけど、いいわよね！　ま、どっか使い物にならなくなるかもしれないけど、ね！　ははははは！」

　大仏から迸る笑い声。

「来るぞ、委員長！　十兵衛！」

　宗朗が叫ぶ。

　螺髪で全員を戦せん闘とう不能にした、とみた繁縷は、大仏をゆらゆらと飛ばして迫って来る。

　しかしまともに刀を持つこともできない三人に、防ぐ術は……。

　伏せてやり過ごすか。しかし踏ふみつぶされたらひとたまりもない。が、

「んんん！（そこ、です！）」

　半蔵が駆けだし、跳んだ。まだかろうじて自由な両脚で、逃げるのではなく、大仏目がけて。

「自じ滅めつしに来たわ！　いま撥ね飛とばして……ぅ、ん？」

　が、半蔵はたくみに軌き道どうを変えると、大仏の死角へ入り込む。真下へ位置した。

「んぅ！　……ぁ」

　が、たのみの卍手裏剣は大きすぎて、口にくわえた状態では放つことができない。無理やり振りかぶると、半蔵の口から離れて落ちた。

「ははははは！　終わり終わり終わり！　踏みつぶしてやる！」

　大仏がそのまま落ちてくる。

「委員長！」

「逃げてぇ、ぞうさん！」

　宗朗たちの声もむなしく、

「あぁ、きゃぁああ！」

　ズシッ！　まるで重石おもしをするように、大仏が半蔵の上へのしかかった。

　押しつぶす。大地を震わせて、大仏がのっしりと地面に鎮座していた。

「あ、あ……委員長！」

　禅ぜんを組んだ大仏の足の裏側と地面の間に隙すき間まはない。

　半蔵の身体は完全に踏みつぶされ、平らになって、手て脚あしも残らないのか。そう見えた、刹せつ那な、

「あはははは、あはは……ぁ？」

　繁縷の声の調子が急に変わる。同時に、

「お兄ちゃん、あれ！」

　大仏が、光を放ち始めた。

　これまでの金色ではなく、青白く。しかも内側から光が漏れている。大仏の中が、青く光っている。

「委員長が、中に!?」

　宗朗が目を見張る。その瞬間、

「ぎゃぁあああ!!」

　繁縷の叫び声ごえが響き渡わたった。大仏の身体が、一瞬、ひとまわり大きく膨ふくれあがる。そして一気に、破は裂れつした。

　ゴォォァァアアアン！　まるで超ちよう巨きよ大だいな梵ぼん鐘しようを突くような音とともに、大仏の首から下が千切れ飛ぶ。多くの破は片へんとなって、飛び散った。

「うぁ！」

「ぶ！」

　宗朗が、十兵衛を抱えて地面に伏せたのだ。破片が当たるだけで大けがをしかねない。しかし、

「あの髪が」

　螺髪はもうふたりの身体を拘こう束そくしていなかった。ゆるくほどけ、さらには土塊つちくれとなって消しよう滅めつする。

　飛び散った破片も、輝かがやく銅色からくすんだ緑へと、そして同じように土となって崩くずれた。

　ゴガ、ン！　まだ形を保っている大仏の頭部が、地面に叩たたきつけられて転がる。

　中から、

「はぅぁぁあ……」

　ごそごそと這はいでてくる繁縷。そして半蔵は、

「伊賀忍にん法ぽう、流星小破斬！　です……！」

　それまで大仏のあった位置に、立っていた。

　たったいま放った装そう甲こうスカートの刃＝流星型小手裏剣が、極ごく細ワイヤーで巻き取られ、またスカートの裾すそへと収まるところだ。

「なんで、わたしが負けた、のよ……」

　そう言う繁縷の側で、最後まで残った大仏の頭も土塊に変化し、ボロボロに崩れた。

「初等部の修学旅行で、鎌倉に行きました」

　繁縷に歩み寄って、半蔵が言う。

「大仏さまも拝観しました。鎌倉の大仏さまは、中に入れるんです。すぐ隣となりに地下へ降りる穴があって、大仏さまの下から中へ」

「それを知ってて……じゃあ」

「はい。歴女のあなたがイメージした大仏さまは、その構造を知っているせいで、自由にアレンジできなかった。いいかげんに『作れなかった』んですね。背中に明かり取りの穴がふたつ空いているのを見て、確信しました」

　鎌倉大仏＝高徳院の阿弥陀如来像の内部は空くう洞どうで、内部に入れるよう台座と接する底面は空いている。

　繁縷がイメージした大仏も、無意識にその構造をそのまま「取り入れて」しまっていた。ただし底面にぽっかり穴が空いているのは、これまた無意識に「修正」していたため、一見そうは見えなかった。

「そうか。あの大きさの『塊』じゃなかったんだ」

「すごーい！　ぞうさん、アタマいい～！」

　宗朗が言い、十兵衛が両手を上げて跳び上がった。

「だから、わざと踏みつぶされて中へ……」

　繁縷が悔くやしがる。

　薄うす皮かわ一枚の底面を突き破やぶって大仏の内部へ入った半蔵は、そこで装甲スカートに仕組まれた小手裏剣をいっせい発射する。

　発現した「剣姫マスターサムライ」の力を得た小手裏剣群は大仏を内側から突き破り、首から下を粉々に破壊したのだ。

「ちぇ。歴女なんてやるもんじゃないわね。大仏の構造なんて知らなければ、外見だけ同じ、無む垢くの塊をイメージして、あんたを踏みつぶせたのに」

　笑う繁縷に、

「いえ、歴史は興味深いものですし、知識は有益だと思います」

　半蔵は自分のエプロンを外すと、その裸ら身しんにかけて、

「あんた……」

「歴女、続けてくださいね。歴女は地味なんかじゃありません。とてもステキな趣味です。それに……わたしも地味なほうですから」

　小さく笑った。

「委員長」

「勝ってもぞうさん、やさしいね。なんだか十兵衛、うれしいの。ね、お兄ちゃん！」

「ぅあ！　そこで抱だきつくのは、違ちがうだろ、って十兵衛、こ、こら！」

　と宗朗と十兵衛。

「ふむ。予想どおり、じゃな」

　じつは離れの障子戸をわずかに開けて、勝負を見守っていた幸村。

「はい、幸村さま」

「ウキュ！」

　こちらも、いつでも加勢に入る準備を整えていた、又兵衛と佐助だった。

「最初からわらわが申したろう。半蔵に助っ人となど要いらぬ、とな」

　うなずくと、幸村が障子戸を閉めた。

　……それから約一時間後。

「な、なんですの！　わたくしの、マイコテージが！」

　日々の日課で、学生街のメイド喫きつ茶さ「トゥルーシャドー」を監かん督とくしに行った兼続が戻ると、庭には吹ふき飛ばされ、バラバラになった兼続の小屋が。

　鬼灯との戦いで自ら壊こわしてしまった「コテージ」。

　なんとか残ざん骸がいを寄せ集めて復旧した（しかしなぜか広さは半分以下になった。しかも激しく雨あま漏もりするように）ものが、もののみごとにまた破壊されていた。

「あああ、もう信じられませんわぁあ！　こうなったらもう、穴を掘ほって住んでやる！　ですわぁああ！」



　そして同じころ。プールサイド。

「……ん！　ふは、ぁ。いつの間に寝ちゃったの。なんでこんなところにいるのよ。なに、してたんだっけ、んー……」

　大きなアクビをひとつ。あわてて口を手で押さえる千姫だった。
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「……ンン、ゥ、ク、ンゥ！」

　暗がりに、くぐもったうめき声が響く。

　湿しつ気けをたっぷり含ふくんだ熱い空気が、肌にまとわりつくようだ。

　華か道どう部ぶの部室と称しようする庵いおり。

　校舎からも、部室棟とうからも離れた水辺に作られたその草そう庵あんの地下には、小さな隠し部屋があり、他の生徒がほとんど近寄らないという立地もあって、

「最適、なんですよねぇ。拷ごう問もんに……」

　そう言って微笑むのは、黒く染めた高等部の制服を身につけた、白はく蝋ろうのような肌の美少女だった。

　たっぷりとした漆しつ黒こくの髪が波打って、背中にまで長く垂れ落ちている。

　そこだけ鮮あざやかな朱しゆの唇くちびるから白い歯がこぼれる。その口元を、黒いマスクですぐに覆った。手にも、黒い薄うす手での手て袋ぶくろをはめている。

　この少女こそ、

「甲賀くノ一八はつ哥か衆しゆう、第六の刺し客かく、虎杖いたどり。でももうそんな名乗りは無意味ですよね。楽しみましょう？　義ぎ仙せん、お姉さま」

　マスクのせいで声が鈍にぶく変わる。

　けれどそれを聞く義仙もまた、満足に声を発することはできなかった。

「ゥ……」

　その口にゴルフボールほどの玉が押おし込まれて、口を利きくことができないからだ。

　玉には多くの穴が開いていて、そこを通した縄なわで猿さるぐつわのように留められている。

　義仙の両手自体、頭の上でひとくくりにされ、天井の鴨居にまで伸びた縄で厳しく縛り付つけられていた。

　板張りの床ゆかに直接腰こしを下ろすかっこうになった下半身は、しどけなく両りよう脚あしが投げ出され、すっかりずり上がった制服とともに、太ふと腿ももの奥おくまでも曝さらしてしまっている。

「いいですねぇ、とってもいいです！　義仙お姉さま、すごくきれい！　すごくエロチック！　すごくすごく……大好き、ですぅ！」

　虎杖が目を輝かせる。胸の前でひとつに握った両手を祈いのりのように震わせた。

「ふふふ、義仙お姉さまがお答えになれないから、虎杖がしゃべりますけれど、ずっとまえからお姉さまのこと、お慕したい申していました。それは、義仙お姉さまが徳とく川がわ生徒会長のお側にいるのを見たときから。ひと目め惚ぼれって、あるんですねぇ。それ以来虎杖は、義仙お姉さまの虜とりこだったんですぅ」

　甘あまい声としゃべりかた。義仙をねっとりと見つめる色しき彩さいの薄うすい瞳。

「ゥゥ……」

「ふふふ、意外とおっしゃりたいんですね。義仙お姉さまは裏柳生やぎゆうを取り仕切るお立場。徳川生徒会長の私兵にして死兵。いかなるときも陰かげにあって、決して表に出ることはない。ですから、徳川生徒会長のお側でお見かけしたのは、ほんの偶ぐう然ぜん、ごくごく希まれな、偶然だったと思いますぅ。けれどそれ以来、虎杖はずっとずっと、ずうっと！　義仙お姉さまひと筋。義仙お姉さまだけを毎日想って、過ごして来ましたの。こんなふうに、義仙お姉さまを思い切りいたぶる、そんな時間を共有することをずうっと念じて！」

　マスクをしていてもわかる、虎杖の目がよろこびに持ち上がる。

「わたしたちって、似ているのかもしれませんねぇ、義仙お姉さま！」

　虎杖。

　学園での名は板いた鳥どり悠ゆう子こ。高等部二年の、華道部部長でもある。

「柳生道場とその面々を見張ること、情報を集めることは、それ以前からの虎杖の役目でもありました。だから義仙お姉さまが突然表に出てこられて、あの柳生宗むね朗あきらと接せつ触しよくするのを目にしたときには、とてもとても驚きました。けれど義仙お姉さまのお姿をうんといっぱい見られるようになって、それはそれでうれしかったのですよぉ。ただ、あの柳生宗朗にお姉さまが色目を使ったり肌に触れさせたり、もっともっと、宗朗にお姉さまが深入りしていくのを知ると、なんだかなんだか、悲しい気持ちに、悲しくて悲しくて、そんなふうにお姉さまをした柳生宗朗を、八やつ裂ざきにしてやりたい八つ裂きの八つ裂きの、十六裂きにしてやりたい、そんな気持ちになりましたよぉ」

　虎杖はいつのまにか四よつん這ばいになって義仙に這い寄り、じっとその顔を見上げながら身をくねらせる。

「だからぁ、今回の仕儀で柳生道場の『剣姫マスターサムライ』のみなさんと果し合ができる、っていうことになってぇ、虎杖またすっごくすっごくうれしかったんですぅ。もちろん、虎杖のお相手は義仙お姉さまにしていただきましたよぉ。お姉さまはふだん、どこにいらっしゃるともわからない御お方かたです。ですから、お探しするのも大変でしたよぉ」

　楽しそうに、虎杖の目が躍おどる。

　床に伸びた義仙の両脚の上にいつのまにか跨またがり、自分の腿ももとこすり合わせていた。

「けれど義仙お姉さまは、虎杖のまえに出てきてくださった。果し状が手て渡わたされたときから、きっとお姉さまは虎杖と戦うことを知っていたんですね。つまり、虎杖がお姉さまを見張るように、お姉さまも虎杖を意識し、ずっとまえから知っていてくださった！　すごいすごい、ステキステキ！　虎杖、見ているつもりで見られていたの見られてたの、お姉さまに！　うれしいうれしいうれしい！」

　さらに虎杖は、義仙の胸へ頬ずりを繰くり返す。

「ゥゥ……！」

　顔を背そむける義仙だが、両手を縛られていては逃れようがない。

「ぁあ、義仙お姉さまの匂におい、とぉってもステキですとぉってもステキぃ！」

　スンスン鼻を鳴らして、義仙の肌の匂いをいっぱいに吸い込む虎杖。すっかり胸の谷間に顔を埋うずめていた。

「だから虎杖は一計を案じて、義仙お姉さまを呼び込むことにしました。一見難しそうだけれど、簡単なことですよね。だってお姉さまは、虎杖をいつも見ていてくださるんですもの。ですから虎杖、この、華道部がいただいている草庵の近くまでひとりで来てぇ、義仙お姉さまの死角に入ったところで、派手に叫んで、それはかなり派手に叫んで、倒たおれた。そうしてお姉さまを待ちました。しばらく時間がかかって寂さびしかったけれど、四半時くらい経たってから、お姉さまの気配がして来ました。うれしくてうれしくて、叫び出しそうで笑い出しそうだったけれど、虎杖、がんばって倒れたままでいましたよぉ。そうしたらお姉さま、虎杖を抱き起おこしてくれましたぁ。きゃぁ！　きゃぁきゃぁきゃぁ！」

　叫びながら、ぐりぐり、義仙の胸の膨らみに顔を押しつけ、こすりつける。

「ン！　ゥ……」

　義仙が頬を染めながら、閉じた片方の目にさらに力を込めた。

「ふふふ、お姉さまに抱かれながら、虎杖、目を開けました。力の入らない振りをしてぇ、お姉さまに小声でつぶやきます。聞き取ろうとお姉さまが顔を近づける。チャンスです。なぜならぁ」

　虎杖が顔を上げた。

　その鼻と口を覆っていたマスクに手を掛かける。再び取り去ると、

「ふぅーっ……」

　大きく息を吐はいた。

「ゥッ！」

　義仙が身じろぎする。

　ピク、ピク、身体を震わせると、目ま蓋ぶたも痙けい攣れんし、わずかに開いた。

　黒目がどこかへ行ってしまったような、白目勝ちの眼めがぐるん、と回る。目め尻じりから涙なみだがにじんだ。

「ふふふへへへはははぁ！　そうですよぉ、虎杖の息は身体を麻ま痺ひさせる毒がありますからぁ。まともに吸ったら、身体が動かなくなって気絶してしまいますぅ。それにぃ」

　ニッ、と笑うと虎杖が顔を遠ざける。

　虎杖が終始、顔にマスクをしている理由はそれだった。ただ呼吸をするだけで、毒性のある呼気で他人を害してしまう。

　ふつうの、風か邪ぜや花粉対策のマスクに見えて、虎杖の毒の呼気を中和する特とく殊しゆマスクなのだ。

「この息のことは、義仙お姉さまも知らなかったのですねぇ。だから、虎杖が息をふぅぅーって吐きかけたら、お姉さまはとっても苦しそうに苦しがって苦しんで、その場に倒れてしまいました。お姉さまが苦しむお顔、とってもとってもきれいでしたよぉぉ！　もうすっごくすっごくステキで、いまもステキステキですぅぅ！」

　興奮すると虎杖の呼気の毒性はさらに強くなる。義仙は、

「ハゥ、ァ……ァ、ォ」

　痙攣しながら、褐かつ色しよくの肌に赤みを増していく。

　口のボールに空いている穴のせいで、義仙自身の呼吸は妨さまたげられない。

　けれど口を閉じることができないため、どうしても唾だ液えきがあふれ出てしまう。唇を濡ぬらし、こぼれ落ちた唾液が胸もとの素肌を濡らしていた。それをペロッ、虎杖がなめあげる。

「ふふはぁぁあ！　義仙お姉さまと間接キスですよぉ！　お姉さまの唾つば、おいしいおいしいおいしぃぃ！　直に飲みたいですぅ。……ふふふ、でもぉ、直接口をつけてお姉さまの唾をすすったら、虎杖の息も直接お姉さまのお口に吹き込まれてしまいますねぇ。そんなに直に、いっぱい虎杖の息を吸ったらぁ、お姉さま、どうなってしまうのかしらぁ。それに虎杖の唾液にも毒がありますからぁ、虎杖の唾液を飲むのも危険ですぅ。麻痺が解けなくて、廃はい人じんになってしまうかもしれませんねぇ。涙やよだれや、いろんなものを垂れ流しながら、ずぅーっと頭の中まで麻痺しちゃってる、そんな義仙お姉さま。ステキステキ、ステキですよぉ。そうしたら、ずぅーっと虎杖のもの、ずぅーっと虎杖が面めん倒どうみてあげますからぁ。ふふふふふふぅ！」
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　虎杖はとうとう、義仙の胸にその手で触ふれると、ゆっくりと揉もみ回し始める。

「ゥ……ァア」

「義仙お姉さまの胸、とってもとっても弾だん力りよくがあってとってもとってもステキステキ！　もっともっと見せてください見せて！」

　しだいに大だい胆たんになっていく虎杖が、手にはめていた手袋を取り去った。鋭するどく尖とがらせた爪つめで、義仙の制服を破り裂いていく。

「虎杖の息は、虎杖の身体の中にある間は毒ではないのですよぉ。でも虎杖の口から外へ出ると毒になってしまいます。そしてそして、虎杖の手も麻痺の毒を持っています。というより、虎杖の汗あせが、麻痺の毒なんです。どうやら虎杖の身体から出るものは、すべて毒性があるのかも。調べてはいませんけれど、もっと、ほかにもありますよねあります。義仙お姉さまで確かめてみましょうかぁ、ふふふへへはははあ！」

　ビビッ、繊せん維いが破れ裂ける音が続いて、すっかり露わになった義仙の乳房がこぼれ出た。

「ぁぁ、ああ、お姉さまの胸、生で見るお姉さまの胸、とってもきれい、きれいですぅ。濃こい肌が汗で輝いていて光っていて濡れて、とってもきれい！　あぁ、肌が手のひらに吸い付くみたいで、虎杖、いま義仙お姉さまの胸にさわってる、つかんでる、揉んでいますほらぁほらほらほら！」

　虎杖の手の中でプリプリと形を変える義仙の乳房。

　揺れ、震え、歪ゆがみ、たわみ、ツルンと滑すべり、はみ出し、弾ける。虎杖の手をはね返すほどに、弾力を強めていく。

「ンンゥゥ！」

「すごいすごいステキステキ！　虎杖から出る汗や唾液は麻痺の毒の汗です。けれど肌に直接塗ぬり込むと、微び量りようの毒が催淫性をもたらしますもたらしますぉ。お姉さまの胸、いっぱい虎杖が揉んで、こねて、つかんでですからぁ、もうずいぶん毒が染しみこんでいると思いますぅ。ほらぁ、こんなに胸の先が尖って、硬くなってますよぉ」

　虎杖が指で、義仙の乳ち首くびを突く。

「ハ、ゥ……、ゥ、ン！」

　ビクンッ！　震える義仙の上体が、その揺れを乳房にまで伝えて先端をより大きく震わせる。

「ステキステキ！　もっともっと、義仙お姉さまを見せて見せて、虎杖に見せて、虎杖が見たい見たい……もっと、お姉さまの熱く潤うるおっているところまで」

　とうとう義仙の制服はスカートまでもが切り裂かれ、肌から剥はがされてしまう。残ったのは、サイドでウエストと繋つながったオープンパンストとショーツだけだ。

「あぁ、義仙お姉さまの肌、肌肌肌、なめたいなめたい、なめたいですいいですよね、いいのよね、いまは虎杖の思うまま、義仙お姉さまは虎杖の好きにできるお人形……ん、ぅ……ちゅ、ちゅぷ、れろぉ」

　虎杖の唇が義仙の肌に触れる。

　胸の膨らみをたっぷりなめ回し、さらに下へ。引ひき締しまった腹に唇が触れると、ビクッと震えて腹筋が緊きん張ちようする。

　しかし虎杖の舌から分ぶん泌ぴつする唾液が、

「ァゥ……ゥ……ァ」

　直接肌に作用して、義仙の抵てい抗こうをそぎ落としていく。

　全身が麻痺し、さらに怪あやしい催淫効果で高められる。

　異様に熱く溶け出した内部が、熱を義仙の身体のすみずみにまで届けると、虎杖の毒もまた全身にまわっていくようだ。

「ん、ぅ……ぴちゃ、れろ……はぁ、はぁ、義仙お姉さまの匂いが強くなっていますよ。ステキな匂い、虎杖が思ったとおりの、フルーツのライチのような匂い、好き好き、好きですお姉さまの匂い」

　虎杖の唇が義仙のヘソを過ぎて、ショーツにかかる。ショーツの上から下腹に何度も頬ずりとキスを繰り返す。

　かと思うと、通り過ぎて太腿へキスの雨を降ふらせる。

　オープンタイプで股こ間かんが大きくくり抜かれたストッキングは、腿の肌だけを露出して虎杖の唇を誘さそう。

　何度も行ゆきつ戻りつしたのち、とうとうショーツの中心にまで虎杖の唇が触れて、

「ハ……ゥ、ゥ！」

　ツゥゥ……義仙の口から透とう明めいな唾液の糸がまっすぐに垂れ落ちて、自分の乳房を濡らす。そのまま横腹へと滴したたった。

「ふふぅぅ、そろそろいいですかぁ。義仙お姉さまといえど、もう麻痺の毒が回って抵抗なんてできっこないんですないです。だから虎杖、お姉さまの声が聞きたくなって、ふふふ、お姉さまの声、聞かせてくださいぃ」

　義仙の股間に鼻はな面づらまでも埋めながら見上げていた虎杖が、むっくりと顔を上げる。

　義仙の身体の上を這い上がるように身体をもたげ、手を伸ばすと、義仙の口の拘束具を取り去った。

「ンッ！　プハ、ァ……ハァ、ハァ、ァ」

「ふふふぅ、どうしたんですかぁ、お姉さま。もうお口が麻痺して言葉がしゃべれないのですかぁ」

　そう言う虎杖が顔を近づける。鼻の頭どうしが触れそうな近さの中、虎杖の呼気が義仙を脅おびやかす。

「ハァ、ハァ……義仙を捕とらえて、なにかを聞きだそうというのなら無駄、なんです。あらゆる拷問も義仙の口を割らせることはできないんです。なぜなら、それはもう義仙がほかの誰かに試ためしたこと、なのだから」

　義仙が潤うるんだ碧あおの瞳を凝こらして、虎杖を見つめる。

　毒で麻痺が残る身体は思うように動かず、ひっきりなしの瞬まばたきを繰り返す。意志と関係なく涙がこぼれ、まだ完全にろれつの回らない口からもよだれが垂れ落ちた。

「ステキステキステキ！　義仙お姉さまと虎杖、いましゃべってますしゃべってる！　お姉さまの碧の眼め右眼ステキステキ！　ずっと見つめていたいですぅ、隠かくされたほうの眼はとっても怖こわいから見れないけど、でもうーんとうんと麻痺して、何も考えられなくなるくらいになったら、お姉さまの緋ひ色いろの眼も虎杖、ずっと見ていたいですぅずっとずっと！」

　虎杖は義仙の魔ま眼がんだけは恐おそれているように見えて、しかし麻痺の毒で制することができるとも思っている。

「義仙も、興味があるんです。天海とあなたたちくノ一に命じた者。その意図と、柳生宗朗さまに対する御お処しよ置ちの……」

「きゃぁああ！　義仙お姉さま、これだけ毒を浴びてもまだそんなことを言えるのですね考えられるのですねスゴイスゴイぃ！　でもちょっと無ぶ粋すいかもしれませんでもちょっと考えても悪くはないですねぇ。だって虎杖もいちおうはお姉さまから情報を引き出すっていう任務がありますしぃ、ええ、柳生道場の中で、あの真さな田だ幸ゆき村むらでさえ知らないことを知っているのはお姉さましかいないと思うからですよぉ。徳川慶よし彦ひこ生徒会長に仕えて、裏の仕事をいっぱいまかされていたお姉さまだからご存じのことを知りたいんですでもまだまだもっとお姉さまと遊んでいたい気もしますしぃ」

　また虎杖は、義仙の肌はだに軽く唇を押しつけ始めていた。

　チュ、チュ……ついばむようなキスが義仙の胸や脇わき腹ばらに触れる。撫なでる。

　そのたびに、ピリッ、と弱い電流が通るような、瞬しゆん間かん熱い火を押しつけられるような感かん触しよくが走って、

「ゥ！　ァ……！」

　義仙をあえがせる。胸の先が、ピクン、と震えた。

「でもぉ、たしかに義仙お姉さまの情報と虎杖の知ってることをつけあわせたらぁ、けっこうおもしろいことが見えてくるかもしれないですねぇですよぉ」

　虎杖のキスはさらに、舌全体で義仙の肌をなめあげるようになって、さらに刺し激げきと毒を撒まき散ちらす。

　そのうえで、

「そうです！　虎杖、いいことを思いつきました。義仙お姉さまをこーんなふうにいたぶりながらぁ、それで口を割らせればいいんじゃないですかぁ。そうですそうしますそうしましょうよぉ」

　それが本来の拷問なのだが、虎杖の中で義仙を拘束し、好きに扱あつかうことの興奮が過ぎて、情報が二の次になってしまっていた。

「お姉さま、ご存じですかぁ。ここは華道部の部室なんです。ですからお花も、いーっぱいあるんですよぉ。ふふふ、中でも虎杖は、棘とげのある花がだぁい好きです。「いたどり」には棘がなくてつまらないんですけれどぉ」

　そう言う虎杖の手には、もう薔ば薇らの蔓つるが握られている。スルスルと上着の中から伸びてきていた。

「それ、は……」

「洋花はふつう華か道どうにはあまり使わないですけれど、虎杖は好きですよぉ。義仙お姉さまにはこの、黒薔薇がお似合いかなぁってでもベタかなぁって思ったんですけれど、やっぱりすごぉいすごぉい、よく似合いますぅ、とってもきれい、お姉さまきれい！」

　虎杖が薔薇の蔓を義仙の裸身にからみつけていく。

　黒薔薇といっても花は真っ黒ではなく、花弁の中心にいくほど赤みがある。まるで中心から鈍く、けれど灼やけるほど熱く燃え出しているようだ。

「ゥ……」

　押しつけられた薔薇の蔓は、棘を肌に食い込ませる。わずかに擦こすると、プッ、と肌がやぶれてそこから真しん紅くの小さな血の珠たまが膨れあがる。

　義仙の汗ばんだ褐色の肌と、黒薔薇。それに血のコントラストが、虎杖の目を妖あやしく輝かせた。

「血が、出ちゃいました。ああ、こっちも、ここも。ふふふ、こんな棘でできた傷、痛くもないし、『剣姫マスターサムライ』の生命力・治ち癒ゆ力りよくならすぐに塞ふさがって跡あとも残らないですねぇ。だからもっと、ふふふ、ほらここなんて、血がプツプツ並んで、ぁあ、でもすぐに塞がってしまいます。ぅぅん、もっと、もっとぉ！　……ん、ちゅる、れろぉぉ！」

　薔薇の蔓で肌を縛いましめながら、その棘が刺した傷を虎杖がなめ上げる。

　血の珠はすぐに凝ぎよう固こし、薄皮がたちまち張って傷自体は消えてしまう。

　そうなるまえにと、虎杖がけんめいになめ上げる。血をなめとっていく。

　虎杖の唇は義仙の血で紅を引いたように真っ赤になる。頬にまでもこすれて、青白い肌を化け粧しようした。

「ァ、ァ……ッ！」

「義仙お姉さまは、なぜあの柳生宗朗についているのですかぁ。宗朗のどこがよいのですかどこが。徳川慶彦さまを捨ててまで、宗朗の『剣姫マスターサムライ』になる理由はどこにあるのでしょう。なにか得があるのですかいいことがあるのですかぁ」

　血をなめながら虎杖が言う。

　義仙が答えないでいると、

「幕府の中でもあの宗朗の扱いを決めかねているって、どういうことなんですか。そんなにあの宗朗は特別なんですかなんですかぁ。そんなふうには見えないのに、義仙お姉さままで宗朗のものになるだなんて、虎杖はとっても寂しい悲しいショックですぅ。幕府は宗朗を生かすのですか殺すのですか利用するのですか」

　一方的な問いは、本来義仙のほうが聞くべきことをも含んでいる。

「ァァ……やはりそうなんです」

　義仙は、うつろな目で虎杖を見下ろした。

「やはり、なんなんですかお姉さま。義仙お姉さま、なにをおっしゃりたいのかしら虎杖聞きたいですよぉ」

　ギリッ。黒薔薇の蔓を虎杖が引き絞しぼる。

　プ、プ、プ、プ、ピッ……。義仙の肌に次々と小さな血の珠が咲さいて並んだ。

「幕府は……おまえたち八はつ哥か衆しゆうを道場にぶつけて、その結果によって宗朗さまへの御お沙さ汰たを決めようとしているんです。つまりおまえたちも天海も、単なる噛かませ犬、捨て石、なんです」

　義仙が言うと、

「ふふふん、そんなことわかっていますよわかっています。でもどうでもいいじゃないですか義仙お姉さまとこうして遊べるなんて、面と向かってお話ししたり、こんな……」

　虎杖の手が義仙の股間へ潜もぐり込む。グッ、と力を込めた。

「ァ、アアッ！」

　義仙の声が、それまでにはない狼ろう狽ばい振ぶりを見せた。

「こんな、こともできるんですできますから。義仙お姉さまは裏家業でひどいことをいっぱいなさって汚きたないこともいっぱい知って体験していらっしゃるのに、意外と身体はきれいなのですよねぇ。お姉さまの大切なもの、虎杖の触れているこの指の奥に守られて隠れているんじゃないですかぁ」

　グリグリと指をこね回し、突き込む虎杖。

「や、めて……、それだけは、い、イヤぁああ！」

　イヤイヤをするように首を振る。義仙の髪や肌から汗の雫しずくが飛び散った。

「純潔っていうやつですかぁですよねぇ。それ、あの宗朗に取ってあるんですかぇ取っておくんですかぁ。徳川生徒会長は女をなんとも思わない御方ですから義仙お姉さまには指一本触れなかったのですよねぇ。お姉さまもそのころは、純潔なんて意識なさっていなかったのでしょうね。けれどいまは、柳生宗朗の『剣姫マスターサムライ』であるいまは、もっともお姉さまの大切なもの守りたいものになったなっているぅ」

　長い言葉の途と中ちゆうで虎杖は、義仙を見つめる。

　顔を背けた義仙に、その耳に唇を押しつけ、ささやくように続けた。

「けれどいまそれはぁ、お姉さまの大切なもの、虎杖に人ひと質じちに取られたようなものですよぉ。だって虎杖がこの指をあと何センチか進めたらぁ、お姉さまの大切なものが破れてしまうのですからぁ。これまでいっぱい血を流してきたお姉さまなのにぃ、たったひと雫の血と引き替かえに失ってしまうのですよねぇ」

　ペロォ、と義仙の頬をなめる。

「ァ」

　耳たぶにキスして、噛んだ。

「どうしましょうどうしましょうかどうしたらいいですかどうしてほしいですかぁ、義仙お姉さまぁあ！」

「クゥ、ゥ……！」

　虎杖が噛む義仙の耳たぶが裂けて血が流れる。その血を満足そうにすする虎杖。

「それにしても、義仙お姉さまに虎杖の毒がこんなに効くなんて思っていませんでした。お姉さまを生いけ捕どりにしてこんなに遊んでこんなに楽しくて、次は何をしましょうかお姉さま。あ、まだお姉さまのここ、どうするかきめていないんでしたっけ。どうしましょうかぁ。なんだかちょっと物足りなくてぇ、虎杖、退たい屈くつして来ちゃったかもですぅ」

　指を動かすとニチュニチャ、くぐもった中にも水っぽい音が響く。

「ゥゥ……」

「ほらほらぁ、義仙お姉さま、なんとか言ってくださいぃ。虎杖の好きな大好きなだぁい好きな義仙お姉さまは、こんなに弱くないですよねぇ。きっとすごーい反はん撃げきをしてくれるんじゃないかなぁ、って思っていますよぉ。でも、でも虎杖の毒が勝ちます勝ちますけれどぉ、ふふふぅ！」

　白蝋のようだった青白い虎杖の肌に赤みが差してくる。

　瞳ひとみも潤んでいる。まるで義仙の血を吸って、酔よったようだ。

「虎杖は、生まれたときからこの毒息の体質で、誰にも相手にされず誰にも好かれず誰にも触れられませんでした。近寄ると殴なぐられ蹴けられ石を投げられましたよぉ。実の母親も乳を吸うたびに乳ち房ぶさが麻痺してぇ、虎杖をうとましく思っていたに違いないぃ決まってますぅ。あのマスクを作ってもらって、学園に通うようになっても、初等部でも中等部でもぉ、席はいちばん後ろでひとりだけ離はなれたところに置かれて、体育はいつも見学で……」

「……それだけ、なんです？」
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「え」

　突然、義仙の声が素に戻ったようで、虎杖は思わず噛んでいた耳を離した。義仙の顔を見る。

「義仙お姉さま？　虎杖の毒が足りないようですかぁ？　だったらたっぷり……ぅ、ん？　あ、ぁ……」

　虎杖の動きが止まる。義仙は逆に、わずかに身を起こした。

「息や唾液が麻痺の毒になる。おもしろい能力なんです。さすがは八はつ哥か衆しゆう。きっとほかの体液も、毒なのでしょう。もっともっと、強い毒かもしれないんです」

　そう言いながら義仙の顔は、それまでよりずっとすっきりと落ち着いている。それまでの毒が、すっかり落ちたような雰ふん囲い気きだ。

「そ、そうですねぇ。それは、試したことがないこともないこともない、ですけれどですけれど、一度にあまりに強い毒で義仙お姉さまがつかいものにならなくなってしまったら、虎杖、悲しいですし楽しくないですし」

「その心配なら、ご無用なんです。というより、『剣姫マスターサムライ』相手に一いつ般ぱん人じんが麻痺する程度の毒では、わさびの辛からさにちょっと涙が出た、くらいよりも物足りないんです。正直じき、もう少し期待していたんです、けれど」

　義仙の言葉に、どんどん焦しよう燥そうがつのっていく虎杖。

「ふふふへへ、お姉さまがおっしゃることがよくわかりませんわかりませんけれどぉ、さっきまであんなに、とろとろぐずぐずにとろけて、とってもいい声を出していたお姉さまなのにぃ」

「もう遊びの時間は終わった、ということなんです。それに、やはりおまえたちくノ一は、さほど有益な情報も持っていないみたいだし。逆に探さぐりだそうとしても、義仙が興味のわくような話はなさそうなんです」

　義仙はさっきから瞬きもせずに虎杖の顔を、目を凝ぎよう視ししている。森の中の湖のような碧色たたえた右目が、何度も妖しく輝いた。

「そ、そうだからといってそれはそうで、くノ一は情報を集める側ですから、お姉さまからの情報を……」

「なら、せっかくですから義仙が教えてあげてもいいんです。柳生宗朗さまは特別なお方。『将』といってもただの『将』ではない。幕府もそれに気づいているから、いよいよ動き出したんです。おまえたちを使って、まずは出方を見てみる」

「特別な『将』……そ、それは、ぁ」

「ある意味、徳川慶彦さまよりも、ということなんです。そのことに最初に気づかれたのは、宗朗さまのお父君、宗むね慶よしさま。そのため宗慶さまは出しゆつ奔ぽんなされたんです」

「ええ、ふえええ、そんなことそんなことが、あの宗朗は、いったい何者ですかぁ。あれほどの『剣姫マスターサムライ』を従える力が、あの宗朗にはある、と言うんですか言うんですかぁあ!?」

　虎杖も混乱してくる。

　義仙は笑った。唇が笑いの形に持ち上がる。チロッ、と舌が覗のぞいた。

「そろそろ、終わりにしましょうか。この遊びも」

　その凄すごみに虎杖があわてて、

「ま、まだです。まだですよぉ、お姉さまのここに、虎杖の指がさっきからずっと遊んでいますから。お姉さまの大事な大切なたったひとつのもの、人質になっていること、忘れてませんかぁ」

　ヌチュ、プ……。わずかにぬめりを感じる水音がかすかに響く。義仙の股間、ショーツの中に突き込んだ虎杖の指が、さらに奥をうかがう。

「まだその無粋な指、使うつもりなんですか。やめておいたほうがいいんです。義仙の大切なそれは、宗朗さまに捧ささげるもの。宗朗さましか触れられない、ものなんですから」

「だからそれをぉ……う、くぐ、ぅぅ」

「どうしたんです？　ずいぶん苦しそうですよ」

　義仙の肌からは薔薇の棘の傷も完全になくなって、もとの褐色の輝きを取とり戻している。

　肌も髪かみも、唇も艶なまめいて、みずみずしい生気を放っていた。

「ぁぐ、ぅ、バカな、どうして、動かない……の。虎杖の身体が、麻痺、してる？」

「さあ、どうでしょう。さっきから呼吸がおかしいみたいなんです。過呼吸、みたいな。自分の息を、自分で吸い込んでいるような」

　義仙の言うとおり、虎杖の呼吸がしばらく前からヒューヒューと不快な音を立てている。

　虎杖本人だけが、それに気づかずにいた。

「なんでどうして、なのか、な。義仙お姉さまのいちばんの能力は魔眼。それさえ封ふうじてしまえば使えなければ、虎杖の勝ち、勝ちなのに」

「そう、義仙の魔眼さえ封じてしまえば」

「いまだって、お姉さまの片目はアイマスクで覆おおわれていて、魔眼の赤い眼は覆われているから使うことなんてできなくて」

「魔眼の赤い瞳は……おまえの言うとおりなら、義仙は魔眼を使うことができない」

　碧の瞳が、虎杖をとらえて放さない。

「へ？　ひぁ！　な、なんで、虎杖、が……ぁ、ああ？」

　虎杖は自分から膝ひざを起こすと、両手を伸ばして義仙の腕うでの縛めを解く。すっかり縄の解けた義仙が、破れてはだけた制服で再び胸を、肌を覆った。

「それでいいんです。次はなにをしてもらいましょう。自分の胸を短刀で突く、薔薇の棘とげ蔓つるで身体も顔も縛しばり上げる。それとも毒息よりももっとおそろしい、毒の……自分のそれを呑のんでもらうのもいいんです」

「え、え……お姉さまの、義仙お姉さまの、眼、眼、は……」

　もはや動けない虎杖。震えながら義仙を見上げる。

「もう、いいでしょう、ね」

　膝立ちから立ち上がった義仙は、ゆっくりと自身の右目に手をあてた。何度か瞬きしながら、眼球からなにかを取り去る。

　再び開かれた義仙の右目。

「はぅ、あ！　あ……！」

　虎杖の目が驚おどろきに見開かれる。その虎杖を真まっ直すぐ見つめる義仙の右目。

　真紅に濡ぬれ光っていた。

　炎ほのおのように紅をゆらめかせている。

「わかりましたか」

　そう言って義仙が差し出してみせる指先には、碧の小しよう片へんが。

「コンタクト、レンズ。緑色、の、ですかぁ。そ、それじゃあ……」

　もはや絶望に塗り込められた顔を上げる虎杖。いつのまにか滲にじんだ涙が、頬にまで漏もれだしている。

「義仙の目は……」

　眼帯に手を掛ける。金具を外し、取り去ると、隠されていた左目が露あらわになった。

　閉じられていた左目が開く。そこにあったのは、静かな湖のような緑色。

「あぁ、ぁ！」

「義仙の眼帯、裏返しても使えるんです」

　金具を付け替えると、義仙はあらためて眼帯をつける。たったいままで炎の紅を燃え立たせていた右目を覆い隠した。

「最初から、眼帯を逆に付けていたというのいうんですか。右目に緑のコンタクトを入れて魔眼を隠してぇ。じゃあ、最初から魔眼をいつでもいつもぉ……！」

「使えたし、使っていた、と言えば……。けれど、そうでない時間もいっぱいあったんです。ちょっとくらいなら遊んであげても、と思っていたんです」

　義仙の笑えみが、虎杖を切る。

　真っ赤になった虎杖が、

「お、お姉さまだって！　虎杖があんなに愛して……毒の麻痺と快感で、声を上げて声を上げ続けて、いたじゃないですかいたくせにいた、のに……！」

　言いつのっても、義仙はあくまで、

「あんなのでは、義仙を真に感じさせることなんて、できないんです。あんな……下手くそ、では。義仙がひとりでするほうがずっと上です」

　やさしげに、吐き捨すてた。

「ああ、ああ！」

　こんどこそ屈くつ辱じよくと羞しゆう恥ちで全身すら染め、身を震わせる虎杖。

「義仙をいつも見ている？　眼帯が逆なのにも気づかないおまえが、笑しよう止し、なんです。義仙の大切なものを奪うばう？　義仙を刺さし貫つらぬけるのは柳生宗朗さまだけ。宗朗さまに貫かれて、義仙は死ぬ、んです。そのとき、義仙はほんとうに宗朗さまの『剣姫マスターサムライ』になる。『剣妃サムライブライド』にだって……」

　ほんの一いつ瞬しゆん、義仙が夢見るような表情を見せる。

　けれどすぐにそれは消えて、

「せっかくだから、勝負してあげてもいいんです。果し合。どうです、いまこのときから義仙はもう魔眼を使わない、それなら」

「うぅ、ぅ……、バカにして、虎杖をバカにしてなめてバカにしてますねぇえ！　けど、けどいいです受けます、勝負、果し合受けて立ちます！　義仙お姉さまと戦えるなら、それも虎杖の望んでいたこといることですからぁ！」

　四つん這いの身を起こして、立ち上がる。

　義仙に向き合い、

「虎杖がお姉さまに勝ったら、続きをしてもらいますよこの続きをしてもらいます。こんどはお姉さまの魔眼なしで、虎杖のいちばんの毒を流し込んであげますあげますから」

　言い放つ。

　義仙もそれには残った左目を輝かせ、

「おもしろいんです。義仙が負けたら、一生おまえの奴ど隷れいになってあげる、んです」

　虎杖を見つめながら言った。
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「……行きます、義仙お姉さま！」

　それまでいた地下室のある草庵を出て、水辺の草むらで対たい峙じする義仙と虎杖。

　抜ぬきはなった忍者刀を持つ虎杖が叫さけぶと、義仙は目を伏ふせて天を仰あおいだ。

「義仙に『剣姫マスターサムライ』の力を、宗朗さま、……召しよう喚かん！」

　青白い光が義仙の身を包み、身体を構成する元素のひとつひとつすら変えていく。吹き払はらわれるように光が消えると、義仙の手には長く巨きよ大だいな大鋏ばさみが握られていた。

　それを見届けると、虎杖もまた制服から小箱を取りだした。

　印いん籠ろうだった。何重にも重ねられた漆黒の漆うるし地に金色の紋もんの箔はく押おし。

　紋はもちろん、徳川将軍家の三つ葉葵あおいだ。

　虎杖は印籠をかざすと、

「甲こう賀が忍にん法ぽう究極奥おう義ぎ！　毒花演えん舞ぶ！」

　蓋ふたを取り去る。あふれる金色の粉が光のように舞まう。虎杖の身体を包つつんでいく。

　まだ金色の光を残す双そう眸ぼうを義仙に向ける虎杖。

「ふふんふふんふふふふん！　いい感じいい感じいい感じですよぉお！　お姉さまと戦うために虎杖、自分の身体に奥おう義ぎをほどこしましたよほどこしましたぁあ！　行きます行きます、行きますからぁあ！」

　忍者刀を振ふりかぶる。

　猛もう然ぜんと、駆かけだした。

「ぉぁぁぁああああ!!　たぁあああ！」

　虎杖は大きく跳ちよう躍やくし、大上段から刀を振り下おろす。鋭い斬撃に義仙は、

「ゥ、ン！」

　両手持ちの大鋏で受ける。尖った金属音が反はん響きようした。

「まだぁ！　まだです。まだまだまだまだぁあ！」

　弾はじかれた忍者刀をかまえ直し、二度三度と打ち込んでくる虎杖。義仙がその都度受けても、右、左と袈け裟さからの斬撃を繰り返かえす。

「……クッ、ァ、ゥ……ン！」

　義仙は少しずつ後退した。

　激しい虎杖の打ち込みに、押されているように見える。

「はははははぁん！　ふひへへへぇ！　お姉さまお姉さま！　義仙お姉さま！　戦ってますか戦ってます？　虎杖と戦ってますよぉお！　あああああ、お姉さまと戦うの、楽しい楽しい楽しいぃい！」

　虎杖の目がよろこびに震ふるえ、輝く。

　打ち込むたび、それを義仙の大鋏が受けるたび、虎杖の歓かん喜きが増していく。

　虎杖はついに、

「愛、愛です！　虎杖の剣けんは愛！　この一いち撃げきは義仙お姉さまに捧げる愛です想おもいですすべてですぅぅ！　受け取って！　受け取ってくださいお姉さま、虎杖の愛と毒！　義仙お姉さまへの愛と毒で虎杖の中はいっぱい！　いっぱいいっぱいですぅぅ！」

　渾こん身しんの突きを義仙目がけて放つ。

「これが、義仙への愛なら……こんな無様で不格好な愛は義仙、受け取りをお断りするんです……！」

　グァキ！　それまでの金属が弾ける音から一転、激しくぶつかり、からみ合うような音が響いた。

　虎杖の忍者刀を、義仙の大鋏が挟はさみ込んでいた。

　二枚に開いた大鋏の刃が、忍者刀の刃に食い込む。刃の金属を削けずり取り、あるいは押し退のけて、がっちりと噛み合あっていた。

「はひぃぃぃ！　ひぃぃぃ！　お姉さまの大鋏、大鋏が虎杖の刀をぉぉぉおお！」

　うろたえる虎杖。

　このまま義仙が大鋏を閉じれば、虎杖の忍者刀の刃は折られてしまう。

　あるいは大鋏をひねりあげるだけで、刃の食い込んだ忍者刀を簡単に絡からめ取ることができるだろう。

　そのうえ虎杖の胸から下はがら空きで、大鋏をふたつに分けて、一方で切きり裂さくことも義仙にはできた。が、

「おまえの愛は、つまらなすぎるんです。さっきと同じ。深みがない。そんな愛なんて義仙は、御ご免めんこうむる、んです！」

　義仙はどのどれもせず、虎杖の無防備な腹を蹴り上げた。同時に鋏を開き、虎杖の刀も放している。

「ぐぎっ！　ぎゃぁぁああぅ！」

　大きく吹っ飛び、後ろ向きに転がる虎杖。

　それでも身を起こすと、

「なぜなぜなぜですかどうしてですか。虎杖の愛をなぜ義仙お姉さまは……ぅ、ぅ、受け取って、ぐ、ぐぐぐ？」

　再び義仙へ向かおうとするも、なぜか動けない。そのうえ、刃が欠け、いまにも折れそうな忍者刀を逆手に持つと、

「は！　はひぇ、ひぇぇえぁあああ!?」

　自ら、その胸から喉のどに向かって斬きり上げた。

　一瞬ののち、噴ふき上あげる鮮せん血けつ。噴ふん水すいのように虎杖の頭上にまで達すると、飛沫しぶきとなって降り注ぐ。

「あ！　ぐ、ぐぅあ！　ち、血……！　虎杖の、血ががが！」

　のたうつ虎杖に、義仙が歩み寄る。

「おまえの吐と息いきも唾液も毒。けれどもっとも強い毒は、血、なのはわかっていたんです。おまえの究極奥義は、その血の毒性をもっとも強めること。その血を義仙に浴びせること、だったんです」

　勢いだけでじつは隙すきだらけの虎杖の打ち込みを義仙は受けながら、その意味にすぐ気づいていた。

　大鋏で忍にん者じや刀を捕らえられても、虎杖は自分の刀を離さず、そのまま持ち続けた。胸や胴どうが無防備になるのもかまわず。

　これで義仙の予想は確信に変わる。

「義仙に斬きらせて、噴き出だす血を浴びせて攻撃する。それが、死に至る毒なのか、『剣姫マスターサムライ』でも中和できないほどの麻痺をもたらす毒なのか……」

　それは虎杖を見ればわかった。

「ぁうぁうぁ……ぅぅ、ひどい、ひどいひどい、お姉さま……ぁ」

　虎杖はのたうちながらも、死んではいない。毒でろれつも回らなくなってはいるが。

　もう、血も止まっていた。

　最初から自分の血を義仙に浴びせるつもりの虎杖は、太い動脈が傷ついても、すぐに塞がる応急処置の仕組みを作って臨んでいたのだ。

　それは自分で自分を傷つけたときにも作用した。

　それでも一度に多くの血を失い、また麻痺がさらに効いて声も出せなくなりつつある。それでも、

「お、お姉さま、もう魔眼は使わない、と言った、のにひどいひどい……」

　血と涙で汚よごれた顔を向けて訴うつたえる。

「義仙は、『いまこのときから魔眼を使わない』と言ったんです。もうそのときには、おまえの意識への条件付けは済んでいたんです。究極奥義を使おうとすれば、それは自分に対して使うことになる、と」

　虎杖を見下ろして義仙が言った。

　義仙の魔眼は、一度にひとつのことしか相手に強制できない。

　この場合、究極奥義を虎杖が実際に使う、その瞬間に魔眼の効果が発動する。

　毒の血を義仙に浴びせるつもりが、虎杖は自分で自分を傷つけ、血を浴びるはめになる。

　事前に虎杖の心に鍵かぎをかけた義仙の、戦うまえからわかっていた完勝だった。

「そ、そんなぁ、そんな、そん……な、お姉さま、義仙、お姉……」

「それから、義仙の名前を気安く呼ばないでほしいんです。義仙を名前で呼んでいいのは、宗朗さま……それに柳生道場の仲間たちだけ、なんです」

　それだけ言うと義仙は虎杖に背を向ける。

「ぅぅぅ、お姉さま……ぁ」

　しだいに遠ざかる義仙の背中を、虎杖はまだ麻痺の残る身体で見送るしかなかった。

「ぃ、ぃつかきっとぉ、お姉さまに認めてもらえるまで、虎杖、きっとあきらめないあきらめませんんんぅ！　ずっとずっと、お姉さまを想う気持ちは変わらないのぉぉ。きっときっと、お姉さまに抱いてもらうのぉ抱いてもらうまでぇえ、虎杖はぁあ……がふ」

　とうとう全身にまわった毒が意識を断たち切って、虎杖は昏こん倒とうする。

　それから数時間後。生徒のひとりが偶然見つけるまで眠ねむり続けることになった。
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「鬼灯ほおずき、繁縷はこべ、虎杖……全敗でありますね」

　石榴ざくろが言う。

　例によって、全学サークル評議会の会議室。議長席の天海は、頭を抱かかえたままさっきからずっと動かない。

「天海さま？　天海……」

「聞こえてるです！　ええ、これで負けは六人。八人分の六人。四分の三の負け。そう言いたいんでしょう」

「しかも残りの四分の一も、まだ勝ったわけでもないでありますし」















「ええ、そうね。でもこういう考え方もあるです。いわく『負けるが勝ち』と！」

「えええ……それは、あまりにあまりではありますまいか」

　仮面の上からでも、石榴がうんざりしているのがわかる。

「わかっているですよ。そんなことわかってるです。うぐ、ぐ」

　天海がしきりに、自分の手の爪を噛んでいる。そういうところも、

「小物っぽいでありますなぁ」

「なにか言ったですか！」

「ああ、いえ。……ときに、我らの雇やとい主ぬしからは、なにか。ああ、つまり幕府のほうから、でありますが」

　幕府、という単語が出ると、天海の身体がビクッ、と震えた。

　この反応に石榴は、

「あー、やっぱりＮＧワードでありましたか。いや、別に」

「なんです!?　聞きたいなら最後まで聞きなさいです。それは、幕府から報告書を求められているです。負けたら負けたで、いかなる状じよう況きようで技わざで仕し儀ぎで負けたかを、詳しよう細さいに報告するです。そのため、もう負けた薊あざみ、蔦つた、蔓かずらの三名は、大おお江え戸どの天てん城じようへ出頭して、じきじきの尋じん問もんを受けているです」

　天城とは、天にひとつしかない真の城、という意味の通つう称しようで、江え戸ど城じようのこと。

　柳生道場の「剣姫マスターサムライ」に敗北したくノ一たちは、どうやらそこで監かん察さつ官かんの尋問を受けることになっているようだ。

「はあ、例のデータ取りということでありますか。いずれ出てくる徳川四天王の下地作り、地ならし露つゆ払はらいが我らの役目でありますな」

「ひぃ！」

　徳川四天王、と言われて天海が確実に数十センチは跳とび上がった。長い髪の一部が逆立っている。顔面蒼そう白はく。血の気のない唇がプルプル震えた。

　が、すぐにそんな態度をなかったことのように、

「ぁ、ん、んん！　四天王がいますぐ出てくるとは限らないです。ない、ない、ないはず……そ、そのまえに、旗本御ご書しよ院いん番が派は遣けんされるという可能性もあるです」

「御書院番？　あの、旗本と称しながらはぐれ者ばかりの吹きだまりと言われる？」

「あ、こら、言いすぎです！　大おお久く保ぼ忠ただ教たか殿どのは、真面目ないい子ではたらき者と聞いているですよ」

「大久保……彦ひこ左ざ衛え門もん殿どのでありますか。やっかい者ばかりを押しつけられて閉口する小学生女子、と」

「彦左殿は確か中学生です。それに、まだ決まってもいないこと。我らもまだまだ負けと決まったわけではない、です！」

「残り全勝しても勝率二割五分でありますが」

「ダブルアップチャンスがあるかも、です！　最終戦はポイント十倍、かもですよ！」

「それは明白なズル、というかそんなポイント制、ないでありますし」

　一連のやりとりが過ぎたあと、会議室内にはまた沈ちん黙もくが訪おとずれた。

「……行って、くれるですか」

　天海が言う。もちろんその言葉は、願いではなく命令だった。

「石榴、その言葉をお待ちしていたであります」

　そして石榴も、改めて膝をつく。

「もうひとり……」

「赤あか座ざであります。もちろん、伴ともなってまいるであります」

「目指すは、柳生十じゆう兵べ衛え」

　天海の言葉に、石榴がうなずいた。それまでずっとつけていた仮面を、とうとう外す。

「必ずや、討うち取ってご覧にいれるであります……」







伍◆第七の刺客、くノ一石榴、そして…





　　　　　１



「行ってきまぁーす！」

　柳生やぎゆう道場の門を、元気よく十じゆう兵べ衛えが出て行く。その肩かたには、

「ウキュ！」

　いつもどおり佐さ助すけが乗っていた。

　すでに夕方近い時間だが、陽ひはまだまだ高い。

　放課後、学園からいったん道場へ帰り、いままた夕食の買い出しに行くところなのだ。

　本来ならば、

『八はつ哥か衆しゆうの襲しゆう撃げきにそなえて、外出するときは必ずふたり以上で』

　なのだが、幸ゆき村むらは相変わらず離れで引きこもり、又また兵べ衛えはその使いでどこかへ出かけていた。

　千せん姫ひめ・半はん蔵ぞうも同じように外出中。宗むね朗あきらはまだ学園から戻らず、兼かね続つぐは、

『マイコテージの修しゆう繕ぜんで忙いそがしいのですわ！　学生街の店も、店てん舗ぽに宿しゆく泊はくするのは禁止、のお触れが出て泊とまれなくなるし、やはりわたくしの部屋はここ！　ここにマイコテージを再建するしかないのですわ！』

　と、対大仏戦でまたも壊こわれたコテージを再建するのに忙しかった。

　そのうえ、

『この材木はこっちでいいのであるか』

『うぅぅ！　カナヅチで指を叩いてしまったのだぁ！』

　応おう援えんに来ているのは、ふだんメイド喫きつ茶さではたらいている、いちおうは柳生道場所属の明石あかし全たけ登のりと長ちよう曾そ我か部べ盛もり親ちか、それに毛もう利り勝かつ永ながもいる。

　豊臣三人衆だった。

　三人とも、いつものメイドドレス姿で軍手、鉢はち巻まきという出いで立たちだ。

　じつはコテージ再建の際、

『いい機会ですわ！　こうなったら大おお幅はばにマイコテージを拡張して、３ＬＤＫにロフト付き、ジャグジーにプールに、ウオークインクローゼットのシューズインクローゼットですわ！』

　と兼続が、一大拡張計画を打ち出したため、勝永たち三人も動員されることになったのである。

　しかし明らかに、立地となる道場の庭よりも建たて坪つぼが大きいという異次元な構造に、

『ほんとうに、この設計図どおりに作るつもりなのか』

　首をかしげる勝永も。

　なので、

『ほへえ、そうなんだ。……うん、がんばってね、ぐっちゃん！』

　エールを送りつつ、十兵衛はひとりで道場を出てきたわけだった。

「ひとりじゃないよね、さっちんがいるもんねぇ！」

　十兵衛は佐助を抱き上げて頬ほおずりする。

「ウキュ、キュゥ！」

　強ごう引いんな愛情表現に、迷めい惑わくそうな佐助。しかしここは辛しん抱ぼう、と耐たえている。

「ぎったんはどこにいるかわかんないしぃ」

　義ぎ仙せんはときおり突とつ然ぜん姿を現わすが、基本は所在不明。ふだんどこに住んでいるのかもわからない。

　じつはこのとき、義仙は例の虎杖いたどりに捕らえられ、それは虎杖との戦いに発展するのだが、十兵衛には知るよしもない。

「買い物買い物！　十兵衛、買い物だぁい好き！」

　言いながら、手にした買い物リストのメモを見る。

　柳生道場八人と一匹ぴきの朝夕の食事を確保するため、毎日の買い物は重要な仕事だ。翌日の買い物リストを作るのは、おもに又兵衛と半蔵の役目。

　店のチラシを事前にチェックし、安さと栄養面に配はい慮りよした献こん立だては、これもまた又兵衛と半蔵が主になって調理し、食しよく卓たくに供される。

「べーたさんの作るご飯って、とーってもおいしいの！　十兵衛も手伝ってるけど、難しいんだよぉ。いつかべーたさんみたいに、お料理上手になりたいなぁ！」

　いちおう佐助に話しかけてはいるが、基本、独り言も通常音量の十兵衛だ。

「キュゥ」

　道行く学生たちが、両りよう脚あしの腿に大小を差し、肩には小こ猿ざるを乗せた十兵衛を、チラチラと振り返る。

「べーたさん、早く帰って来ないかな！　ぞうさんも！　そしたらお料理いっしょに……ん、あれぇ？」

　ややも歩き、人通りの少ない路地にさしかかったところ。















　路ろ傍ぼうに、ひとりの女子生徒がうずくまっている。

　背中を丸め、身を震わせていた。

「どうしたの!?」

　駆け寄よる十兵衛。

　女子生徒が顔を上げる。

　長い明るい色の髪をひとつに縛っている。尻尾しつぽのように垂れた髪は、腰こしの下までも届いていた。

　制服は高等部だが、まだ幼さの残る顔は、中等部と言われても自然なほどだ。

　少女は、

「すいません。持病の、癪しやくが……」

　ときおり苦痛に顔を歪める。

「しゃく？　尺八屋さんなの？」

「ウキャ！」

　十兵衛が言うと、佐助がその髪を引っ張った。さすがに「尺八屋さん」はないだろう、という意思表示のようだ。

「いえ、尺八屋ではなく……というか、虚こ無む僧そうでもなければ、尺八など持ってもいないでありますが」

「コムソモーレツ？」

「あ、いや、虚無僧、こむそう！　なんでありますかコムソモーレツとは。モーレツな虚無僧のような」

　コムソモーレツとは共産主義者青年団を差す言葉。ファニーな語感とは裏腹に、ハードな概がい念ねんである。

　むろん、モーレツな虚無僧でもない。

　そして、十兵衛と話している女子生徒こそ、甲こう賀がくノ一八はつ哥か衆しゆうの筆頭、石榴ざくろだった。学園での名は、佐さ久く路ろ実み。

「テレビでやってたの！　オー、コムソモーレツ！　って、スカートが風で……」

「そんなテレビは絶対やってないと思うでありますが！　ぁ……」

　勢いよく反論し、気づいて一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとする石榴。

　十兵衛は、

「ね！」

　となぜか、笑え顔がおだ。

「ええ、うう（こ、これでは癪など患わずらってないのがバレてしまうであります。だいたい、なんでこの小こ娘むすめは、そんな言葉を知っているのでありますか）」

　石榴は逡しゆん巡じゆんするが、それがいつもの十兵衛ワールド。

「お腹なか痛いの、もうよくなった？　でしょ？」

　十兵衛が改めて石榴の顔を覗き込む。石榴はちょっと赤面しながら、

「は、はい。おかげさまで……（というのでありますか、さっきのあれは！）、ただまだ足元がおぼつかず……」

　立ち上がろうとして、フラッ、よろけてみせる。

「危ないよぉ」

　十兵衛が支えた。

「よかったら、このまま学園の医務室まで行くのを手伝ってもらえないでありますか。わたしの名は佐さ久く、路実。どうもわたしひとりではうまく歩けそうになくて」

　訴える石榴に、

「うん、いいよ。はい！」

　そう言って十兵衛は片かた膝ひざをつき、背中を向けた。

「え」

「だいじょうぶ！　十兵衛がおんぶしてあげるの」

　石榴は戸と惑まどうが、十兵衛は背中を向けて待っている。

　その無防備な背中を身ながら、

「（もしかして、いまここで斬りつければ勝てるのでありますまいか。いや、急所を峰みね打うちして気絶させれば……）」

　背中に隠した忍者刀の脇わき差ざしに、石榴の手が伸のびそうになる。けれど、

「ん？　どうしたの、さくにゃん」

「さく、にゃん？」

　躊ちゆう躇ちよする石榴に、肩かた越ごしに振り返った十兵衛が言った。

「サクサクの佐久だから佐久にゃんだよ！　遠えん慮りよしなくていいの。十兵衛、これでもサムライなんだから」

　ニコッ、と笑う。くったくない笑顔に、石榴は脇差しを握にぎる手の力が抜けていくのがわかった。

「えーっと。じゃあ、申し訳ない、であります」

「うん！　行こ！」

　背中におぶさった石榴を乗せて、十兵衛が立ち上がる。歩き出す。

　ところがそこで、

「ウキャ！　キュ！」

　佐助は十兵衛の肩から飛び降りると、一散に駆けだした。

「ぁ、さっちん！」

　十兵衛が叫ぶが佐助は振り返らず、そのままジャンプするように走っていく。すぐに見えなくなった。

「ぁ～ん、さっちん、どうしたのぉ」

「追いかけなくて、いいでありますか」

　石榴も心配して言う。

　が、十兵衛は、

「うん。平気。さっちん、きっとおしっことかしたくなったの」

「おしっこ」

「うん。女のコだから。見られないようにきっと、ね」

「そうなのでありますか」

　それにしてはずいぶんな全力疾しつ走そうに見えたが。そう思いながらも石榴は、ひとまずは自分の任務に集中することを選ぶ。

「（背中を斬りつけるのはいまひとつ趣しゆ味みではないでありますし、それに、あの猿には、別の手を打ってあるであります）……」

「うん？　さくにゃん？」

「あ、いや、なんでもないで……（あれ？　なにも言ってないでありますよね？）」

　自分につい確かく認にんするように心の中でつぶやく。

「じゃあ、ほんとに行くよう」

　十兵衛が歩き出す。石榴を背せ負おっているとは思えない速さと、軽い身のこなしだった。

「（この足さばき、やはりサムライ……いや『剣姫マスターサムライ』……）」

「さくにゃん、急ぐよぉ！」

「はいで……うぁあ！」

　石榴も驚くほどに、十兵衛は速度を増していく。

「……」

　十兵衛と石榴の姿が遠ざかっていくなか、それを見ていた影が、動いた。

　それまで建物の陰かげに身を潜ひそめていたのが、こちらも猛然と駆け出す。

　ただし、向かう先は十兵衛たちのほうではなかった。

　十兵衛と別れてやはり走り去った、佐助のほうだ。

「……ぅぅ」

　すっぽりと頭までを覆うフードのせいで顔は見えない。わずかに長い髪が漏れてなびいている。

　その外がい套とうの下、チラチラ見えるのは中等部の制服のようだ。

　十兵衛と石榴。それに佐助と謎なぞの少女。

　ふたつの局面が、どうやら動き出す。
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「……もうここで！　ここでいいであります。ここで！」

　石榴が叫んだ。

　すぐ前に十兵衛の頭があるのだが、あまりに走る速度が速いため、背負われているというよりほとんどしがみついているようだった。

「え、なに？　いいの」

　十兵衛が急に止まる。その急制動だけで、前へ放ほうり出されそうになる。

「はい、であります。ひとまずここで、はぁ、はぁ」

　背中に乗っていた石榴のほうが息を乱している。十兵衛は石榴を下ろすために膝をつきながら、

「さくにゃん、軽いね。十兵衛、もっと、学園まででも平気なのに」

　息も切れていない。顔をほころばせた。

「あ、いや（こっちも、疲つかれたわけではないでありますが）」

　驚きが、石榴の動どう悸きを乱していた。

「でもここ、どこなの？」

　十兵衛の言うとおり、そこは見知らぬ森の中だった。水辺も見えている。

　石榴の指示で「近道」を通る途中、停止したためだ。学園へ向かうメインの道からはかなり外れ、あたりは人ひと影かげどころか道自体がない。

「どこ、という名もない、学園郊こう外がいの森でありますよ。わざわざ背負って運んでくれて、礼を言うであります」

　十兵衛の背中から降りた石榴は、適度な距きよ離りを取って対峙する。

「どういたしまして！　なの。でも、尺八はもういいの？　さくにゃん。お腹、痛くないの？」

　十兵衛が言うと、

「もう問題ないでありますよ。それに、医務室へ向かうのは口実。柳生十兵衛どのとここでふたりきりになるのが目的」

　石榴がとうとう真実を告げた。しかし十兵衛は、

「うん。わかってたよ。さくにゃんは、ええと、くノ一の、落花生、でしょ!?」

「ええと……八はつ哥か衆しゆう、であります。あ！　落花生、八はつ哥か衆しゆう。ううん。なかなか、い、いや、そうではなくて！　ぅ、しかし（我わが素す性じようを知っていたでありますか。最初から？　そのうえで、ここまでおぶって運ぶなど……）」

　石榴が言葉を途と切ぎれさせると、

「うん！　だって、果し合だって、ゆっきーが言ってたもん。果し状をもらって、一対一で、戦うの！　べーたさんも千姫さんも、ゆっきーも、みんな戦ってたの。ぐっちゃんもぞうさんも！　だから十兵衛の番が早く来ないかなぁ、って！　そしたらさくにゃんが来てくれたから、とおってもうれしかったの！」

　十兵衛は目を輝かがやかせる。

　どうやらほぼ最初から石榴を甲賀くノ一と知り、ここまで運んできたのだ。そのうえ戦いを望んでいる、となれば、

「いいであります。ならばこちらこそ望むところ。一対一の勝負、いざ尋じん常じように参る、であります」

　石榴は背中からこんどこそ忍者刀を抜いてかまえる。

「わぁ！　ほんとに勝負だね！　十兵衛がんばるの！」

　こちらも左の腿ももに差した大だい刀とう、三み池いけ典てん太たを抜き放つ。しかし抜いたのはそれ一本。両手で中段にかまえた。

「柳生真しん陰かげ流……でありますか」

　つぶやきながら石榴は、不思議な違い和わ感かんに襲おそわれる。

「（この十兵衛はまだ覚かく醒せいしていないはず。となれば『剣姫マスターサムライ』の力はないものの、サムライではある、でありますか。けれどあのかまえ。筋は悪くないものの凡ぼん庸よう。道場試合ならいざしらず、とても実戦で使えるものでは。となれば、サムライですらない、ただの女子でありますか。けれどさっきの、我が輩はいを背負ってあれほど早く走り、息も切らさないなど、やはりサムライの体力で……）」

「来ないならぁ、十兵衛から行くよぉー！」

　ためらい、考えるうちに、十兵衛が打ち込んできた。

「たぁーっ！」

　足さばき、剣筋ともに理想的な中段打ち。

　が、それはどこまでも、竹刀しないや木刀で相手を打つ、打ち合う、そんな剣けん法ぽうだ。石榴もそうそうに見切る。

「その程度、でありますか！」

　左手の忍者刀で受けながら、右手で腰の裏につけたもう一本の忍者刀を抜く。それで、がら空きの十兵衛の胴を薙なぎ払えば、

「（終わり、でありますよ！　……でも）」

　違和感が消えない。十兵衛がもう一本の、右の腿につけた小刀を抜いて来る、そう石榴は思った。が、

「きゃぁ、ん！」

　石榴の胴打ちを受けようと、十兵衛はたった今、受け止められた大刀を引いてしまった。

　結果、石榴の右手の胴にも間に合わず、左手からも胸むなもとに刃やいばを受けることになってしまう。

「バカな！　であります！」

　すんでのところで、石榴は思いとどまった。むしろ十兵衛の身体へ吸い込まれていく刃を途中で止めることのほうが大変だった。

　体勢を崩くずしたら、逆に十兵衛に打ち込まれるからだ。

　石榴はけんめいに跳び退すさるが、十兵衛はその機を逃のがした。

「わぁぅ！　すごぉい、十兵衛、負けそうだよぉ」

　再び中段にかまえ直す十兵衛だが、石榴は、

「これでわかったであります」

「ほへ？」

「おまえは、柳生十兵衛などという『剣姫マスターサムライ』でもなければサムライでもない。ただの胸の大きな女子であります！」

　指を突つきつける。

「はぅ！　えーっと、うん、そうなの！　でも十兵衛はぁ、十兵衛だよ！」

「だから！　たまたま『剣姫マスターサムライ』十兵衛と同じ身体を共有しているとはいえ、いまのおまえには倒す価値もないであります！」

　言葉で、両断した。

　けれど十兵衛は、怒おこるかと思えばニコッ、と笑って、

「すごいねさくにゃん！　きっと当たってると思う。でもぉ、十兵衛だって、ちゃんとがんばってるもん。お兄ちゃんと道場のみんなのために、十兵衛、なんでもできるもん」

「できることとできないことがあるでありますよ。気合いだけでなんでもできたら苦労はないであります」

「できること、できないこと？　あるの、ないの？」

「だから！　……いや、訂てい正せいするであります。価値がないのではなく、おまえの価値を引き出す、そのためにここまで連れてきたでありますから」

　石榴は忍者刀を背中の鞘さやへ収めた。

「さくにゃん？　もう勝負、終わりなの？」

「いや、別の勝負でありますよ。例えばこんな……」

　十兵衛の問いに石榴は答えると、その場で目を伏せる。手は印を結んでいた。何事かつぶやく。それが合図のように、

「甲賀忍法、旋葉舞翔！」

　唱えると、石榴の身体がその場で回る。スクリューのように高速回転すると、あたりの木々からいっせいに葉が飛び散った。

「きゃあああ！　さくにゃ、ん！」

　暴風は十兵衛をも襲って、目が開けていられないほどだ。それでもけんめいに刀を構え、目を開けると、

「あ！」

　石榴の身体の周囲に、木の葉が舞っていた。落ち葉も舞い上がって大きな渦うずを作る。

　渦はしだいに形を変え、不思議な形、色を見せる。それが十兵衛の目を釘くぎ付づけにし、幻げん惑わくした。

「ぁ……あ、すごい、きれ、ぃ……」

　笑いながら木の葉の舞いを見つめる十兵衛。やがて、

「ぅ、ん……」

　その場に崩れ落おちた。
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「……確かめさせてもらうでありますよ」

　屈かがみ込んだ石榴の視線の先には、草むらに仰あお向むけに倒れている十兵衛がいた。

　石榴は脇差しを抜くと、その切っ先で十兵衛の制服を切り裂く。

　ビビ、ビ……、胸の部分に刃がさしかかると、押おさえつけられていた乳房が制服の布を押し退け、弾けるように飛び出して来た。

「ぶどう羊よう羹かんでありますか、この胸は。ん……」

　露わになった乳ち房ぶさに、その谷間にかすかな、徴しるしの痣あざを見せている。ほんのりと桜色に色づいていた。

「間ま違ちがいない。『剣姫マスターサムライ』の徴であります。この『柳生十兵衛』の身体は、宗朗と契ちぎりを結んだ、紛まぎれもない柳生宗朗の『剣姫マスターサムライ』。しかし、その武術、剣けん技ぎはひどく拙つたない、サムライ以下のもの」

　そこまでは、さっきの立ち合いでわかっている。

「調べによれば、他ほかの『剣姫マスターサムライ』と違ちがい、十兵衛はその都度、宗朗と契りのキスをしなければ『剣姫マスターサムライ』能力を発揮することができない。しかも現われる『剣姫マスターサムライ』十兵衛は、別人格を持ち、その強さも別次元、ただしその強さゆえか、現われている時間はきょくたんに短く、三分程度が限度とも……でありますか」

　石榴は、知っている限りの十兵衛に関することを反はん芻すうする。

　その指が、無意識に徴の痣をなぞっていた。

　わかっていることはまだあった。

「もともと十兵衛は、天あま草くさ四し郎ろうの首から下の身体、阿あ弖て流る爲いによってこの世に召喚された。同じく召喚された宮みや本もと武む蔵さし、佐さ々さ木き小こ次じ郎ろう、荒あら木き又右衛門またえもん、宝ほう蔵ぞう院いん胤いん舜しゆんらは、ともにその召喚術の欠けつ陥かんから、身体になんらかの欠損を伴っていた。それが十兵衛に至っては、人格の分ぶん裂れつと、結果的に『剣姫マスターサムライ』能力の制限となって現われた……。これは天草事変での、幕府の公式調査記録の機密部分であります。なるほど、たしかにそれならば、人格分裂や『剣姫マスターサムライ』状態の時間的短さは理り屈くつが通るでありますが、肝かん心じんの、なぜ柳生道場に現われ、柳生宗朗と契けい約やくしたのか、これに対する答えにはなっていないであります」

　そしてそれを知るための忍にん法ぽう。

　石榴の忍法「旋葉舞翔」は、十兵衛を幻惑し、意識を喪そう失しつさせた。

　そしてこの状態は、催さい眠みんの導入部。

「旋葉舞翔」は、木々の葉や落ち葉を強い風で舞い上げ、規則的なパターンを作り出すことで見る者を催眠状態に陥おちいらせる。

　そして石榴がもっとも知りたいことへの、突とつ破ぱ口こうとなる。

「『剣姫マスターサムライ』でない十兵衛を倒たおしたところで何にもならないであります。幕府が望んでいるのは、柳生宗朗とその『剣姫マスターサムライ』の情報。それも、最大の秘密の詰つまったこの柳生十兵衛からなら……」

　石榴は改めて、十兵衛の呼吸や心臓の鼓こ動どうを確かめる。

　どちらもリラックスして、催眠中の質問にもじゅうぶんに答えられる状態だ。

　目を伏せたまま、寝ね息いきのような呼吸を静かに繰くり返す十兵衛。その穏おだやかな表情を見つめながら、石榴が尋たずねる。

「……柳生十兵衛、おまえは何者なのか。答えなさい」

　簡潔に、聞く。

　十兵衛の呼吸がわずかに速まった。花びらのような唇くちびるがほころんで、

「十兵衛は、十兵衛だよぉ。お兄ちゃんの妹なの。十兵衛、お兄ちゃんがだぁーい好き。お兄ちゃんにだったら、何されてもいいよ？」

　返って来たのは、石榴をわずかに赤面させるような答えだ。

「それはもうわかっているでありま……いや、催眠状態で『ウソ』やごまかしはできないはず。ではこの『十兵衛』は、見かけどおり、ほんとうに宗朗の妹なのでありますか。宗朗に妹がいるという事実はないはず。いや、いた……のか」

　新たな事実をつかんだのかもしれない。そこから広がる想像をひとまず留とどめて、石榴は別の質問に移る。

「おまえは、サムライなのか」

「十兵衛はぁ、サムライじゃないよ。でも、十兵衛さんはサムライなの。とおっても強いサムライさんだよ！」

　十兵衛の口から、もうひとりの十兵衛の名が出てきた。石榴はその関係に集中する。

「サムライの十兵衛は、おまえとどう繋がっている。どう関係がある」

「十兵衛と十兵衛さんはぁ、同じ柳生十兵衛さん、だよ。でも、十兵衛さんはサムライで、いまはお兄ちゃんの『剣姫マスターサムライ』なの。十兵衛は、お兄ちゃんの妹だもん！」

「なに……つまり……」

　やはり混乱してしまう。

　石榴は情報を整理するのはあとにして、先を急ぐ。

「（この催眠状態も、いつまで続くかわからないであります）……では、サムライの柳生十兵衛とは何者だ。柳生十兵衛はなぜ宗朗のもとへ落ちてきた。なぜ契約し、『剣姫マスターサムライ』となった」

　続けざまの問いに、

「う、うーん、とねぇ、十兵衛さんはぁ……」

　十兵衛の表情が曇くもる。

　ピクピクと頬が痙けい攣れんする。それまで微び笑しようを作っていた唇が一転、硬かたく結ばれる。

「これ、は」

　石榴が注目した。視線を移すと、

「徴の、痣が……！」

　淡あわい桜色の痣が、鮮あざやかに朱しゆを増していた。内側から照らされているような、わずかに脈動しているようでもある。

「……わたしに、用か」

　新たな声に、石榴は思わず身を震わせた。

　十兵衛が目を見開いている。石榴を見上げていた。

「十兵衛……『剣姫マスターサムライ』十兵衛なの、か！」

　青い瞳がさらに濃こく、徴と同じように輝きを増しては減じ、脈動を繰り返している。

「おまえたちがそう呼ぶなら、そうなのだろう」

　十兵衛は瞬まばたきもせずに石榴を見つめる。

　同じなのに、声がまったく違って聞こえる。顔もそうで、数歳さいかそれ以上も大人びた十兵衛がそこにいた。

「直接、『剣姫マスターサムライ』十兵衛を呼び出せるとは！　であります」

　興奮をけんめいに静めて、石榴は続いて口を開く。「剣姫マスターサムライ」十兵衛に問う。

「柳生十兵衛。あなたは、何者なのか。なぜ柳生宗朗のもとへ落ちてきたのか」

　つい、おまえ、ではなく、あなた、と問いかけていた。

　十兵衛は、

「……わたしは、柳生十兵衛。サムライだ。我が魂たましいはつねに漂ただよう。無念の海を……。引力が、わたしを呼んだ。それが邪よこしまな力だとの想像はついた。しかしわたしはいかなくてはならなかった。そして行くべき場所は、ひとつしかない」

「では、天草の呪法で魂を召喚されながら、最後にはその呪じゆ縛ばくを断ち切った、ということか。行くべき場所が、なぜ柳生宗朗のもとだったのか」

「そうだ。宗朗は、わたしが全力で護まもるべき者。だから宗朗のもとへ降りた。だが、召喚は不完全で、わたしは自身が分裂するのを止められなかった」

「それが、妹と名乗るもうひとりの、ふだんの十兵衛でありますな。妹・十兵衛は、あなたからサムライの能力を取り去ったもの、なのか」

「そうではない。妹・十兵衛もまた柳生十兵衛。わたしのもうひとつの、姿」

「なに……」

「剣姫マスターサムライ」十兵衛の答えは、新たな混乱を引き起こす。しかし石榴はその先を求めることにこだわった。

「（分ぶん析せきはあとでいくらでも。少なくともウソは言っていないなら……）ずばり、問う。あなたは、柳生宗朗の何なのか。祖先か。柳生宗朗の父、宗むね慶よしはなぜ出しゆつ奔ぽんしたのか。宗慶は何を知っているのか。柳生宗朗が畏おそれられる理由とは何か。……柳生宗朗とは、何者なのか!?」

　立て続けの問い。

　そこに石榴の知りたいこと、そしておそらくは幕府の求めている情報も詰まっている。

「知りたい、か」

　石榴を見上げる十兵衛の目が、動いた。口もとが、わずかに笑った。

「なに、動ける、のでありますか」

　十兵衛が身じろぎする。少し苦しそうな表情をこらえ、身を起こす、と見えたそのとき、

「ああっ！」

　声を上げたのは石榴だった。石榴の片手、十兵衛の徴に触ふれていた手を、十兵衛がつかんでいた。

　すっかり身を起こし、石榴の顔とぶつかるほどに近づいた顔が、覗き込んでいる。

「知りたければ、戦うがいい。わたしに勝ったら、おまえの問い、すべてに答えよう。すべてを、教えようぞ」

　ゆらり、十兵衛が立ち上がった。もう石榴の手は離している。

「戦い……」

「そのために、来たのだろう」

　立ち上がった十兵衛が、逆に石榴を見下ろす。















　赤い髪が燃えるようにゆらめき、魔ま王おうのような気を強きよう烈れつに放っていた。

「試ためしてみるがいい」

　三池典太を抜きはなった。
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「ゥキャ！」

　佐助は突然、自分の身の変化を感じた。

　立ち止まる。と同時に、

「キュゥゥゥ！　キャヒィィィ、ン！」

　お尻しりの「剣姫マスターサムライ」の徴が燃えるように輝きを増し、電流にも似た気が佐助の小さな身体を満たす。

　棒立ちになった、と思うと膝から崩れる佐助。

　しかしその身体はもう、

「キュ？」

　小猿ではなく、小しよう児じくらいの大きさに変化していた。

　身長でいうと百センチほど。

　手て脚あしこそ獣けものの毛に覆われ、爪つめを備えているが、ほかは頭頂部左右の耳と、長めの尻尾が尾び骨こつから伸びているだけでほとんど人間の少女と同じ姿。

　背中側の体毛は濃いが、胸やお腹の側はツルツルの肌はだが剥むき出しだ。

　もちろん佐助の「剣姫マスターサムライ」モードである。

　そしてこの姿になるときは、佐助本人の、というより外敵の気を感じて、自衛のための戦せん闘とう形態を取るという意味合いが強い。

「キュゥゥ……！」

　立ち上がり、あたりを見回す佐助。

　もうすぐ柳生道場、という道の外れである。

　十兵衛が背負って行った石榴が、八はつ哥か衆しゆうのひとりであることに佐助はすぐに気づいた。

　そしてそれを報しらせるために、ひとり……一匹で道場へと急いでいたのだ。

　石榴の正体に気づきながら、そのとき佐助が「剣姫マスターサムライ」化しなかったのは、石榴の気が十兵衛にすべて向けられていたからだろう。

　そしていま、こんなふうに変身するということは、

「……ぅぅぅ」

　道外れの木立から、姿を見せる小こ柄がらな少女。佐助より頭ひとつ背は高い。幸村と同じくらいだろうか。

　じっと佐助を見つめる黄金こがね色いろの瞳ひとみ。

　手が動いて、頭からかぶったフードと外套を取り去る。

「ウキュ!?」

　佐助が声を上げる。

　そこ……少女の頭に、佐助と同じ、獣耳がついていたからだ。それもピーンと直立し、鋭えい角かく的てきに尖とがって前を向く三角耳だ。

「ぅぅ……わうわうわうわう！」

　少女が吠ほえた。文字通り。

　犬、なのだ。犬耳少女であり、犬少女。

　猿さるの佐助とはまさに、犬けん猿えんの関係だ。

　甲賀くノ一八はつ哥か衆しゆうのひとり（一匹とも言う）、赤あか座ざ。赤犬だが、佐助と異なり、ふだんから犬耳の人間体。

　しかも中等部の制服を着ている。

　けれど、犬なので、

「わぅわぅわぅ！　うぅぅぅぅ！」

　人間の言葉は話せない。靴くつも履はかない、裸足はだしだった。

「キュキュキュ！　ウキャー、ウキャー！」

　敵の姿をはっきりと目まの当あたりにして興奮する佐助。前歯を剥き出し、しきりに地面を掻かいては飛とび跳はねる。

　まるっきり猿である。いや、猿なのだが。

「ぅぅー！　ふぐぅぅー！　ふぅー!!」

　こちらもやはり歯を剥き出し、威い嚇かくする赤座。いつのまにか四よつん這ばいになり、前足ならぬ手で地面を掻いている。

　いまにもダッシュで飛びかかって来そうだ。

「ウキャーウキャー！　キャー!!」

「ううううううう！　ぐぐぐぐうううう！」

　そのまま互たがいにうなり続け、相手を威嚇し続けること数分間。

　両者同時に動いた。

　まるで相撲すもうの立ち合いのように、闘気が充じゆう実じつしきった結果、自然に身体が飛び出す、そんなふうに。

「ウキャ！」

「がうぅぅ！」

　一瞬交差し、互いに背を向けて着地する。

　佐助は鋭するどい前足の爪で赤座を襲っていた。赤座は、足につけていた忍者刀の脇差しを抜いている。武器も使えるのだ。

「ウキュ……！」

　佐助の後頭部の毛がひと房ふさ、パラッと、しかしけっこうなボリュームが抜け落ちた。赤座の脇差しに斬られたのだ。

「キャー！」

　地じ肌はだが露出し、円形ハゲのように見えるその部分を手でさわり、気づいた佐助が悲鳴を上げる。

　飛び上がり、地じ団だん駄だ踏ふんで悔くやしがった。

「わぅ！　わぅ！」

　いっぽう、得意げに吠える赤座。長い髪を自分でかきあげ、ふん、とかぶりを振る。

　が、

「きゃぅ!?」

　制服が、バラバラと破れていく。

　どうやら佐助の爪で徹てつ底てい的てきに切きり裂かれたらしい。上着とスカート、どちらも、もはや着られないほどズタズタになって赤座の足元へ落ちた。

「きゃん！　きゃひぃ！」

　まるで子犬のような声を上げると、真っ赤な顔でうずくまる赤座。胸と下半身を手で覆い隠かくす。

　そのお尻の下に、ボン、と露出したのは、太い尻尾だ。

　長く、たっぷりの毛に覆われて、太目の筆のようにふさふさと、先を尖らせている。制服を着ているときには見えなかったので、中に隠していたのだろう。

「ウキャー！　ウキャー！」

　こんどは佐助が、跳び上がって歓かん声せいを上げる。目を剥き、赤座を指さす。

「ぅぅぅぅ！」

　逆に赤座は涙なみだ目で見上げる。

　尻尾はあるものの、赤座は手脚ともに人間と同じで、佐助のような鋭い爪はない。全身の肌もツルッと人間ふう。

　それでも赤座は立ち上がると、再び脇差しをかまえた。こうなると佐助よりも全ぜん裸らだが、その股こ間かんは長い尻尾を前へ向けて覆い隠している。

「ウキ？　ウキャ、ウキャ！」

　佐助は裸はだかでも平気で、どこも隠すことなく飛び跳ねている。

　赤座はふだん着衣なので、どうしても裸が恥はずかしい。

　余よ裕ゆうの佐助は、

「ウキッ！」

　再び赤座目がけて飛びかかる。いっぽうの赤座も、

「わぅわぅわぅ！　ばぅ！」

　羞しゆう恥ちを振り払はらって、両刀の脇差しを振るう。

　またもふたり（二匹）が交差した。こんどはひと当てして行き過ぎるのではなく、がっぷり四つに組み合う。

「ウキャゥ！」

「わぅぅ！」

　ここで有利に立ったのは佐助だった。

　まだ羞恥の残る赤座の脇差しが精せい彩さいを欠くのに対して、じゅうぶんな冴さえを見せる爪が、がっちりと脇差しを受け止める。

　ガギュ！　そのまま赤座の手首ごと、脇差しをひねり上げた。

「キャィ、ン！」

　思わず悲鳴を上げ、脇差しを取り落とす赤座。ここぞと、赤座の両りよう腕うでを決める佐助。そのままふたり、落下する。

「ウキュ」

「キャヒッ！」

　草むらの中、仰向けの赤座の上に、佐助が馬乗りになっていた。犬少女に、猿少女が馬乗り、だ。

　佐助のほうが赤座よりも小さいが、このマウントポジションでは赤座は容易に逃れようがない。

「ウキャー！」

　勝かち誇ほこった佐助が赤座の上で跳ねる。このまま打だ撃げき技わざか絞しめ技か、というところ、

「グルルル……カブッ！」

　赤座が、噛かんだ。佐助の腕うでを。

「キャモッ!?　ウキャゥ！」

　驚おどろき、思わず逃にげようとする佐助。その脇わき腹ばらにもガブッ、腿にもガブッ！　脹ふくら脛はぎにもガブッ!!

　するどい犬歯が突き刺ささる。もとより犬の赤座の最強武器は、脇差しなどではなく噛みつきだったのだ。

「ヴヴヴヴル……」

　うなりながら噛み続ける赤座と、

「ウキャ！　キャ、キャー！」

　必死に逃れようとする佐助。完全に立場逆転。

　組み合い、からまり合っているうちに、お互いの頭と脚あしが逆に向き合い、佐助のお尻に噛みつく赤座と、その下半身に爪を立てんとする佐助、となっていた。

　気がつけば、佐助の目の前に赤座のふさふさと太い尻尾が揺ゆれている。

「キュ！」

　これを逃すまいと、佐助は赤座の尻尾に、こっちも思い切り噛みついていく。
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「……あぅ！」

　刀を合わせながら飛び退くのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　石榴はかろうじて膝ひざをつく。そこへ追い打ちを食くらったら逃れる術はとうていなかった。

「どうした、もう終わりか」

　ゆら……、十兵衛が迫せまってくる。わざと決め打ちはしてこない。明らかに楽しんでいる。

　石榴の顔に焦しよう燥そうの色が濃い。それほど、戦力差は圧あつ倒とう的てきだった。

「うぅ！（催さい眠みん術じゆつがまだ効いているはずなのに……というより我が輩の催眠術が『剣姫マスターサムライ』十兵衛を呼び出してしまったでありますか。どちらにしてもこのままでは……）」

　早晩、致ち命めい傷しようを負うのは避さけられない。

「わたしに聞きたいことがあるのではないのか。答えてやるぞ。わたしが宗朗の何なのか。柳生宗むね慶よしはどうして消えたのか。柳生宗朗がなぜ、あんな力を持っているのか！」

　ビュッ、剣けん風ぷうが草むらを一直線に進んで、それだけで石榴を弾はじき飛ばす。

「ぬわっ！」

　なんとか急所は外したものの、倒れた石榴に勝算はどこにもない。

　剣風だけで草や小木までが倒れ、石榴まで一本の道ができている。水辺まで達したときは、派手な水しぶきが遠くまで上がった。

　いまの十兵衛なら刀を直接当てなくとも、剣風だけで石榴をおそらく倒すことができる。しかも三み池いけ典てん太たを、十兵衛はいま片手だけで握っているのだ。

「やはり『剣姫マスターサムライ』は圧倒的。『剣姫マスターサムライ』十兵衛は、圧倒的であります……！」

　くノ一が、正せい攻こう法ほうで刀を交かわして勝てる相手では、とうていないのだ。

　正攻法では。しかし、

「これでは、どうでありますか！　甲賀忍にん法ぽう究極奥おう義ぎ！」

　そう叫ぶと、制服から印いん籠ろうを取り出す石榴。蓋ふたを取ると、中からまばゆく金の粉と見える光が噴き出す。

　石榴の身体を包み、降り注いだ。

「ほう。待っていたぞ。どう来る！」

　十兵衛の瞳が輝く。

　しかし黄金の光が収まり、消えたあとも、石榴の身に変化はないように見えた。

　石榴は相変わらず忍者刀を、改めてかまえる。

「行くであります！　再度、勝負！」

「バカな。動きでも早めたつもりか。遊びは終わりだ。一刀で、斬る！」

　あっと言う間に間合いを詰めると、十兵衛の大刀が石榴の胴を薙ぐ。

　容よう赦しやない斬撃。勝負はおろか、石榴の身体がまっぷたつに両断された、と見えた瞬しゆん間かん、

「ぬ！」

　奇き妙みような感かん触しよくに十兵衛が眉まゆをしかめる。

　確かに斬ったはずなのに、手て応ごたえがほとんどない。幹から竹たけのように断たち割わられたはずの石榴の身体も、霧きりのように消きえ失うせる。しかも、

「な、に……！」

　十兵衛の肩かた口ぐちが、ざっくりと斬きり下げられていた。

　わずかの刹せつ那な、本能的に下がったため、その程度で済んだとも言える。そうでなければ、致命傷となる深手を負うところだった。

　傷口を押おさえながら、

「気配はなかった。すんでの刀気以外は」

　漏らす十兵衛。

　石榴の姿はまったく見えず、斬られる寸前に剣筋がかすかに見えただけ。それも、「剣姫マスターサムライ」の十兵衛だからかろうじて捉とらえることができたに過ぎない。

　いっぽうの石榴。

　じゅうぶんな間合いを置いた先へ、陽炎かげろうのようにその身を現わす。

「これぞ甲賀忍法究極奥義、孤こ影えい離身、であります」

　小さくつぶやいていた。

　再び石榴が忍者刀をかまえる。対する十兵衛は、

「ぅむ」

　右腿の小刀も抜ぬき放った。両手に大小の二刀流になる。

「たかがくノ一でも、『剣姫マスターサムライ』十兵衛を本気にさせることができたでありますか。つまりは勝機あり。続きをしゃべってもらえる程度には、生かしておくでありますよ！」

　石榴が十兵衛の真正面へと走り込む。十兵衛の間合いは十分。まるで斬ってくれと言わんばかりの動きだ。

「……っ！」

　果たして、大刀を抜き付けると、またも石榴の身体は手応えもあやふやに陽炎のように消える。代わって、

「御ご免めん、であります！」

　大刀を持つ十兵衛の二の腕が血をしぶいた。逆袈け裟さに切り上げられている。

「また、か！」

　これもとっさに身を傾かたむけたのが幸さいわいした。でなければ片かた腕うでが千切れ飛んでいただろう。

「すんでに深手を避ける身のこなしはさすがであります。けれど……どこまで保つか、であります！」

　そう言う石榴が、またも一定の距離を置いて現われる。消えたときとは逆に、陽炎が立つような現れ方だ。

「さすがはくノ一、面めん妖ような。が、しょせんは奇き手しゆ。からくりさえわかってしまえば、何ほどのこともない！」

　十兵衛が挑ちよう発はつする。

「それまで、立っていられるか、でありますな！」

　そう言うとまたも、迫る石榴。三度同じ、真正面からの斬り込みだ。

「ぬ、ん！」

　パッ、と三度、血の花が咲さいた。



「ウキャー！」

　ふさふさの赤座の尻尾を目の前に、これまでの仕返し、とばかり佐助が歯を剥く。

　さんざん噛みつかれた礼は、噛みつき攻こう撃げきで返すしかない。

　猿の犬歯もまた鋭いのだ。

　まさにかぶりつく、というその寸前、

「キュ？」

　尻尾の付け根、プリッと小さめの赤座の尻がなぜか佐助の目を惹ひいた。

　ならば尻尾ではなく尻に噛みつく……と思いきや、尻のさらに中心、

「ム、キュ……」

　ペロッ、となめあげた。

「きゃぃ!?」

　悲鳴を上げたのは赤座だ。噛まれるのではなくなめられた。それも尻の中心。尻の穴だ。

　いっきに力が抜ける。

　かぶりついていた佐助の脚も、離はなしてしまっていた。

　しかし佐助は、脱だつ出しゆつが成ったあとも、赤座の尻の穴をなめるのをやめない。

「ぺろっ、ぺろぺろぺ……ぺちゃぺちゃ、れろ……キュゥ！」

　いわば本能。

　本来の猿形態が長い佐助は、動物どうしのつねである、互いに毛をなめあって繕つくろう、などの行こう為いに抵てい抗こうがない。

　匂においを消すため、局部などもなめあうのはふだんから自然な行いだ。

　そのため、目の前の赤座の尻を見て、つい尻の穴をそのままなめてしまった。















　犬特有の、クルッと丸めて持ち上げた尻尾のせいで、ぽっかり露あらわになった尻の穴が、よけいに佐助を惹きつけたようだ。

　なめ始めると止まらずに、ペロペロなめ続ける。

「きゃん！　きゃ！　きゃひ！　ひぃぃーっ！」

　いっぽうの赤座。

　ふだん人間体が常なので、言葉が不自由なのを除けばほぼ人間的な生活。そんなふうに身体をなめ合うのには慣れていない。

　まして尻の穴などなめられるのは初めてだった。

　かたや猿少女、かたや犬少女。同じ動物少女でも、その実はずいぶん違っていた。

「きゃひぃぃんっ！」

　とうとう赤座が、佐助を突き飛ばして逃れた。

　お尻を押さえながら内うち股また、涙目の赤座。なにか大切なものを失ったような、そんな恨うらみを眼まな差ざしに込めて佐助を睨にらむ。

「ウキャ！」

　解放された佐助のほうは、勢いを得て赤座に対する。四つん這いで尻を高く掲かかげ、いまにも飛びかかろうという体勢だ。

「ぅぅぅぅぅ……わうわうわう！　わぅ、ん！」

　赤座が吠える。

　たっぷり吠えたあと、

「わぅ！」

　長い髪かみの中から取りだしたもの。

「キュ……？　ウキャ！　キャ！」

　佐助も気づいた。

　黒くろ漆うるし塗ぬりに金の箔はく押おし。三つ葉葵あおいの紋もん所どころの入った印籠だ。赤座が両手で掲げる。

「わぉん！」

　吠えるなり、印籠の蓋を取り去る赤座。中の金色の粉をたっぷりと浴びた。

「キュゥゥ……？」

　佐助も見つめる中、金色に光る赤座の身体が急激に膨ふくれあがっていく。

　それまで二本脚で立っていたのが四つん這いになり、変わっていくシルエットが現わすもの。それは、

「うぉぉぉぉおおおおんっ!!」

　巨きよ大だいな狛こま犬いぬだった。
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「ぬぅ！」

　すでに何刀斬きられたのか、わからなくなっていた。

　全身から流れ落ちる血は、「剣姫マスターサムライ」の治ち癒ゆ力りよくをも上回っている。

　激しい息に胸を喘あえがせる十兵衛に、

「そろそろ血が足りなくなってきたでありますか。『将』からの気の補給がないままでは、倒れるは必定。このへんで我が輩の勝ちを認めるであります」

　対たい峙じする石榴が言う。急に陰った陽が、それまでのコントラストを奪うばい、石榴の表情をあいまいなものにしていた。

「……ふふ、なるほど、な」

　ややもして、十兵衛が笑った。

「うん？　（まさか、気づいたでありますか）」

　石榴の脳のう裏りに一いつ瞬しゆん、不安が差す。が、それを振り払うように雲は晴れ、ふたたび強い日差しが降ふってきた。

「来るがいい。これで決着をつける。勝ちか負けか、この一刀で決める」

　十兵衛が言うと、小刀をその場に突き立たてた。

　大刀だけを、両手持ちで握る。

「（なにを考えて……しかし）いいでござる。これが最後。我が輩が勝てば、すべてをしゃべってもらうであります！」

　石榴が突とつ進しんする。

　これまでどおり、十兵衛に真まっ直すぐ向かう太た刀ち筋すじだ。

「くノ一が、サムライに勝てるなど！」

　十兵衛の大刀が、石榴の忍者刀をかいくぐる。

「石榴は違うのでありますよ！　石榴は……！」

　しかしリーチの違いで石榴の刀は届かず、十兵衛の刀の切っ先は容易に石榴ののど笛を斬り裂さく。

　ビュッ！　空気が鳴った。しかし手応えは十兵衛にない。

　そしてこれまでは、ここで別方向からの斬撃を十兵衛は受けることになる。が、

「なるほどな、影かげ、か」

　十兵衛は地面に突き立てたはずの小刀を握っていた。それも、切っ先を地面にめり込ませたまま。

　そしてその切っ先が作る影は、石榴の影と相あい対たいしている。忍者刀の真っ直ぐな刃と鍔つば迫ぜり合あいにからんでいた。

「見破った、でありますか……！」

　石榴が言う。が、それはいつも十兵衛の大刀に斬られて陽炎のように消える、「実像」のほうではなかった。

　地面に落ちた影から声がする。影は石榴の実像から離れ、影だけで存在していた。

　自身の影を分離し、敵の影を攻撃する。

　それが石榴の究極奥おう義ぎ忍にん法ぽうだ。

　敵は影を斬られると、実際の身体の同じ部位が斬り裂かれる。しかし石榴の「実像」を斬っても、そこに石榴の身体はない。

　つまりこれは、影と「実像」を入いれ替かえる術。

　だから「実像」の石榴を斬っても、影と同じで本体に被ひ害がいはなく、陽炎のように消えてしまう。

　そして分離した影が石榴の本体だ。

「知ってしまえば雑作もない」

　十兵衛がいったん小刀を引く。石榴の影も忍者刀を引いた。そこへ再び十兵衛の刺突。石榴はかろうじて跳とび退る。

　石榴の影は十兵衛と離れたところで「実像」と合流する。地面の上に立つ石榴の足元から影が伸びる、自然な形へ戻もどる。

　十兵衛が笑った。

「影に厚みはない。切っ先をすんでで避ける、かわす、といった動きは無意味だ。影に刀が届きさえすればいい。となれば実像よりもずっと斬りやすい」

　大刀と小刀、二本を改めて両手にかまえる。

　石榴は、

「知られたならしかたがないであります。しかし、これなら……どうでありますか！」

　再び跳んだ。十兵衛へ迫る。

　影が分離した。地面から跳ちよう躍やくしている分、では明らかにない。影が「実像」から離れて十兵衛の側面へ回り込む。

「すでに見破られた技わざをなおも使うとは、笑しよう止し！」

　十兵衛は大刀を影へと向かわせ、その刃ごと断ち折る勢いで袈裟に斬り下げる。が、

「ん！」

　違和感に気づく。地面に吸い込まれる切っ先は、ただ土塊つちくれの感触しか伝えて来ない。ということは、

「こっちであります！」

　石榴の「実像」が迫る。幹竹に十兵衛の頭を割る勢い。

「くっ！」

　かろうじて、脇差しで受け流す十兵衛。刃と刃が交差する、鋭い金属音が鳴った。火花も散る。

「そっちが本体か！」

　十兵衛が言った。

　斬り結むすび、また離れた石榴も、

「影を分離したといって、必ずしも影が本体とは限らないであります。『実像』と『影』どちらが本体か。しかし気づくころには、もう勝負はついているであります！」

　こんどこそ、と必殺の覚かく悟ごで向かう石榴。

　いかに「剣姫マスターサムライ」十兵衛であろうと、二方向からまったく同時の攻撃を受ければ完全に避けることはできない。

　たとえ、「実像」はひとつしかないとしても。

「来るか。しかし……奇手とは、しょせんそれが知れるまでの理どおり。からくりさえわかれば、破るのもまた可能！」

　十兵衛が待ち受ける。二刀をどの方向にも、どの角度にも合わせられる、そんなふうにかまえる。

「無む駄だであります！　二方向同時。これはからくりが知れる知れないにかかわらず、避けられない打ち込みでありま……んぅ！」

　石榴は思わず言葉を呑のんだ。

　十兵衛が大きく飛び退のいたのだ。石榴もほぼ無意識に追う。大きく跳躍する。すでに影は分離している。こちらも十兵衛の動きに合わせて背後へ回り込む。

　影か、石榴の実像か、どちらを「実体」にするかは、直前まで引き延ばせる。

　十兵衛のほうは、手にした大刀と小刀からもわかるが、どちらも対等な防ぼう御ぎよをできるわけではない。

　どちらかに必ず比重が高くなる。

　小刀で防御しつつ大刀で攻撃か、その逆か。攻撃重視でも防御は弱くなる。

　石榴はその弱いほうに「実体」を向け、弱点を衝つけばいい。

　相手が見えている一対一ならともかく、

「（この孤影離身の術なら……！）　な、に!?」

　が跳んだ先は水の中だった。

　すでに十兵衛は膝まで浸つかっている。

　その場へ跳ぶ石榴。影も飛んできている。影も水面に……。

「水の中では影はあいまいになる。陽が陰って影と陽があいまいになるとその術は使えぬらしいな。つまりこの場合、影は『実体』ではない。『実体』は……こっち、だ！」

　太陽が雲に隠れて曇り、日差しが遮さえぎられると、影はその輪りん郭かくをあいまいにぼかされてしまう。

　その時間、石榴は術を使わなかった。

　使えなかったためだ。陽が出るのを待った。

　それを十兵衛は見み逃のがさなかった。そして水場へ石榴を誘ゆう導どうすることで影が「実体」となることを阻そ止しする。

　影がなければ、石榴はその身をさらした実像が「実体」とならざるを得ない。

「剣姫マスターサムライ」十兵衛と、術を破られたくノ一の一対一では、勝負は初めから見えている。

　それでも、

「ええええええい！」

　果か敢かんに打ち込む石榴。それを、

「ふんっ！　これまでだ甲賀くノ一！」

　かるがると小刀で受け、大刀を石榴の胴どうへと叩たたきつけていく。

「ぁぁあ！　きゃぁああああっ！」

　とっさに出した小脇わき差ざしで受けるものの、十兵衛の大刀にへし折られ、石榴の身体は吹ふき飛ばされるように池の岸へ叩きつけられる。

「浅かったか。脇差しごと両断するかと思ったが」

　最後の最後まで、十兵衛は影の「実体」化の可能性を頭に置いて、そちらへの防御に力の数分の一を割いたため、石榴への斬撃は百パーセントではなかった。

　十兵衛が石榴のもとへ歩み寄る。

　石榴の身に、自分の折れた脇差しで切り裂かれた以外、外傷はなかったが、十兵衛の大刀の剣圧をまともに浴びて動くこともできない。

「……さすが、でありますな。最強の『剣姫マスターサムライ』十兵衛とやりあうことができて、我が輩、このまま散るとも、思い残すことはない、であります……げほ、げほっ！」

　身体の中のダメージを現わすように、咳せき込む石榴の口からは血が漏もれた。

「そうか。ならばかまわぬな。いまとどめを刺してやる」

　その石榴に、十兵衛が大刀を突きつける。

　切っ先が、首筋に触れると、石榴が目を閉じた。不思議に静かな表情が浮うかんでいた。

「覚悟やよし。いま送って……ぅ、ぁ、ああ！」

　十兵衛の異変に、石榴が目を開ける。

「十兵衛……どの？」

　見上げる逆光の視界の中、十兵衛が苦しげに身を反り返らせる。倒れる、と見えた次の瞬間、

「ぁ～！　痛ぁ～い！　切り傷いっぱい！　十兵衛、ケガしちゃったのぉ？」

　鼻にかかる甘あまえた言い方が、同じ声なのにまるで別人。

　そしてその表情も。

「十兵衛……、行ってしまったのでありますね」

　石榴の顔にも残念なような、しかしホッとした表情が浮かんでいた。
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「ばうわうわうわぉおお!!」

　狛犬の遠とお吠ぼえが響ひびく。

　もちろん赤座の変身体だ。長い髪がたてがみになるなど、もとの赤座の面影もあるが、やはり全体は狛犬。

　頭から後ろ足まで、十メートルはある。尻尾しつぽを入れればその倍近いだろう。地面から頭の上までも五メートルはあった。

　もともと人間体の赤座なのに、究極奥義の忍法で狛犬化するとは。それもこれほどの大きさ。

　ちょっとした怪かい獣じゆうサイズだ。

「ウキャ！　キャ！　キャー！」

　もう佐助はパニックだった。人間体になっても身長百センチ程度なのだから、狛犬は小山のような大きさだ。

　敵かなうはずがない。

「うぉおおおん！」

　狛犬が前足を繰り出す。

　佐助目がけ、横よこ殴なぐりに払うと、ごっそりとえぐられた地面がまるで土ど砂しやの暴風のように吹き飛んでいく。

「キャキャ！　ウキャ、キャー！」

　必死にジャンプし、逃げる佐助。

　しかし狛犬は軽々と追いつき、また前足で払う。前足で踏ふみつける。そうでなければ、尻尾で払った。

「ウキャー！」

　とうとう尻尾に捉えられ、吹っ飛ばされる佐助。なんとか身体を丸め、転がりながらも着地。

　しかし立ち上がろうとするところへ、

「わぉおお！」

　ズシッ、ン！　狛犬の前足が降ってくる。すんでで佐助は身をかわすが、尻尾を挟はさまれた。逃げられない。

「ウキャ！　キャ、キャモォ！」

　必死で叫さけぶ佐助。狛犬の顔がニッ、と笑ったように見えると、もう一方の前足で完全に踏みつぶす。

　と見えたその瞬間、

「なにをやっておるのじゃ！」

　大だい喝かつする声が響いた。

　その声に気け圧おされたのか、一瞬、狛犬の動きが止まる。押さえている前足も緩ゆるんだのか、佐助がなんとか這はい出した。

「キャ！　ウキャー！」

　声の主を見つけて、佐助が跳び上あがる。走り寄ると、抱だきついた。

「こ、こら！　そんなに強くしがみつくでない。重いというに」

　言いながら、しかし顔は笑っている。

　声の主はもちろん、幸村だった。そして、

「幸村さま」

　その側にあって、狛犬を見上げる又兵衛。すでに五丈鑓やりをかまえている。

「なによ、騒さわがしいと思ったら……もう怪獣レベルじゃないの」

　こちらも、愛用の薙刀なぎなたを手にした千姫。

「御お姫ひいさま」

　半蔵もしっかりと付き従っている。そして、

「佐助、だいじょうぶか！　……うわ!?」

　宗朗だ。

　人間体の佐助を見るのは、天草・阿弖流爲戦以来なので、その剥き出しな姿につい面食らってしまう。

　十兵衛、義仙以外の、柳生道場の面々、総出陣の観かんだ。

　赤座の巨きよ大だい狛こま犬いぬは、道場からもはっきりと見えるほどだし、吠え声ごえや、前足がかき出した土砂は道場の庭などへ降り注ぎ、それだけでも被害を出していた。それは、

「わたくしの、マイコテージ改めマイマンションが、建築途と中ちゆうでまた全ぜん壊かいですわぁああ!!」

　無む謀ぼうな拡張をもくろんでいた「兼続邸てい」にも及び、土砂の直ちよく撃げきを受けて下した敷じきに。簡単に言えば、ぺしゃんこ、であった。

「八はつ哥か衆しゆうの残りじゃったか。犬なら確かに、佐助とはいい勝負よのお」

　幸村は余裕で笑うが、

「ウキャ！　ウキュ！」

　巨大な狛犬を前に、小学生程度の大きさしかない佐助はしかし、それどころではない。狛犬の強さをけんめいに訴うつたえる。

「そうねえ。千せんたちだったらどうにでもできるけど、それじゃ果し合のルールを破っちゃうことにならない？」

「けど、このまま見ているだけなんてこともできない。……待てよ。確か果し合には」

　千姫が言い、宗朗が気づいた。幸村がニヤ、と笑う。

「さよう。果し合には、ただ一度、ひとりだけなら、助すけ太だ刀ちが許されるのじゃ。となれば、宗朗、おぬししかおるまい」

「ぼくが」

「うむ。その力を真に発現するならば、こやつ、佐助とておぬしの『剣姫マスターサムライ』。狛犬ごとき、なにほどのこともあろう」

　自信満々な幸村に、

「でも、だいじょうぶなのか。いかに『剣姫マスターサムライ』の力を発現させたとしても……」

　心配する宗朗。が、

「『剣姫マスターサムライ』の力をあなどるでない。それはつまり、宗朗、おぬしの力じゃ。天草戦以来、おぬしの力が増しているいま、くノ一が化けた大犬ごときに遅おくれを取るものではないわ！……とはいえ、そうグズグズもしておれぬようじゃのお」

　千姫たちに囲まれ、ようすを見ていた態の狛犬が、

「ぐるるるる！　ゔおおおおおん！」

　手出しをしてこないとわかると、いよいよ佐助に向かって来たからだ。

「わかった！　でもどうするんだ、幸村」

　宗朗が腹を決める。

「どうするもなにも、おぬしの契り方からいって、『剣姫マスターサムライ』の力を引き出すといえば、あれしかなかろう」

　言いながら、やや憮ぶ然ぜんとした幸村。

「あ、あれって、やっぱり……。でも、徴の痣にキスっていうのは間違いっていうか、そのこと自体の効果はないんだろう？」

　義仙による、徴の痣にキス騒そう動どうを指して言うと、

「どうかの。『剣妃サムライブライド』への条件ではないらしいが。というより、その騒動でわかったこと、つまりは、『将』であるおぬしを強く意識することじゃ。それには徴であろうとなかろうと、キスは確かにもっとも有効ということで……ああ、何度も言わせるでない！」　焦じれる幸村。肝心の佐助はどうかというと、

「キュゥゥ……」

　ふだん、主の幸村はもちろん、又兵衛や十兵衛、それに最近では兼続などになついて、いつも側を離れないどころか、甘えてくっついていることもしばしばの佐助。

　だが佐助もやっぱり牝めす。女のコ。

　道場で唯ゆい一いつの牡おす、男性であり、自分の「将」でもある宗朗には、関心もひときわ、興きよう味み津しん々しんなのは間違いなかった。

　加えて、徴の痣にキス騒動のころからは、はっきりと別の意味で意識しているようで。

　小猿ながらにときめきを感じる日々。

「キュゥゥ……」

　実際、宗朗をまえに、佐助は頬ほおを染めてモジモジ。チラッと宗朗を見たり、急に自分の姿を意識して胸を隠したり……。

「ええい、もうよい。又兵衛！」

　焦れた幸村が命じると、

「はい、幸村さま」

　ひょい、と佐助の首根っこをつかんで持ち上げる。そのまま宗朗に、

「うあ！　いや待って……んんっ！」

「ウキュ！　ゥ……チュ！」

　宗朗の顔に押しつけられたのは、佐助の胸のあたり。

　結果。佐助の裸の胸に宗朗の唇が触れ、佐助のほうは宗朗の頭にしがみつき、抱きつくかっこうになる。

「ゥキャァァァアアアア……ン！」

　響き渡わたる、嬌きよう声せいにも似た悲鳴。

　同時に、佐助の身体が青白い光に包まれる。発光する。

「おぅ、覚かく醒せい体じゃ」

「変身に近いわよね。でも、お猿はもともと裸だし、どうなるのかしら」

　ふたりとも興味はあっても危機感はあまりない幸村と千姫。

「われらの場合は、どの姿からでもこの衣装に「変身」するという感じじゃが、それはこの姿を戦闘形態と、『剣姫マスターサムライ』の意識が認にん識しきしておるからじゃ」

「じゃあ、もっと別の姿にもなれるの？　違う衣装とか」

「不可能ではないが、ただ空想的な姿になってもそれは絵に描かいた餅もちに過ぎぬ。アストラル体を介かいしても、自分の能力以上のものにはなれぬのじゃ」

「そうか、そうよね。じゃあ、お猿はどうなるの？」

「ふむ。そうじゃのお……」

「それより幸村、佐助が！　いいのか？　このままで」

　とっくに宗朗の顔から離れた佐助だが、地面にうずくまっている。その姿はどう見ても苦しんでいるようで、

「ゥキュゥゥ……ゥゥゥ」

　全身の青白い光が明めい滅めつする。それ自体脈動するようなのが、

「佐助の身体も大きくなっておるようじゃ。そうか。大犬に対たい抗こうするには大猿、というわけじゃな」

「大猿？」

「佐助の意識の中で、あの狛犬に対抗し、なんとか勝つという方法が必死に模も索さくされておるのじゃろう」

「そうか。大きささえ互ご角かくなら」

「勝機はじゅうぶんある。いや、覚醒『剣姫マスターサムライ』が負けるはずがないのじゃ！」

　幸村の言葉をそのままなぞるように、佐助の身体がムクムクと大きくなった。

「ウキュゥゥゥァァアアア！」

　うずくまっていたのが、反り返るように身を起こしていく。

「ばぅわぅわぅ！　わぅわぅわぅあ!!」

　しかし狛犬も黙だまっていない。

　すでに自分の半分ほどにも大きくなった佐助を前足で蹴け散ちらす。そのまま頭から噛みつく、というところ、

「佐助！」

「逃げろ佐……す、け」

「ぁ」

　宗朗たちも見つめる中、佐助の身体がどんどん大きくなっていく。青白く明滅する箇か所しよを残したまま、裸ら身しんがどんどん背が高くなり、もはやそびえるほど。

「キュゥゥゥ！」

　それは狛犬の大きさをもあっと言う間に追おい越こし、さらに大きく、

「あれ、まずいんじゃ……ないの」

　千姫もつい漏らす。

　見上げる首が、そろそろ全員痛くなる、というころ。

「キュァ！　キュァアア！」

　そこに、そびえ立っていた。

　身長二十メートルをゆうに超こえる佐助が。はるかに高すぎて、下から顔はほとんど見えない。

　見えるのは脚と、尻尾、それに下半身くらいだ。

「ゔゔゔゔ……ば、ばぅ！」

　これには狛犬もすっかり縮み上がってしまった。

　動物ゆえ、かなわない、と本能が告げると、戦闘意欲も、戦せん闘とう力りよくそのものも雲散してしまうのだ。

　すっかり尻尾を垂らし、股またの間に挟み込んだ狛犬が、へっぴり腰ごしで下がる。そこへ、

「ウキュァ！」

　佐助が吠えると、狛犬に向かって足を振ふり上げる。その動作のついでで、ごっそり土塊が飛ぶ。

「きゃぃ、きゃぃ、きゃぃぃぃいいん！」

　踏みつぶされる、と思った狛犬は、悲鳴を上げながら跳び上がった。そのまま逃げ去さっていく。

「やった！　やった……んだよ、な？」

　歓声を上げる宗朗。ただし微び妙みような勝利に、つい確かく認にんを求めてしまう。

「うむ。まぎれもない、佐助の勝ちじゃ！　この『果し合』、佐助の勝利じゃぞ！」

「なかなかやるじゃない。でも、こんな勝ち方、どうなの？」

　千姫が訝いぶかるなか、

「ウキャゥゥゥ！」

　遠吠えのような声を上げたと思った佐助が、

「ウ？　キュゥゥゥゥ」

　こんどは急速に縮み始めた。あっと言う間にもとの人間体の大きさへ。それすら通とおり越して、小猿に戻る。そのうえ、

「キュゥ」

　そのまま失神してしまった。

「佐助！　だいじょうぶなのか、佐助！」

　抱き上げて、宗朗が言う。

「大事ない。気をすべて消費したための燃料切れのようなものじゃ。すぐに気がつく。おぬしがそのように、抱いておればの」

　果たして幸村の言うとおり、

「キュ……」

　目を醒さます佐助。だがまだすぐには動けないようだ。

「まあでも小猿にしてはがんばったじゃない。見直したわよ」

　千姫が言えば、

「あんなに巨きよ大だい化かできるなら、佐助さんは最強なのではないのですか」

　と、半蔵。

「いや。さっきも言ったとおり、器に釣つり合わぬ姿を作っても、それは所しよ詮せん張り子のトラに過ぎぬのじゃ。相手が犬だったから通じた、とも言えようの。しかし、こやつはこやつなりに、必死に考えたのじゃろう。大きな狛こま犬いぬ相手にどう戦って勝つかを、な」

　そう言うと、幸村の顔がやさしくほころんだ。佐助の頭を撫なでる。

「キュ」

　まだ疲ひ労ろうから目を開かない佐助だが、宗朗に抱かれ、幸村に撫でられて、幸せそうに夢見る顔を見せる。

　それを横で眺ながめて、

「……いけない。猿に嫉しつ妬としてどうするのよ、千ったら」

　顔を赤くする千姫と。

「うふふ、御姫さま」

　微笑ほほえむ半蔵。

「わぁーい！　お兄ちゃん！　ゆっきー！　千姫さーん！」

　急に声がして、全員が顔を上げる。声のほうを見る。

「十兵衛！」

　夕ゆう陽ひを背に、顔も身体も赤く染まって、大きく手を振る十兵衛。

「べーたさん、ぞうさーん！　さっちん！」

　そのかたわらには、

「あれは、義仙ではないか」

　義仙がいた。

　十兵衛が石榴と対戦した場所は、義仙が虎杖と戦った場所に近く、互いを見つけることができたのだ。

　ふたりともに、大きく切り裂かれた制服からあちこち肌が覗のぞいている。

　しかし受けた傷はほとんどもう治ち癒ゆし、わずかに赤い跡あとが残るのみだった。

「十兵衛！　あやつも戦って……じゃが、どうやらだいじょうぶのようじゃな」

「そうね。義仙もなんだか、まあ、今日はいいわよね」

　幸村と千姫の顔も、夕陽に赤く照らされている。

「ええ」

「……」

　半蔵、又兵衛も。

　すぐに、走ってきた十兵衛がみんなの輪に飛び込んで、また柳生道場の九人はひとつになる。

　ひとつに……なる。はずなのだが、

「わたくしのマイマンション改めマイテントが……また、またもバラバラで、土砂の下敷きですわああ！」

　大だい邸てい宅たくの夢破れて、ひとまずは余った廃はい材ざいを集めて布を掛かけ、テントとしようとしていた兼続だったが。

　巨大化した佐助の蹴けり上げた土砂が直撃。見事に全壊していたのだった……。







　　　終章





「……誰だれも、いませんです、か。そうですか」

　しんと静まりかえる空気が寒い。

　誰もいない、全学サークル評議会会議室。

　配下の甲こう賀がくノ一八哥衆、そのすべてを戦いで失った天てん海かいは、ひとり、会議室の議長席にたたずんだ。

　知らずに両手をギュッと握にぎっていた。

　うつむいているせいで長い髪に顔が隠れ、表情はわからない。

　しばらく時間が過ぎて、

「こうなったら……わたしが出るしかないです！　ね！」

　つい同意を求めてしまったが、副官の石榴ざくろもまた、いなかった。

「まだです。まだ、たかが最弱の八人を失っただけで……」

　かなり無理のあるセリフに自分でも気づき、言葉が止まる。

「ボス戦が、いちばん盛り上がるですよ！　そう！　そうです！」

　と言うものの、

「向こうのボスは、誰です？　徳とく川がわ千せん、真さな田だ幸ゆき村むら、柳生やぎゆう十じゆう兵べ衛え……だ、誰もがボス級とでも？」

　冷ひや汗あせが出る思い。

　天海は、

「と、とりあえず考えないことにするです。とりあえず……」

　問題を先送りしてその場をやり過ごすのだった。



「……そう、そうか。わかった。ご苦労、だ。まあ、くノ一がどれだけいようと、かなうわけはないと思っていたよ。けれど、なかなかおもしろいものが見られたようじゃないか。宗むね朗あきらの『剣姫マスターサムライ』たちも、戦いのたびに成長している、ということかな」

　生徒会執しつ務む室しつという名の、事実上の私室。

　慶よし彦ひこは寝ね椅い子すにルーズに腰こし掛かけながら、電話で何者かと話している。

　話の内容はもちろん、甲賀くノ一と柳生道場の「剣姫マスターサムライ」たちの戦いのことだった。

「幕府もこれで態度を決めるだろう。いい試金石というわけさ。もちろんこっちも、そろそろ仕上げを急がなくちゃならない……」















　慶彦の電話はまだ続いている。

　隣りん室しつでそれを聞いていたダルタニアンは、そっとドアを閉じた。

「モンジェネラルは、我を必要としてない。我は……我の『剣姫マスターサムライ』としての道は、どこにあるのだ。いっそ仏蘭西ふらんすへ帰る……」

　つぶやきが口くちの端はから漏れる。

　廊ろう下かへ通じる別のドアを開け、部屋から出た、ときだ。

　背後に気配を感じる。そう思ったときには、クレイモアを抜くより先に、背中にぴったりとつかれていた。

「な、ん……！」

「声を出さないように。おまえの望みはわかっているつもりだ。そして……柳生宗朗を選ぶなら、わたしと来るがいい」

　背後の人物。

　ダルタニアンに特製の短たん銃じゆうを突きつけている。いまは仮面を付けた、女。

「きさま、由ゆ比い……正しよう雪せつ！」



（了りよう）








　　　あとがき





　ねんどろいど！

　すいません。この原稿が書き終わってしばらくしたころ、フリーイングさんの「ねんどろいど柳生十兵衛OP Ver.」が発売になって、自分もひとつもらったんですが、そのかわいさに速攻メロメロになりました。

　いや、なんていうかね、頭、デカ！　みたいな感じなんだけど、この２・５等身が絶妙なんですね。

　もちろんこれまで柳生十兵衛を始め、『百花繚乱』の多くのフィギュアを出していただいていて、それはもう、美麗で完璧で、しかもかっこいいかわいいものばかりで眼福なんですが、どれもリアル等身。

　ねんどろいどのようなデフォルメ等身のかわいい系は持っていなかったので、新たな世界に目覚めた！　感じです。

　それにしてもかわいい～。

　ちゃんと小さな手脚が動くし、替えられるし、大小の刀も握らせられます。そのへんいろいろいじっていたら、思わず机の上で手から転げ落ちてしまい、前髪がパカッ、と外れて、なんともイヤンな感じに。

　でもそれでもかわいいよ。デコが広い、日本髪結う途中の舞妓さんみたいで。あと、後頭部の髪もすっかり外してしまうと、頭がかなり軽くなりますな。てか、頭の重さのほとんどが髪の毛だ。

　外した髪の毛だけ、前後くっつけて本体の隣りに置いておくと、なんだか別の生物みたいで、ええと……すんません、ホラーな感じになってきたのでこのへんで。

　表情も３種類。通常ニッコリ、テヘ、「剣姫」十兵衛、があって、どれもかっこいいしかわいいし、遊べてよし、飾ってよしの、買って良かったフィギュアになると思いますよ！　もうすでにアルターさんなどから出ているリアル等身の十兵衛と並べて飾るとまたよし。どっちも良さが引き立つ感じです。

　フリーイングさんからはこのあともねんどろいどで、幸村、又兵衛、兼続などが出るらしいので、ほんとう、楽しみです！



　すいません。ねんどろいどのことばかりでした。

　でももうひとつ。ねんどろいど十兵衛とほぼ同時期に発売された、こっちはゲームの、

『クイーンズゲイト スパイラルカオス』があって、ええ、ＰＳＰのゲームなんだけど、こっちにも柳生十兵衛が出ているので、よろしくです。

　前作の『クイーンズブレイド スパイラルカオス』はすごくおもしろかったので、こっちにも期待。まだプレイしてないです。ＰＳＰ充電しなきゃ！　日付もまた合わせなきゃ！



　すいません。小説の、この本のことです。

　前回からのくノ一戦は描くのがすごく楽しかった。八哥衆のみなさんはかなり残念なことになっていたけど、じゅうぶん役目をまっとうしてくれたと思います。あとは天海がどう出るかだけど、彼女も残念な女子なので行く末が心配です。てか次巻で戦うの大丈夫か、と。



　きっと戦闘モードの天海はすごく強いんだろうな（棒）……。

　次回、くノ一戦大詰めの第捨（十）巻。乞うご期待！　てか、読んでください！

すずきあきら
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